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　小高い丘の上に、フレドは佇たたずんでいる。

「フレド。本当にくるのか？　もう予定の時間から三秒も経っているぞ」

　懐中時計をしきりに確認しながら、傍かたわらで戦友──シズが呟つぶやく。

　出で目め金きんのように不格好なゴーグルを装着した彼女の、女性にしては大柄な体たい軀くがぷるぷると震えている。

　顔立ちは悪くないが、シズの常に纏まとっている陰いん気きなオーラが、不必要に人を遠ざけていた。

「来るだろ。『天使』は俺たち『冒ぼう瀆とく者しや』と違って、時間厳守に基もとづいた集団行動を重視するような文化はないからな。そこらへんもルーズなんじゃないか。つーか、そもそも時計を持ってないかもな。あいつら」

　フレドは、呑のん気きに欠伸あくびをしながら答える。

　身に纏うのは、いくつものポケットがついたオーバーオール。

　そのポケットの一つ一つには、常人には用途すらわからないであろう工具が収納されていた。

「わからないぞ。もしかしたら、これは軍部の罠なのかもしれない。いや。きっとそうだ。ボクたちとあいつらは、ここ一○○年間ずっと戦争を続けてきたんだぞ？　細かな中断期間を除けばそれこそ、云うん万まん年ねんの間、殺し合ってきたんだ。それが今更、二種族協同の『合同キメラ部隊』を作るなんて、そんな都合のいい話があると思うか？」

　シズがはるか上空をにらみつける。

　フレドも釣つられて空を見た。

　おそらく天気は晴れだと思う。

　断言はできない。

　太陽を遮さえぎる不ぶ粋すいなカーテンが、空を覆おおっているから。

　あの一匹一匹、その全てが凶悪なモンスターなのだと思うと、フレドもさすがにうんざりする。

　こんな閉ざされた世界なのだから、隣にいる少女がネガティブになっても仕方がない──とはもちろん思わない。

　少女は──シズは、元々こういう人間だと、今までの経験からよくわかっていた。

「だから、今がお前のいう『細かな中断期間』なんだよ」

　フレドは、そこで周囲に視線を転じた。

　辺あたりには、数ヶ月前の戦争の傷跡があちこちに残っている。

『天使』の空けた、クレーターに近い大穴。

　もしくは、フレドたち『冒瀆者』が搭とう乗じようする兵器──『フネ』の残ざん骸がい。

　白骨化した骨もちらほら散見される。

　それらは全て、フレドと同じ『冒瀆者』のものだ。

　だって、もし『天使』の遺い骸がいならば、それらは今頃、漏もれなく貴重な「フネ」の動力源として活用されているはずだから。

　死に対する悼いたみはあるが、同族に対する親近感はない。

　敵とされる天使への憎しみもない。

　あるとすれば、こんな馬鹿らしい状況を作った、因いん習しゆうへの怒りくらいだろうか。

（超えてやる）

　強くそう思う。

　そのために、フレドは今ここにいるのだから。

「なあ、フレド。きっと、ボクらは休戦のための生いけ贄にえなんだ！　天使族の奴らのガス抜きのために、むしゃむしゃおいしく頂かれちゃうんだ！　今ならまだ間に合う！　逃げよう！」

　シズはそう言って、フレドたちの乗ってきたフネに抱き着く。

　全長二○メートルに及ぶ、翼の生えた人型の機体。それを構成するのは、動力源を除けば、全てモンスターから採取した資材だ。

　フレドが自身の手で一から作り上げた鈍にび色いろのこのフネは、一般的な基準でいえば『軽量級』に属する。形状は、軍内で『腰の曲がった老婆』と揶や揄ゆされるような、ソリッドな前傾姿勢をとっているが、フレド自身は『拳闘士ボクサー』と呼んでいた。

「逃げるって、シズの姉みたいにか？」

「それを言うな！　ああ！　そもそも姉貴が天使族と駆け落ちするなんていう前ぜん代だい未み聞もんの愚ぐ行こうを犯さなければボクもこんな所には──ああ、そんなこと言っていたら、ほら！　来た！　ボクたちを殺しに来た！」

　シズは上空の一点を指さすと、一人で勝手にフネに乗り込む。

「さすが、観測士としての腕は確かだな」

　フレドは皮肉と称しよう賛さんを込めて呟く。

　シズの極度なまでの厭えん世せい的てきな思考は、戦場においては危機察知能力という特技に変わり、何度もフレドの命を救ってきた。

　今も、フレドでは気づかない天使たちの接近に、シズは気付いているらしい。

　一分ほど経って、ようやくフレドもその存在を視認する。

　天使が二人。

　一人は、灰色の翼を持つ、小こ柄がらな少女だ。

　髪は茶髪のショートヘア。子犬じみた丸っこい顔に、にこにこと笑顔を浮かべている。メイド服を着ている所を見ると、従じゆう者しやかなにからしい。

　そして、その茶髪に抱えられるようにして、もう一人の少女が降りてくる。

　コバルトブルーの澄すんだ瞳。わたあめのごときふわふわとした金髪に、触れれば壊れてしまいそうなほどに華きや奢しやな体軀と、適度に膨らんだ胸部。

　服は澄んだ湖面にも似た、水色のワンピースだ。

　緊張か、警戒か、憮ぶ然ぜんとした表情で、腕組みしている。

（なぜ自分で飛ばない？　貴族の流儀か？）

　などと、一瞬邪じや推すいしたが、すぐにその理由に気が付く。

　およそ完璧といっていい彼女の容姿に唯ゆい一いつ欠けているものがあるとすれば、それは『翼』だ。本来一対であるはずのそれが、彼女には左にしかない。

　片翼なのだ。

　つまり、彼女は自力で飛べないのだろう。

（なるほど）

　フレドは、一瞬で状況を理解した。

　長きに渡る天使族と冒瀆者の争い。

　次の戦争のための仮かり初そめの休戦協定。

　茶ちや番ばんじみた時間稼ぎを演出する目的で作られた、不ふ俱ぐ戴たい天てんの者同士が共に戦う『合同部隊』への参加者。

　そんな貧乏くじを引かされるような奴は、どんな組織にも一種類しかいない。

　要はフレドたちと同じく、彼女たちもまた、向こうの集団における『鼻つまみ者』という訳だ。

　二人が上空三○メートルほどの所にまでやってきた。

「……」

　金髪の少女と目が合う。

　彼女が、何か宝石でも見つけたかのように顔をほころばせたその刹せつ那な──

　ヒュウ！　と、一陣の風が吹き抜けた。

　煽あおられてはためくワンピース。

　白はく磁じのごとく滑らかな太ももと、その付け根の秘所を守るための布切れが目に飛び込んでくる。

「黒か」

　フレドは思わずそう呟いた。

「み、み、み、み、み、見たわね！」

　フレドの言葉を知ってか知らずか、金髪はスカートを押さえてフレドを睨にらみつけてくる。

　意外な反応だった。

　天使族の多くは、そもそも冒瀆者を、対等な存在とはみなしていない。

　彼女たちにとって、フレドたちは、厄やつ介かいな毒虫。良くて、便利な非常食程度にしか思われていないはずだ。

　犬に裸を見られてはずかしがる人はいないように、冒瀆者に下着を見られたところで、うろたえる天使族などいない。

　そう思っていた。

　なのに、目の前の少女は、まるで種族の壁などないかのごとき自然な反応をする。

「……」

　生せい来らいの研究者魂がうずき、フレドは興味深げに金髪の少女を観察する。

「イネルス！　どうしよう！　あ、あいつ、全然、目を背けない！　それどころか、こっちをめっちゃガン見してくるんですけど!?」

「はわわ！　大丈夫ですぅ！　このイネルスがスカートを押さえて、ラブラ様のパンツをお守りしますぅ！」

「いや、だめでしょ？　イネルスが手を離したら、私が落ちちゃうでしょ？　ちょっとあんた！　後ろ向いてなさい！」

「戦場で目をそらすのは自殺行為だ。少なくとも俺はそういう訓練を受けているんでな」

　フレドは冷静に答えた。

　シズほど疑ぎ心しん暗あん鬼きのネガティブではないが、仮にもついこの間まで戦争をしていた相手に隙をみせるほど、フレドはぬるい生き方をしてはいない。そもそも、いつモンスターに襲撃されるか分からない環境で、気を緩めることは命取りなのだ。

　それは、冒瀆者だけではなく、多くの天使族にとっても同じことだと思うのだが、もしかして、ラブラと呼ばれていた金髪は、ほとんど戦闘経験がないのかもしれない。

　ビュウ！

　ビュウ！

　ビュウ！

　ラブラたちを嬲なぶるように、風が四し方ほう八はつ方ぽうから吹き付けてくる。

　さらには、超局所的ゲリラ豪雨が彼女たちに降り注ぎ、彼女のワンピースをしとどに濡らした。ぴっちりと服が身体に張り付いたおかげで、彼女のふくよかな胸の形が露あらわになる。

　空も、大地も、季節も、何もかもおかしくなってしまった世界では、異常気象なんて日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだ。

「いやああああああああああ！　もう！　こんなことなら、ズボンを穿はいてくればよかったああああああ！」

　下着と胸のどちらを隠していいか迷うように、ラブラが手足をばたつかせる。

「はわわ！　お嬢様！　暴れちゃだめですぅ！」

　イネルスと呼ばれていたメイドも、それに感応してパニック状態になったのか、ラブラの身体のあちこちに手を伸ばした。

「「あっ」」

　二人の動作はかみ合わず、結果、ラブラを抱きしめていたイネルスの腕が、その身体を離れた。

「ちょっ！　落ち──！」

　顔を青くするラブラ。

「お嬢様あああああああああああああああああああ！」

　慌あわてて手を伸ばすイネルスの指が空を切る。

　フレドは、すかさずポケットの一つから、手の平大のボールを取り出して、落下予測地点へと投げつけた。

　ボンッ。

　破裂したボールから、フネの緊急修復用エアバッグが飛び出す。

「きゃっ！」

　即席のクッションにワンバウンドして、虚こ空くうに放り出されるラブラ。

　その身体を、フレドは両腕でしっかりと抱き留めた。

　温もりと共に、潤じゆん滑かつ用ようスライムにも似た柔らかい感触が、フレドの肌に伝わる。

　バニラのような甘ったるい匂いが、鼻び腔こうをくすぐった。

　不自然に高鳴る心臓。

　戦場では、男女混合の部隊で寝しん食しよくを共にしてきた。

　今更、この程度の接触で動揺するほど、うぶなつもりはなかったのだが。

　これがつり橋効果というやつだろうか。

「大丈夫か？」

　フレドは内心の動揺を隠し、なるだけ平静に問うた。

「はっ、放して！」

　ラブラが顔を真っ赤にして、フレドを突き飛ばす。

　地面に尻もちをついた彼女は、自身の濡れたワンピースの胸元を、腕で隠すように抱きしめた。

「なぜ隠す必要がある？　天使なら、炎の異能でも使えば、服を乾かすくらいはお手のものだろうが」

　フレドは首を傾げた。

　いちいち、フネを組み上げなければ満足に戦えないフレドたちとは違い、天使は倒したモンスターの死体を食らうだけで、その特性を吸収できる異能をもっている。

　ラブラには翼がないから、強いモンスターを狩るのは難しいかもしれない。しかし、そこら中に繁はん殖しよくし、たまに倉庫を火事にする雑ざ魚こモンスター──発火ネズミでも食べていれば、服を自動乾燥させるくらいは簡単なはずだ。

「……」

　ラブラは、苦虫をかみつぶしたような顔で俯うつむく。

　どうやら、色々訳ありらしい。

「お嬢様ぁあああああああー。すびばせえええええええん！」

　そうこうしている内に、イネルスが空から降りてきた。

　顔を鼻水でぐしゅぐしゅにして、平謝りしながらラブラの服に手をかざす。

　オレンジ色の光が、ラブラの服にしみ込んだ水分を、瞬く間に蒸発させた。

「いいのよ。私が焦っちゃったのが悪いんだから。イネルスのせいじゃないわ」

　立ち上がったラブラが、そう言ってイネルスの頭を撫でた。

「……ま、ちょっとしたアクシデントもあったが、まずは自己紹介だ。俺はフレド。メカニック兼、操縦士兼、まあ、今は人員不足で攻撃士アタツカーもやっている。フネの扉の隙間からチラチラこっちを覗のぞいているのが、観測士のシズだ」

　フレドが友好の握手を求めて、手を差し出す。

「偉大なる太祖アニマに連なる誇り高き四名家が一つ、『払ふつ暁ぎよう』のラブラよ。こっちは、私の妹分で、従者をやっているイネルス。さっ！　そんなことより、さっさと私の羽を寄よ越こしなさい！」

　手早く自己紹介を終えたラブラも、急せかすように手を差し出してくる。

　もっとも、フレドのそれとは、だいぶ意味合いが異なるようだが。

「羽？」

「ええ。あんたは、冒瀆者にしては珍しく、立場ってものをわきまえた奴だって聞いてるわ。天使をパワーアップさせるための羽を作ってるんでしょ？　だから、私がその実験台になってあげる。感謝しなさいよ！」

　上から目線で、ラブラはそう言い放つ。

「情報の伝達に、微妙な齟そ齬ごがあるようだな。確かに、俺は天使族を殺さずに活用する研究をしているが……」

「え？　じゃあ、ないの。私の羽」

　露骨にがっかりした顔になるラブラ。

「いや。まあ、そうだな。確かに羽といえば羽だな」

「なんだ。びっくりさせないでよ。あるなら、もったいぶってないでさっさと出しなさいよ」

「……出すもなにも、お前の目の前にあるだろ」

「え？　なに。私の目には、あんたたち冒瀆者の作った、デカくてダサいフネしか見えないんだけど」

「ああ。それだよ。あのフネが、そして、操縦士の俺が、お前の新しい羽だ。そして、あんたたちには、動力源兼、攻撃士として、フネの運用に参加してもらうつもりだ」

「え？　なに？　今あんた何て言ったの？　冒瀆者語はよくわからないからもう一回言って」

　ラブラが耳に手を当てて、顔を引きつらせる。

「あ？　だから、お前も乗るんだよ。フネに。天使族を殺して動力源として利用しようとすれば、およそ、九割ものエネルギーロスが発生する。しかも、経けい年ねん劣れつ化かが激しい。だが、そのまま生せい体たいをエネルギー源とすれば、ロスはゼロな上、半永久的な再利用が可能になるんだ」

「わ、私を動力源にって！　まさか、奴ど隷れいにしようって言うの!?　古いにしえの鬼畜王ギースみたいに！」

　ラブラが一歩、二歩、後ずさる。

　かつて、天使が冒瀆者を非常食にしていた時代もあったし、冒瀆者が天使を奴隷としていた時代もあった。

　一進一退の攻防を繰り返しながら、それでも二つの種族は、お互いに決定的な勝利を得られないまま、今に至っている。

「俺たちの歴史を考えればそう思うのも当然だが、俺は天使の奴隷化なんて考えていない。せっかくの思考力を有するマンパワーをモノとして扱うなんてもったいないからな。俺が提案するのは、いわば、『共闘』だ」

　フレドは努めて冷静に説明する。

「はあー。どうりで話が上手すぎると思ったのよ。私は羽がもらえるって聞いたから、わざわざ汚れた地上まで降りてきたのに！」

　しかし、ラブラはフレドの言うことなど聞こえてないかのように、肩を落として頭を抱えた。

「おい、だから、俺の話を──」

「もう後には引けないのよ！　むうー、こうなったら、あんたを食べて、栄養補給してやる！」

　勝手に興奮して、飛び掛かってくるラブラ。

「なに？」

　洒落しやれにならない言動に、フレドが身構える。

　腰の護身用棘蟲ビートル製ニードルガンを抜き放ち、引き金を引く。

　それは、考えるまでもない、反射的な動作のはずだった。

（なぜ、撃てない？）

　照準は完璧にラブラの心臓を捉えているのに。

　まさか、彼女が何か能力を使って止めたのだろうか。

　それ以外の合理的理由を、フレドは思い浮かべることができない。

　肩に回されるラブラの両腕。

　想定外の失態に、フレドは当然きたるべき未来を覚悟した。

　強きよう靭じんな天使族の顎あぎとは、容易たやすくフレドの首の動脈を食い破るだろう。

「ろうひてえ？　ろうひてはめないのお！」

　ハム。

　ハム。

　アム。

　ワルツのリズムで、首筋に食い込んでくるチクチクとした疼とう痛つう。

　それは、嚙みつきとはとても言えない甘嚙みの感触だった。

　ラブラの意い図とはわからない。

　しかし、涙目の彼女もまた、フレドと同じく何かに困惑しているようだった。

「貴様！　フレドから離れろ！」

　フネから飛び出してきたシズが、銃を構える。

「お嬢様は私が守りますぅ！」

　イネルスが応戦するように進み出て、その手に雷をまとわせた。

「シズ、落ち着け！　ダメージはない！　お前も、冷静になって、あのメイドを止めてくれ」

　フレドはシズに必死に呼びかけながら、ラブラをそっと自身の身体から引き離す。

「……イネルス。やめなさい」

　ラブラは自身の二の腕で口を拭ってから、呟く。

　シズとイネルスが、双方警戒しながらも腕をおろした。

「ふう──とにかく、不幸な行き違いがあったようだな。お前が嫌なら、俺は無理にフネに乗れとはいわない。しかし、いずれにしろ作戦を続行する必要はあるから、お前たちが本国に帰って、きちんと事情を説明した上で代だい替たい要よう員いんを連れてきてくれ」

「かっ、帰れる訳ないじゃない！　ようやく、初めて『クモ』の外に出られたのよ！　このチャンスを逃したら、私は一生強くなれない！」

[image: ]

　ラブラがすがるような瞳でフレドを見つめてくる。

『クモ』というのは、天使族が日常的に住居としている、半固体化した雲うん海かいのことだ。

「……本当に外に出たことがないのか？　つまりは、箱入り娘？」

「そ、そうよ！　悪い!?　『お前は一族の恥さらしだから』ってずっと外に出してもらえなかったのよ！」

　ラブラが開き直ったように叫ぶ。

「なら、食事によるパワーアップはどうなんだ？　ラブラはそれなりに育ちが良いようだし、良質なモンスターを食べさせてもらっているんだよな？」

「そんな訳ないでしょう！　誇り高い天使族は施ほどこしなんか受けないわ！　わたしたちは自分で仕留めた獲物だけを食べるんだから！」

「ふむ。それで、お前はどれだけのモンスターを仕留めてきたんだ？」

「わ、私は自分でモンスターを狩ることが許されてなかったから、虫とか、鳥とか、モンスターはたまにイネルスがとってきてくれるやつくらいしか」

　ラブラが気まずそうに両手の人差し指をねじり合わせながら呟く。

「つまり？　『魔法』はほとんど使えないと？」

　摂取したモンスターの能力を行こう使しする天使族の異能。

　それをフレドたちは『魔法』と呼んでいた。

「使えたら、わざわざこんな所に来てないわよ！　でも、イネルスの取ってきたまずい火ネズミをいっぱい食べたり、苦いスライムを一気飲みしたり、色々努力はしてきたわ！　イメージトレーニングだって毎日欠かさずやってきたんだから、実力では他の天使に負けてないはずよ！　羽さえ、羽さえあれば私だって……」

　ラブラは悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「……まあ、事情は大体わかった。装備はフネの方に整っているから、別にお前自体が特別な魔法を使える必要はないぞ。きちんとエネルギー源として機能してくれさえすれば、それでいい」

　フレドは眉み間けんを親指と人差し指で押さえて呟いた。

　天使族に期待しているのはジェネレーターとしての役割であって、武器としての威力ではない。

　本当は、力ある強力な天使族の協力を得て、フネのフルスペックを発揮するのがベストだったが贅ぜい沢たくは言っていられないだろう。

　それに、特定の魔物ばかりを捕食している天使族だと、変な個性があり過ぎて、フネの動力源としては適さない可能性もある。

　そういう意味では、基本的なモンスターばかり食してきて魔法に余計な色のついていないラブラは、動力源として適しているかもしれない。

「勝手に話を進めないでよ！　私はまだ、協力するなんて一言も言ってないんだけど!?」

「現状、協力するのが、俺たちにとってもお前たちにとっても最善だと思うんだが」

　反発するラブラへ、フレドは静かに語りかける。

「なんでよ」

「俺たちの主目的はお互いの軍から出奔し、ダルタロス火山付近に潜伏していると思われる離り反はん者しや二人の討伐だが、その道中でハグレモンスターを討伐することもまた、任務に含まれていることは知っているよな？」

　最近まで天使族と冒瀆者たちが戦争をしていた影響で、対モンスターの防衛網にほころびができ、それぞれの生存圏への侵しん入にゆう頻ひん度どが増しているのだ。もちろん、軍事的、産業的に重要な主要都市は手厚く守られているのだが、国勢に影響のない程度の田舎いなかは捨て置かれているのが現状だ。

　それでも、全く無視しているのも体てい裁さいが悪いので、国は建前だけでも戦力を派遣したという実績が欲しい。

　一方、天使族にとっても、モンスターは敵である。天使族は『クモ』という浮遊型の拠点を持っているため、本来はどこかに定住するということはない。しかし、停戦しているとはいえ、現在、冒瀆者たちと緊張状態にある関係上、冒瀆者の主要都市に相対するようにクモを集中させている。すなわち、冒瀆者と同様に、天使族も辺境域のモンスターに対する防衛は手薄になっているのだ。

　双方にとって不都合な状況に、うってつけの処しよ方ほう箋せん。それこそが、『辺境くんだりに行く鼻つまみ者たちにまとめて厄やつ介かいごとを押し付けてしまえ』という、安直で身もふたもない決定だった。

「知っているけど、それがなによ」

「つまり、だ。モンスターを討伐しても、俺たちは天使族のようにモンスターの肉を食らう必要はない。ということは、仕し留とめたモンスターはラブラたちが独占して食べられるという結論になる。一度も外に出られなかったお前にとって、今回の任務はパワーアップするのに良い機会なんじゃないのか？」

「むむむ……なるほど。そうね──そういうことなら、仕方ないわね。付き合ってあげるわよ。裏切者たちを倒して、私の実力を証明するには、しっかり準備することも必要だわ」

　しばらく逡しゆん巡じゆんした後、ラブラが小さく頷く。

　渋々ながら、納得してもらえたようだ。

「よし。話はまとまったな。じゃあ早速服を脱いでもらおうか」

　何とか任務を続行できそうなことに、フレドは安あん堵どの笑みを浮かべて、ラブラににじり寄る。

「は？　え？　は？　ウチを脱がしてどうしようっていうの！　そ、そういえば、冒瀆者の中には天使族が苦しむ様子を見て興奮する変態がいるって聞いたことがあるけど、も、もしかして、私を変なキカイで陵りよう辱じよくするつもり!?　古の鬼畜王ギースみたいに！」

　ラブラが青ざめた顔でフレドを睨みつけてくる。

「いや。お前用にフネをチューニングするために、身体のデータを取りたいだけなんだが……建前とはいえ、一応、俺たちが両種族の友好目的で作られた部隊だって、理解してるか？　今の発言とこれまでの経緯を本国に報告したら、間違いなく戦争再開だからな？」

　フレドはこめかみをひくつかせる。

　自分では冷静な方だと自認しているが、それでもいらつくという感情がない訳じゃない。

　前ぜん途と多た難なんな予感に、フレドは小さくため息をついた。
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「ふーん。これが、フネの中かあ。あっ！　これ、もしかして、レインボーカメレオン？」

　ラブラは目を輝かせてフネの中を見渡す。

　好奇心と拭ぬぐい去されない警戒感に折り合いをつけるように、エネルギーパイプとして利用しているパーツを人差し指で突つつく。

「ああ。レインボーカメレオンのパーツは、色んな生体部品との適合率が高いから便利なんだ。それにしても、加工してあるのに、よくそれだけでレインボーカメレオンの物だと判別できたな」

「ふふん。いっぱい勉強したからね」

　ラブラはそう言って、誇ほこらしげに口の端はしを歪ゆがめた。

「……天使を動力源にするなんて本当に大丈夫なんだろうな。フネを動かした途端に『ボカン』なんてボクはごめんだぞ」

　シズが今日何度目かわからない不安を漏らし、身を縮こまらせて観測台──フレドの後ろの一段高くなったスペースにある席に腰かける。

　彼女が頭を突っ込んだのは、逆さにしたバケツのような空くう洞どう──観測用モニタだ。

　三六○度周囲を見渡せるクリスタルゴーレムの頭に、デスホーネットの複眼を組み合わせてできたモニタは、遠距離にも近距離にも対応した万能型である。しかし、その操作には、総数二○○○にも及ぶ複眼からもたらされる情報を瞬時に処理しなければいけないという、いわば究極のマルチタスクともいえる技能を求められるため、並の兵士には操作不能な逸いつ品ぴんであった。

「理論的には、少なくとも爆発はありえない。とはいえ、本物の天使で実践するのは初めてだからな……。安全のため、試運転をしたい。どちらか、俺の前にある筒タンブラーに入ってくれるか？」

　フレドはそう言って、船体の上半身と下腹部を斜めに貫く円筒形の空間、通称シリンダーと呼ばれる機構を指さす。

「どちらかでいいの？　私たち二人が入る必要はないのね？」

「ああ。さっきも言ったが、お前たちにはフネの動力源になってもらうと同時に攻撃士を担当してもらうからな。一人の奴に担当してもらった方が、エネルギーの流れの伝達がスムーズになると考えている。お前たちの身体に負担がかかることが予測できるから、こまめに交代できるように二人来てもらった」

「お嬢様！　私にその役目をお任せください！　何があるかわかりませんから！」

「私が行きたいって言ったんだから、イネルスにそんな危険なことはさせられないわ」

　ラブラはイネルスの申し出に首を横に振ると、さっさと筒へと身体を滑り込ませる。

「よし。両横に空間があるな？　そこに腕を突っ込め。それで、このフネの両腕と兵装が操作できる。細かなボタンの説明は後でする」

「わかったわ。──うわっ。なんか、腕を入れた瞬間、身体になんか張り付いてきたんだけど！」

　ラブラの首から下の部分に、青い液体が充じゆう塡てんされていく。

「エネルギーロスを減らし、密着性を高めるために、スライムジェルを採用している。長時間の稼か働どうも考慮して、クッション性にも配慮したつもりだ。細かな硬度は調節できるから、不満があればいってくれ」

「うーん。まあ雲だと思えば、柔らかくて悪くないかも？」

　ラブラが微妙な表情で小首をかしげる。

「よし。なら、とりあえずはそのままでいく。──っと、最後は俺だな」

　フレドはそう呟くと、直立の姿勢のまま、手慣れた動作で、壁面をいじった。

　床の一部が溶解し、ズブズブとフレドの脚を呑のみ込こんでいく。

　やがて足が底についた。

　続けて、同じく半液体状になった壁面の一部に腕を突っ込んだ。

　傍はたからみれば、磔はりつけにされた聖人のような格好に見えるかもしれない。

　その両腕は羽と連結されており、脚はフネの脚部と連結している。

　つまり、これによりフネの移動全般のコントロールが可能になるのだ。

　位置関係的には、上から順に、シズ、フレド、ラブラとなる。

「あの、私は……」

「ラブラの足下──人でいえば尻の部分に、物資の積せき載さいスペースがあるから、そこで待機していてくれ。シートベルトを忘れずにな」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たにしているイネルスにそう声をかける。

　イネルスは無言で、ラブラの足下に身体を収めた。

「準備はできたな。起動する！」

　タタタンタンと、タップを踏むようにフレドは足を鳴らした。

　その振動が機体全体に伝でん播ぱし、フネを覚かく醒せいへと導く。

　ジゥジゥジゥと、息をひそめる獣のような呻うめきを上げて、フネはスタンバイ状態へと入った。

「うっ、な、なんか、これ、ウゥん、ヒィヒャン！」

　ラブラは、目をぎゅっと瞑つぶったり、唇を尖とがらせたり、子猫のような声をあげる。

「大丈夫か？　痛みなどがあればすぐに停止するが」

「い、痛くはないけど、なんかくすぐったいわ！　あっ、でも、なんかちょっと気持ちいい！　ンンン！　あぁん！」

　ラブラが小刻みに頭を震わせてもだえる。

　その感覚の一部が、フレドにも流れ込んできて、悶もん々もんとした気持ちにさせられた。

「ふ、ふむ。ともかく、試運転を続けても問題ないな？」
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「ええ！　いいから続けなさい！」

「行くぞ！」

　ラブラの言葉を受けて、フレドは溜まったものを吐き出すかのように一歩踏み出す。そのまま数歩の助走の後、ボクサーは空に飛び上がった。

　テスト飛行に丘を周回する。

「すごい！　本当に飛ぶのね！　あんな大きな木で偶くの坊ぼうが空を飛ぶなんて信じられなかったけど、こんなに滑なめらかに動くなんてすごいわ！」

　ラブラが早口でまくしたてる。

　彼女の脈拍数の上昇に合わせて供給量を増したエネルギーと、無意味に振り回される両腕がフネのバランスを乱した。

「ちょっと興奮を抑えてくれ！　エネルギーの放出量が多すぎて、コントロールが乱れる！」

　フレドは、羽の角度を調整し、必死に機体のコントロールに努つとめた。

「こ、興奮なんかしてないわよ……」

　ラブラは顔を赤くしながら俯く。

　彼女のクールダウンに伴って、機体も落ち着いてきた。

　どうやら天使族というものは、感情の変動に合わせて、出力が上下する生き物らしい。

　これも、天使族の遺い骸がいを利用しているだけでは、得られなかった知見だ。

　それにしても──

「俺の理論通り、エネルギー効率は段違いだな」

　体感で、従来の三倍～六倍くらいのパワーがあるだろうか。

　これならば、かなり『無茶』な動きにも耐えられそうだ。

「でも、これ安定性がなさすぎて、フレド以外じゃ操縦できないんじゃないか？」

　シズが訝いぶかしげに呟く。

「そんなことはない。きちんと教育プログラムを組めば……、まあ、今の軍部の奴らには無理か」

　確かにシズの言う通り、常に一定量のエネルギーを供給する通常のエンジンに比べると、不安定なのは否いなめない。

　しかし、それは同時に、今までのフネにはない緻ち密みつな出力の調整ができる可能性を示し唆さしていた。

「それで？　私の武器は？　どうやって使うの？」

「ああ。小指と薬指を同時に握ると、近距離兵装が出る。右がブレード、左がシールドだ。中指と人差し指を握りこむと、右腕が中距離兵装のアサルトライフルに切り替わる。これは、安定射撃するために左腕で支えるようにして扱ってくれ。弾は実弾とエネルギー弾の二種類ある。親指を曲げると、遠距離兵装のスナイパーライフルになるが……これは、観測手のシズとの連携が必要だし、追おい々おいでいい。また、無闇に武装を展開するのは控えてくれ。熱や音に反応してモンスターを引き寄せ──」

「わあ！　本当に出た！　これさえあれば、私も戦えるのね！」

　ラブラはフレドの言葉が聞こえていないのか、聞こえていても無視しているのか、アサルトライフルへと変わったボクサーの右腕をブンブンと振り回す。

　まるで、玩具おもちやを与えられた子どものような仕し草ぐさだ。

　バ、バ、バ、バ、バとばらまかれたエネルギー弾が、周辺へと無む秩ちつ序じよに振りまかれる。

　瞬間、にわかに丘の右方にある草むらがざわめいた。

　吸血バッタ、発火ネズミ、ポイズンワーム。

　心地よい隠れ家を荒らされた小型のモンスターが飛び出してくる。

「わわわ！　なんか出てきたああああああ！」

　ラブラが焦あせったように叫び、銃口をモンスターへと向けるが、照準もまともに定まっていない射撃の命中率は、当然ながらに低い。

　そうこうしている内に、モンスターがこちらへと肉にく迫はくしてくる。

（ふう。あらかじめ目についた中型以上のモンスターを掃そう討とうしておいて正解だったな）

　フレドは小さくため息をつく。

　現在、この近くに脅きよう威いになるほどのモンスターはいない。

　この程度の小型モンスターならば、最悪、フネなしで生身だとしても対応できる範囲だ。

「ブレードに切り替えて、正面に構えたまま、動かずじっとしていてくれ」

「わ、わかったわ」

　ラブラがブレードを正面に構えた。

　発火ネズミとポイズンワームは踏み潰す。

　跳ねた吸血バッタは、上半身を回転させ、ブレードで処理する。

　斬るというよりは、身体ごと『当てる』といっていい動作で、モンスターを処理していく。

　数瞬の内に、フレドたちの周りに、血と体液がまき散らされたスプラッタ的な光景が出現した。

「すごい……。『フネ』ってこんなに簡単にモンスターを倒せるのね。さすがに、天使族が苦戦するだけあるわ」

　ラブラはごくりと息を呑み、感心と恐怖が入り混じった声こわ音ねで感想を漏らす。

「なあ、フレド。こいつ、本当に大丈夫なのか？」

「その内慣れる……だろう。多分」

　不安そうに呟くシズに、フレドは自信なさげに答えた。
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　陰いん鬱うつな森に、ボクサーの暗色がまぎれている。

「距離　二五○メートル　右方三七度だ」

　シズが淡々と告げる。

「有効射程まで五○メートルほど詰める。二○秒後に射撃だ。いけるか？」

　フレドは周囲の灌かん木ぼくを一いち瞥べつしてから、射線を予測し告げる。

　ズームアップされた映像の中で、腐ったトマトのような赤茶けた色をした大鳥が、呑気に羽は繕づくろいしていた。

「任せて」

　ラブラが短く答える。

　時折吹きすさぶ烈れつ風ぷう。

　フレドは枝がすれの音に紛まぎれながら、ボクサーを匍ほ匐ふく前ぜん進しんさせた。

「……五秒後～一○秒後に風向きが変わる。こっちが風かざ上かみになると目標に気付かれるぞ」

「なら、気付かれる前に撃てばいいんでしょ！」

「ああ。射撃地点を修正だ。三メートル先、左方二○度」

　樹の陰に隠れながら、幹みきを支えにゆっくりと立ち上がる。

　反転する機体。

　瞬間、銃口が光った。

　ギュェ！

　熱弾は見事に目標の頭を捉え、大鳥は間の抜けた声を上げて地表へと落下していく。

「目標の撃破を確認。近くに他に敵影はなし」

「さすがです！　お嬢様！」

　イネルスが称賛と共に手を叩く。

「ふふん。当然よ！　これでまた一いつ跳ちよう、最強に近づくわね。ほら！　フレド！」

　フレドは彼女の言わんとすることを察し、返答代わりに落下地点にボクサーの身体を滑り込ませる。

　ラブラは、ボクサーのライフルをしまい、抱き留めるように大鳥をキャッチした。

　そのまま大鳥の節ばった足首を摑み、近くにあった太めの枝に、かぎ爪を突き刺す。

　逆さの格好になった大鳥の残ざん骸がいは、その首から、まだグツグツと煮えるマグマのような体液を垂れ流し始めた。

「あー！　もたもたしてると、血が全部流れでちゃう！　もったいない！」

　ラブラが惜おしむように叫び、シリンダーから這い出す。

　そのまま、フレドの足下にあるハッチから外に飛び出した。

　大鳥の下まで駆けて行ったラブラが、顔を上向きにして、滴り落ちてくる体液を口中に迎え入れ始めた。

　フレドが同じことをすれば焼けただれてしまいそうなその熱量を、ラブラは心底美お味いしそうに飲み干す。

　彼女の肌が赤く上気し、反比例するように、大鳥の身体から色が抜けていく。

　瞳を閉じて喉を鳴らすその姿は、野や蛮ばんで、美しく、まるで生命の循環を体現した聖像のごとき雰囲気を纏っていた。

　神秘的なその姿につられるようにしてフレドたちも、外に出る。

「それで、この後どうする？　多少頑張れば、今日中に中継地点のアモス村に辿り着けないこともないと思うが、もう少し進むか？」

　ボクサーにもたれかかりながら、シズが懐かい中ちゆう時ど計けいを一いち瞥べつした。

　モンスター群という遮しや蔽へい物ぶつに覆われ、いつでも薄暗いこの世界だが、それでも昼と夜はある。

　今は日にち没ぼつまであと二時間余りという、進むか、留まるか、微妙な時刻だった。

　ボクサーは熱感知センサーを備えているとはいえ、視界の制限される夜は、太たい古この時代から変わらず、魔の時間帯である。

　ふさわしくない場所で闇を迎えてしまえば、それはすなわち即命の危険につながるので、安易な決断はできない。

「それは、俺たちだけでは決められないだろ。ラブラ──いや、もう交代の時間か。イネルス、いけるか？」

「は、はい！　頑張ります」

「プハッ。イネルス、無理しないの！　あんたの力じゃ、今日はもう限界でしょ」

　息継ぎするようにこちらに向き直り、血のついた口元を手の甲こうで拭ぬぐったラブラが、気遣わしげに呟く。

「ん？　どういうことだ？　交代時間は二人とも平等に設定しているのに、どうしてそんなに疲労度に差が出る？」

　シズが首を傾げる。

「はあー。あんた何も分かってないわね。そりゃ、生まれつきの『質料ヒユレー』の大きさが違うからよ。仮にも名めい家かの出の私と、従者のイネルスじゃ、持っている力が違うのは当たり前でしょ──イネルス、器をちょうだい」

　ようやく大鳥から噴き出す血の量が少なくなってきたことを見取ったラブラが手を叩く。イネルスが、すかさず地面の土で、大きめのジョッキを成形した。神に捧げる供く物もつのように、即席の器に血が溜まっていく。

「よくわからないな……。天使族はモンスターを食らって力を得るんだろ？　で、お前は、地上に降りてくるまで、モンスターを食べる機会に恵まれなかった。それなのに、お前の方が持っている力が多いって、理屈に合わないだろう」

　シズが首を傾げた。

「んー……私たちの中にある力は、本来、『無垢タブララサ』といって、真まっ白さらな状態なの。それを、自らが狩ったモンスターの『色エイドス』に染め上げることで魔法を使ってる。つまり、喩たとえるなら、私たちは空からのバッグよ。大きなバッグが私、小さなバッグがイネルス。倒したモンスターの力をバッグに詰め込んでる。そして、容量が大きければ大きいほど、色んな種類の、たくさんの力を詰め込める。で、あんたたちが、今、そのフネを動かすのに使ってるのは、空いたスペースにある空気。これなら、あなたたちも分かるでしょ？」

　ラブラはしばし逡しゆん巡じゆんしてから呟く。

「つまり、イネルスはパンパンに詰まった小さなバッグ。ラブラはスカスカの大きなバッグということだろ」

　フレドはまとめるように呟いた。

　何も難しいことではない。

　そもそもフネは、冒瀆者が天使族を倒すため、天使族を模して作った兵器だ。

　自ら魔法を行使する力を持たない冒瀆者は、天使族が無意識的に内部化している機構を外部化する必要があった。そのために、天使族の遺骸を発あばき動力部とし、モンスターから採取したパーツをそのまま兵装とした。天使族から見れば歪いびつで噴ふん飯ぱんものの児じ戯ぎに見えたことだろう。天使族の遺骸は、生来の数分の一の力しか持たず、兵装は仰ぎよう々ぎようしい上に、天使族が瞬き一つの間にできる攻撃魔法の切り替えにも、半日の換装時間を要する。

　しかし、それでもなお、冒瀆者たちは『均質化された量』という力を得た。

　それが戦争においてどういう効果を発揮したかは、今更言うまでもない。

「そういうこと。だから、先に行くんだったら、イネルスの代わりに私がやるわよ。まだまだ余裕があるから」

　ジョッキに入った血を飲み干して、ラブラがそう張り切る。

「いや、特に緊急性もないのにルーティーンを乱すのはよくない。そういうことなら、きりもいいし、今日はここらへんで野や営えいするか。交代時間についても調整する必要がありそうだからな」

　フレドはあっさりそう決断した。

　衝撃の出会いを果たしたあの日から、丘に三日程留まったフレドたちは、ラブラとイネルスに基礎的な訓練ほどこすことに時間を費やした。

　さらに一週間程経った今では二人とも基礎的な動作には一通り習熟し、日常的に遭そう遇ぐうする程度のモンスターなら、何とか狩れる程度の立ち回りを身に着けている。

　不俱戴天の二種族の共闘としては、十分に上手くいっているといっていい状況なのだし、無理して余計なトラブルを招く必要もないだろう。

「随ずい分ぶんのんびりねえ。そんなんで、反逆者たちをちゃんと追い詰められるの？　逃げられたりしないかしら」

「外は地も空もアホみたいな数のモンスターに埋め尽くされたこの世界で、一体どこに逃げるっていうんだ。ああ、でも、もし姉貴たちが『世界の果て』のプール怪物溜まりに突っ込むなんて自殺行為に及んでくれれば、ボクもこんな不毛な任務から解放され──る訳がない！　訳がないんだ！　その場合、ボクたちは上から証拠として遺体の回収を命じられるに違いない。そしたら、ボクはこのマッドな異端者とポンコツのお姫様たちと一緒に永遠に辺境を彷徨さまようか、モンスターたちに突っ込んで自爆するか、二択を迫られるんだ。ボクの未来にはどのみち破滅しか待ってないんだ……」

　シズは頭を抱え、自らネガティブ思考の螺ら旋せんに落ち込んでいく。

「……ねえ、フレド。こいつ頭大丈夫？」

「発作みたいなものだ。気にしないでくれ」

　眉間に皺しわを寄せてシズを指さすラブラに、フレドは欠伸一つ答えた。

「……ああ、憂ゆう鬱うつだ。フレド、テントを出してくれ。ボクは先に休むぞ」

　シズが大きなため息をついて呟く。

「ああ。そうしろ。ラブラかイネルスも、どちらか先に休んでくれ。交代で見張りをしよう」

　フレドはオーバーオールの腹のあたりにある大きめのポケットから自作のワンタッチテントを取り出して、地面に展開する。

　断熱性の高い怒ど髪はつ鳥どりの羽う毛もうに、酸を抜いたスライムを挟んだ弾力性のあるテントで、そんじょそこらのホテルよりは居心地がいいと自負している、フレドの自信作だった。

「じゃあ、イネルスから休みなさい」

「そんな。お嬢様より先に従者の私が眠りにつく訳にはいきませんよぉ。せめて、お嬢様もご一緒にお休みをいただくという訳にはいかないんですかぁ？」

「いざという時にすぐにフネを動かせるように、天使族と冒瀆者がペアになった方が合理的だろう」

　フレドはそううそぶいたが、実の所、天使族と冒瀆者から一人ずつ見張りを出すのは相互監視するという意味合いもあった。

　天使族と冒瀆者がそれぞれ固まって休憩を取ると、同種族同士で結けつ託たくし、寝込みを襲われる可能性がゼロではないからだ。無論、フレドたちにそんなつもりはないし、ラブラたちも何か不ふ審しんな動きを見せた訳ではないが、最悪の状況を想定して動くのは軍人の性さがである。

「イネルス。私はまだ余裕があるから、いざという時にイネルスも動けるように回復しておいて。これは命令よ」

　ラブラは強めの口調で告げる。

「わかりましたぁー。ラブラ様がそうおっしゃるなら……」

　イネルスは申し訳なさそうにテントの中に入っていく。

「じゃあ見張りをはじめるか」

　フレドはそう言って、胸ポケットから名刺サイズのカードを取り出した。

　半透明のそのカードは『アミ』と言い、フネのレーダーを作るのに使ったクリスタルコウモリの余った羽を材料にしている。

　すなわち、レーダーの子機ともいえる存在で、フネ本体ほどではないが、大まかにモンスターを感知する機能を備えていた。

「ええ。──ちょうど、肉も食べ頃かしら」

　ラブラはそこで意識を大鳥へと向けた。

　血の気を失った羽は、白に近い灰色になり、一見、巨大なニワトリに見えなくもない。

　ラブラは、大鳥の脚を摑み、樹の幹からその巨体を引っこ抜く。そして、羽も骨も内臓もお構いなしに、ムジャリ、ムジャリと、腹に食らいついた。

「……生のまま食べて、美う味まいか？」

「変なことを聞くわね。『食べる』ってそういうことでしょ？」

「天使族には料理という概念はないのか？」

「料理？　ああ、話には聞いたことがあるわ。冒瀆者は身体が弱いからモンスターをそのまま食べられないのよね。不便じゃない？」

「不便か……。確かに、時間効率の面でいえば、料理に手間をかけるのは無駄かもしれない。しかし、料理には衛生上の問題をクリアするという機能だけではなく、娯楽的な側面もあるんだ。一日の終わりに美味い飯が待っていると思うことで、仕事も頑張れる」

「よくわからないわね……。そうだ！　そこまでいうなら、こいつを料理してみてよ」

　ラブラは片方しかない羽を忙せわしげにはためかせ、食べ始めたばかりの歯形のついた大鳥を、こちらに向けて放り投げる。

「ふむ。やってみよう──といっても、即席の設備と材料では大したことはできないからあまり期待しないで欲しいんだが……。ともかく、水は出せるか？」

「もちろん。この森に来る前の川で、散々水系のモンスターを食べたもの」

「よし。じゃあ、この容器に水を入れて、沸ふつ騰とうさせてくれ」

　フレドは、腰の辺りにあるポケットから筒状の物体を取り出して、地面へと広げる。

　圧縮されていたそれは空気を取り込んで瞬時に膨ぼう張ちようし、直径一○メートルほどの円筒形へと変へん貌ぼうした。

　爆ばく裂れつフグという飛行系のモンスターの皮から出来たこの容器は、主に雨水採取などに使うが、多少の耐熱性はある。というか、この世界の雨水は大抵汚染されており、毒はもちろん、熱や酸をもった雨が降ることも稀まれではないので、ある程度の強きよう靭じんさがなくては使い物にならないのだ。

「任せなさいよ。今、火の力を取り込んだばかりだから、瞬殺してあげるわ！」

「ちょっとま──」

　フレドが止める間もなく、ラブラが魔法を発動する。

　ジュババババババーン！

　爆音が轟き、容器が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ぶ。

　左手から生み出された激流と、右手から生み出された灼熱がぶつかり合い、水蒸気爆発を起こしたのだ。

「な、なによ！　あんたの出した器が脆もろいのが悪いんだからね！」

　ラブラは顔を真っ赤にしてそう逆ギレした。

　しかし、ちらちらとテントの方を横目で見たり、羽をしおれさせたりしているところを見ると、内心反省しているらしい。

「まあ、容器は消しよう耗もう品ひんだ。代わりはある……が、あまり無駄遣いはしないでくれ。戦闘とは違うんだ。赤子を扱う時のような心持ちで、一つずつ丁てい寧ねいに工こう程ていをこなして欲しい」

　フレドはそう言って、新しい器をポケットから取り出した。

　料理というものは、フネ造りと似ている。

　素材の特性を理解し、仮説と実験に基もとづいたデータから得た理論を当てはめ、アウトプットする。自らの知識と技術に誤りがなければ、結果が裏切ることはない。

　少なくとも、一見、システマチックに見えて、その実、不合理な妄もう執しゆうに支配されている軍の組織と比べれば、よほど好ましい。

「わ、わかったわ」

　ラブラが再び魔法を展開する。

　今度は上手く熱湯を沸わかすことができた。

　フレドは、大鳥をかついで、静かに器の底へと沈める。

　十分ほど経ってから、近くに落ちていた木の棒にひっかけて、大鳥を取り出す。

　火耐性が高いモンスターなので、普通の鳥よりも長めに茹ゆでた。

「よし。次は羽をむしるぞ」

　そう言って実演してみせる。

「そのまま食べられるのにめんどくさいわねえ。私もやらなきゃいけないわけ？」

　ラブラが気だるげに大鳥に手をかける。

「料理っていうのは、自分でやった方が美味いんだよ」

　その姿を確認すると、フレドは踵きびすを返した。

「って、あんた、どこに行くのよ！」

「付け合わせのソースに使えそうな果物くだものを取ってくる」

「ソースってなによ！」

「食えば分かる！」

　フレドは、レーダーと連動したカード──アミを『サバイバルモード』に切り替え、目標を物色する。

　気候の狂ったこの世界では、一つの森の中に、一年を通して春しゆん夏か秋しゆう冬とうが混在しているので、探せば食用の植物も見つからないことはないだろう。

　案あんの定じよう、半時もしない内に、野や生せいのキイチゴやハーブの類を発見することができた。

　虫型のモンスターに汚染されてないことを確かめてから、必要量を採取してキャンプへと戻る。

「あっ！　やっと帰ってきた！　私にばっかり働かせて、どういうつもりよ！」

　ラブラが不満げに唇を尖らせる。

　そう言いつつも、しっかり羽を毟むしる作業は終わらせていた。

「ここから先は全部俺がやるから、それでつり合いは取れるだろ」

　フネの備品格納スペースから、腕部補修用の金属棒を取り出して、それを大鳥の肛こう門もんから串のように刺す。

　キャンプ用の発火装置を起動し、軽く皮の表面にある産うぶ毛げを焼いてから、解体に入る。

　得物は、本来は悪路を切り開く用の鉈なただ。

　手て羽ば、モモ、ムネ。内臓は──さすがに野生のものを食べるのは感染症などが怖いので、スルーしておく。どのみち、クセの強いこの大鳥──ファイアバードの内臓をおいしく調理できるだけの調味料はもってきていない。

「はえー。器用なもんねえ。あっ、その内臓、捨てるなら私にちょうだい！」

　ラブラが、フレドの捨てた内臓に犬のようにむしゃぶりつく。

　天使族は食物の摂せつ取しゆが冒瀆者に比べてより生死に直結しているせいなのか、食事に対する執着がすごい。それは喩えるなら、フレドたちが水中で酸素を求めるような必死さで、食べるよりは『貪むさぼる』という表現がしっくりくる光景だった。

　もちろん、それは文化の違いにすぎず、悪い事だとは全く思わない。でも、フレドは、おいしい物を食べる悦よろこびを知らないで生きるのは、やはりもったいないと感じる。

　その想いを形にするため、フレドは黙々と調理を続けた。

　手羽の部分はシンプルに塩と香こう辛しん料りようだけ。

　ささみはハーブと組み合わせてサラダに。

　胸肉は、持ってきていたラードで揚あげてカツに仕上げた。

　濃厚そうなモモ肉は、キイチゴと砂糖のソースをかけて、デザート風にする。

「できたぞ」

　さきほどファイアバードを下した拵ごしらえ器のお湯を捨て、ひっくり返してテーブル代わりにする。その上に使い捨ての薄紙を敷しき、皿もなしに豪ごう快かいに料理を並べていった。

「もう食べてもいいのね!?」

　地面に胡坐あぐらを掻かき、手て持もち無ぶ沙さ汰たにファイアバードの腸をチュパチュパすすっていたラブラが跳ねるように立ち上がる。

「ああ。俺の好みに合わせて味付けしたから、口に合わないかもしれないが──」

　フレドの懸け念ねんをよそに、ラブラは手羽を摑んで口へと運ぶ。

「なにこれー！　なにこれえええええええええええええええええええ！　おいしい！　おいしすぎるううううううううう！　これはカリカリだし、そっちのはふわふわでまったりしてるし、本当に同じ鳥からできたものとは思えない！」

　瞬間、片方しかない羽をしきりにはばたかせ始めるラブラ。

　左右で均衡のとれないエネルギーは行き場を失い、彼女の身体に円えん弧こを描かせる。
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　テーブルの周りを無駄に周回しながら、ラブラは目にも止まらぬ速さで料理を平たいらげていった。

「……満足してもらえたようでよかったよ」

　フレドはそう呟いて、微笑を浮かべる。

　自分の作ったものを誰かがおいしそうに食べてくれるというのは、やはり嬉しい。

　フレドが最近食事をふるまった他者といえば、シズくらいのものだが、彼女は食事中もいつも陰気な顔をしているので、はっきりいって作つくり甲が斐いがないのだ。

「モグモグモグモグモグ……なに見てんのよ。あっ！　もしかして、私が食べすぎだって言いたいの？　そうよね。二人で作ったんだし、私ばっかり食べてちゃだめよね……。ほ、ほら、あんたも食べなさいよ」

　ラブラはそう言って、歯形のがっつりついた涎よだれまみれの手羽を、心底名残なごり惜おしそうにこちらに差し出してきた。

「いや、別に俺は大して腹は減ってないから、食べられるなら、全部ラブラが食べてくれて構わない」

　噓だった。

　すごく、というほどではないが、それなりに腹は減っている。

　なのに、とっさに抵抗感を覚えて拒否してしまった。

　フレドも軍人であるからには、物品の共有や、回し食いには慣れている。

　いまさら食べかけの肉を回されたところで、何の感情も抱かないはずなのだが。

（まさか、俺の中に、天使族への無意識的な差別感情があるとでもいうのか？　いや違う。今感じているこの気持ちは、嫌けん悪お感かんなどではなく、もっとこう、何か、むず痒がゆく、照れくさい……）

　フレドは自身の抱く、分析不能な感情に困惑した。

　得体のしれないその疼とう痛つうは、拒こばみたいのに拒みがたく、恐ろしいのに心地よく、少なくとも、フレドが今まで、体験したことのない何かだった。

「なに言ってんのよ。こんなおいしいのに、食べたくないなんてことある訳ないわ！　そんなに私ばっかり食べさせてどうするつもり？　はっ！　思い出した！　そういえば、昔、冒瀆者が反乱を起こす前に、天使族の貴族に一度食べたらやめられなくなる『禁きん忌きの食物』をたくさん捧げて、太らせることで動きを鈍らせたっていう策略があったけど、あんた、まさか──」

　ラブラが警戒するように一歩後ずさる。

「わかったわかった！　食べるから、余計な邪推をするのはやめろ。……それにしても、不思議だな。味覚が俺たちと変わらないなら、生のモンスターなんてまずくて食べられたものじゃないと思うが」

　フレドは迷いを振り切るように手羽にかぶりついた。

　我ながら、そこそこ上う手まく焼けたと思う。

「んー。なんか感じるところが違うのよね。生で食べて色を吸収する時は、実は口にしたもののほとんどはお腹に入っている訳じゃないのよ。口の中に入った瞬間に色が反応してストックされるから、味もほとんど感じないし。だからこう、いつもの『食べる』は身体の奥が悦よろこんでいる感じで、こっちは口が嬉しいのよね。えっと、あんたたちの表現でなんて言ったっけ──そうそう。別腹、みたいな」

　どうやら冒瀆者と天使族では食事の概念が違うらしい。

　考えてみれば当たり前の話である。

　モンスターの巨大な肉体を、物理的に胃に収めることは不可能なのだから。

「ふむ。天使族にとっては、料理された食物自体が嗜し好こう品ひんのようなものなのか」

　例えば、酒やタバコは冒瀆者に快かい楽らくをもたらすが、それは生存に要か不要でいえば、不要なものだ。

　それと同じで、天使族にとっても、別に料理した食物を食べる必要性はなくても、料理を楽しむことはできるということなのだろう。

「嗜好品？　よくわからないけど、贅ぜい沢たくは贅沢よね。生で食べた方が得られる力は大きいのに、わざわざ余計な手間をかけてこんなものを作るんだから。──冒瀆者はいつもこんなおいしいものを食べてるのね」

　ラブラは指についたキイチゴのソースを舐なめとって、羨うらやましげに呟く。

「いや、上層部は知らないが、一般的な冒瀆者の兵士は、この『汎はん用よう携けい行こう食しよく』を常食としている。食べてみるか？」

　フレドは首を横に振り、尻ポケットから、スティック状の包みを取り出した。

　その端をピリッと破ると、中から、灰色の固体が出てくる。

「ウエッ。ウオェ！　……まっずい！　まずい！　まずい！　なにこれ、魔法の力もほとんど入ってないし！　ゴミじゃない！」

　ラブラは何度も不平と嗚お咽えつを漏らしながらも、吐き出すことなく汎用携行食を呑み込む。

「それでも冒瀆者が必要とする栄養素は含んでいるからな。フネの生産で余ったクズ肉からできるから、コストパフォーマンスがいい。作るにも消費するにも便利なんだ。カロリー計算もしやすいし、兵へい站たんの輸送の計画も立てやすい」

　古の時代に比べて、冒瀆者の兵器──フネの生産技術は大いに向上したのは間違いない。しかし、文化の面については、かえって衰退すらしているように思える。

　天使族と冒瀆者がお互いに潰し合って無駄にリソースを消費する中、じわりじわりとモンスターは生息域を広げ、天地の異常気象はその頻ひん度どを増す。ジリ貧になっていくリソースはそれでもなおその多くが戦争に回され、効率化につぐ効率化で、嗜好品の生産に割さかれる余剰はほとんどない。

「それにしても、よく我慢できるわね。私だったら耐えられないわ。こんなおいしいものを作れる力があるのに」

　ラブラは渋い顔をして、残ったカツの最後の一切れを口に含んだ。

「初めから知らなければ、それは『当たり前』になるんだ。今の前線に出ている兵士の多くは、物心ついた時から、この携行食以外の食事を口にしていない。『おいしい』を知らなければ、不満に思うこともないさ」

　フレドはそう言って、残った携行食を口に詰め込む。

「じゃあフレドは、なんで知ってるの？」

「俺は『師匠』から教わった。後は禁書庫に忍び込んで古いにしえの文ぶん献けんを漁あさったりとか、色々な。そのせいで俺は『普通じゃない』と言われ、多くの人間から嫌われている」

　実際フレドに向けられた悪意は、『普通じゃない』程度ではすまないのだが、あまりにも醜しゆう悪あくな軍の現実を、付き合いの短いラブラにぶつけるのはためらわれた。

「嫌な言葉よね。『普通じゃない』って。私もよく言われたわ。他にも──いえ、なんでもないわ」

　ラブラは遠い目をして、開きかけた口をつぐみ、片方しかない羽を両腕で抱え込んだ。

　彼女が何を言いかけたのかはわからないが、察することはできる。

　凪なぎのような沈黙の中で、種族も文化も言語も超えたもっと深い部分で通じ合ったような幻想を抱く。

　それは、こぼれた水が地面にしみ込んでいくような自然さで、非論理的な、でもだからこそ確信できる実感だった。

「……ともかく、普通じゃないという意味では俺は筋すじ金がね入いりだし、シズの奴もあんな感じだから、安心してくれていい。イネルスとかいう娘のことはよくわからないが」

「イネルスもそうよ。あの子がどんだけドジか知らないでしょう！　この前なんか、掃そう除じの時に私のパンツを頭ず巾きん代がわりにしちゃってね。その上、雨雲が近いっていうのに洗濯物を干しっぱなしにしてたから、着るもの全部びちょびちょで大変だったんだから！　ほんと、いつもそんな感じで大変よ！」

　なぜか張り合うように、ラブラはそう言い張る。

　言葉では腐くさしながらも、その声音にはにじみ出るような愛情が潜ひそんでいた。

「そうか。……でも、よくよく考えれば、一番『普通じゃない』のは、今回の俺たちの討伐対象だよな。天使族と冒瀆者が発情し合って出奔するなんて、少なくとも俺の知る限り、史上初だ」

　もちろん、歴史といっても、冒瀆者側に都合の悪い歴史は抹まつ消しようされているだろうし、文字の記録がない古代のことはわからないのだが、少なくともここ一○○○年の間では観測されなかった異常事態だ。

「確かに『普通じゃない』けど！　あれはダメよ！　許せないわ！」

「どうしてだ？　異種族同士が交配しようとしたからか？」

　フレドは目を細めた。

　分離主義は、冒瀆者、天使族双方にとって、この世界のスタンダードだ。

　ラブラは、時折突とつ拍ぴよう子しもない発言はするが、温室育ちなせいか、種族的な偏見は少ない方だと思っていたのだが……。もし彼女もまた、分離主義者だとすれば、両種族が共闘すべきと考えるフレドにとっては残念である。

「違うわよ！　戦争中に仲間も役目も放りだして、自分たちのことしか考えずに逃げ出したからよ！　カインはね。天使族の中でも、指折りの名家の生まれだったのよ。モンスターにも、冒瀆者相手でも、一度も負けたことがなくて、いずれ、天使族を率いていく存在になるんじゃないかって言われてた。もし、私にそんな力があったら、絶対、あんなことできない！　そんなにその女の冒瀆者が欲しかったなら、捕まえて戦争の恩おん賞しようとして正々堂々、天使族みんなに要求すればよかったのよ！」

　ラブラは語気を荒らげて叫んだ。

　それは、あるいは、ふがいない彼女自身とカインを比較してのコンプレックスから出た発言だったかもしれない。

「それを言うなら、確かにシズの姉──リエも一○○年に一人と言わるほどの英才だったが……。少なくとも俺たちの軍では、恩賞として天使族を生きたまま要求するのは無理だな。過去に天使族を奴隷として扱おうとして痛い目をみているから。天使族もそうだろう？」

　かつて、天使族は家畜として冒瀆者を飼っていた結果、反乱を起こされて地上を失った。

　その後、天使族を兵器として管理しようとした冒瀆者は、「品種改良」によって生まれた優秀な天使族に、滅びの一歩手前まで追い詰められた。

　故に両者は不俱戴天の敵なのである。

「そりゃそうだけど……。ああもう！　それにしても、わかんないわね。そんなに見み境さかいなくなるほどすごいものなのかしら『恋』って」

　ラブラが発したその短い単語の意味を、フレドは理解できない。

「『恋』とは？」

「え？　あんた知らないの？　天使族の間では、重大な禁忌タブーの一つなんだけど、ええっと、好きになる、とかそんな感じの意味なんだけど」

　自信なさげに、ラブラが呟く。

「発情、性的な興味、劣れつ情じようなどとは別の感情か？」

「そういうんじゃなくて、天使族の間では、『麦に似た毒麦があるように、愛に似た恋がある。毒麦は早く育つが、麦のようには実らない』って教えられるんだけど」

　愛は理解できる。

　特に、親愛、敬愛、友愛。

　軍の中でも、士気向上や組織管理のお題目として称しよう揚ようされている徳とく目もくだ。

　だが、『恋』とは何だ？

「悪い、なんとなくわかる気もするが、正確に理解できた気はしない。生殖関連の情報は特に管理が厳しくて、下手すれば一番俺の中で知識が不足している部分かもしれない。冒瀆者の間において、人口管理は特に重要な事項だから、情報の規制も厳しくてな」

　フレドは唇を嚙んだ。

　冒瀆者の間では、功績を残した優秀な個体のみが生殖の権利を与えられ、その数も制限されるのがその常だ。

　かつては、常時、モンスターや天使族との戦争中なのだから、人口は多ければ多いほどいいという考えもあったらしい。しかし、結局、対モンスターにおいても、対天使族においても、まともに戦力になるのは「フネ」を使える兵士だけという事実はどうしようもなかった。フネの生産には天使族の遺骸が必須である以上、その生産数には限界があり、人口を無駄に増やしても、それは食料事情を悪化させるだけだと気づくのに、さほど時間はかからなかったようだ。

「仕方ないわ。私の方も、そんなに詳しい訳じゃないの。とにかく、『恋』はしちゃいけないものなのよ。認められてるのは、あらかじめ決められた『つがい』との『愛』だけで」

　天使族の間では、弱肉強食の論理が徹底されており、より強力な個体を生み出すために、強者同士で生殖を行う風習があるという。

　つまり、かつて冒瀆者が強制していた『品種改良』を自主的に行っているのだ。そうしなければ、日々強化されていく「フネ」の技術に対抗できないのだから、当然といえば当然なのだが。

「つまるところ、この世界に留まる限り、二人の逃避行は必然的に破は綻たんするしかないということだな。残念だが」

　フレドは意味深にそう言って、ラブラの表情を窺うかがう。

「そんなことないわ。なんとかする方法はあるわよ！」

　ラブラは不ふ敵てきににやりと笑う。

「なに？　本当か？」

　フレドは目を見開いた。

　まさか、自分以外にも、この閉へい塞そく的てきな世界を打破しようという壮大なビジョンを持った存在がいたとは。

　もしかしたら、思索の末、彼女は自分と同じ結論に達したのかもしれない。

　期待を込めてラブラを見つめる。

「誰も文句言えないほどの最強の存在がいればいいのよ！　独立王アニマみたいにね。そいつが、『天使族と冒瀆者はくっついてもいい』っていえば、二人は許されるでしょ！　そういう圧倒的な力を持った天使族になるのが、私の目標なの！」

　かつて、冒瀆者の反攻作戦により、一時的に天使族が隷属状態に置かれた時、その窮きゆう状じようをたった一人で覆したのが、彼女のいう独立王アニマだ。

　つまり、ラブラの言っている理想とは、子どもがおとぎ話の竜殺しに憧あこがれるような、子どもじみた英雄願望だった。

「そうか……」

　フレドが視線を落とす。

「あっ！　なんかがっかりした顔してない？　私、何か間違ったこと言ってる？　昔、冒瀆者が天使族に逆らったのは、天使族に非常食として食べられるのが嫌だったからよね？　で、最強だった独立王アニマは、自分を虐しいたげていた冒瀆者への憎しみから戦争に走ったけど、その力をモンスターの討伐に向けていれば、もっと世界は安全になってたし、たくさんの食料が手に入っていたはずじゃない。私はそういう力の使い方をしたいの。モンスターをたくさん倒して、頑張れば、天使族も、冒瀆者も、みんなに行き渡るほど食料を集めることができるんだって証明する！　そしたら、きっと戦争もきっとなくなるでしょう」

「なるほど……」

　フレドは一応頷いてみせたが、全く納得してはいなかった。

　両種族が抱える怨恨は、ラブラの言うほど単純ではない。そもそも、両陣営がラブラの言うように「食料さえ足りれば仲良くできる」なら、今すぐモンスターに対して共同戦線を張ればいいのだ。それができないのにはそれ相応の理由がある。

　しかし、実現性はともかく、不毛な戦争を回避しようという目標には同意できた。

　一見、どんなに馬鹿げたアイデアであろうとも、端はなから検討もしないで一いつ笑しように付ふすのは、フレドの嫌う『当たり前』を愛する人々のやることだ。

　突っ込みどころはあまりにも多すぎるから、ネチネチそれを一つ一つあげつらうことはしない。こういう場合は、もっとも楽観的なケースを考えよう。

「……仮にラブラの言う計画が全て上手くいったとしよう。もし、お前の理想通りの世界が実現すると、戦争で死人が出ないから、人口が増えるぞ。そしたら、いずれ限界がくる。この世界が養える人口の上限に達した時、どう対応するつもりだ？」

「うっ……そ、それは、その時考えればいいでしょ！　そんなに言うなら、あんたも何かアイデアを出しなさいよ。世界を良くする何かを！」

　ラブラは不機嫌そうに、羽をピンと逆立てて要求してくる。

「そうだな。俺は──」

　そこで言いよどむ。

　よく考えたら、フレド自身もラブラのことを笑えない。

　というより、フレドの抱いている夢は、彼女のアイデアよりもさらに馬鹿げていて、実現可能性が低く、困難で、危険な道だ。

　だが、決して可能性はゼロではない。

　そして、実現した時に得られる希望は、彼女の抱く理想よりもさらに素晴らしいことは断言できる。

　ここで言ってしまおうか。

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎて誰にも話せなかったが、もしかしたら、ラブラなら理解してくれるかもしれない。

　そんな逡しゆん巡じゆんを繰り返すフレドの思考を、胸元から放たれた光が中断する。

　ポケットから取り出したアミ──さきほどまでは半透明だったカードが、今は黄色へと変わっていた。

　それが示すところは、『要警戒』。

「なにっ？」

「レーダーに反応があったようだ」

「なに？　モンスター？」

「いや、この色は、知的生体の接近反応だ。点の大きさと、移動速度からみて、冒瀆者だな。一人だ。──『モグラ』か？」

　モンスターか、天使族が接近した場合は、『危険』として赤色に発光する設定にしてある。黄色の反応になるのは、脅威にならない程度の小動物か、フレドたちの同族──すなわち、冒瀆者のどちらかである。

「そう。なら、大丈夫ってことなの？」

「いや。同じ冒瀆者だからといって、安全だとはいえない。念のため、二人を起こしてきてくれ」

　フレドはそう言って、ニードルガンを構え、予測出現地点に銃口を向けた。

　フレドたちの敵は身内にもたくさんいる。

　軍関係者はもちろん、盗賊や、中には冒瀆者になりすましたモンスターという可能性も捨てきれず、油断はできない。

「わかった！」

　ラブラが、シズとイネルスの休むテントへと駆けて行く。

「ふふふ。ほら、やっぱりな！　軍の奴らがボクらを放っておくはずがないんだ！　ボクたちに暗殺者を送り込んできたに違いない！」

「だ、大丈夫ですか？　お嬢様」

　妙にハイテンションのシズと、不安げなイネルスがテントから飛び出してくる。

　ガサガサガサガサ！

　それとほぼ時を同じくして、灌かん木ぼくをかき分けて姿を現す機影。

　フレドたちのフネの三分の一程度の大きさのそれは、予想通り『モグラ』と呼ばれる農作業用の小型機構だった。短く太い脚部と、鍬くわとスコップのパーツが装着された腕部。ボディは存在せず、その腕部と脚部をつなぐ配線だけで、搭とう乗じよう者しやの姿はほぼ剝き出しになっている。乗っているのは、土ぼこりにまみれた顔をした、中年の男だった。

「止まれ！　第三編隊、少しよう尉いのフレドである！」

　フレドはその人物に銃口を向けつつ、左胸ポケットに縫い付けられた階かい級きゆう章しようを強調する。

「えっ、軍用のフネでねえか？　ヒッ。何でこんな所に天使族が！　食べられる！」

　男はキョロキョロと左見右見とみこうみしてから、怯えたように、モグラの両腕をクロスさせて縮こまる。

「食べないわよ。今はわりとお腹いっぱいだし」

　ラブラが心外そうに呟いた。

「落ち着け。この二人は作戦の協力者で、害はない。それより状況を説明してくれ」

「は、はい！　村が、オラたちの村が、キメラに襲われましたぁ！　オラは、近くの町まで救援を呼びにいこうとして──そ、そうだ。あんた方は軍人さんだべや!?　助けてくれろ！」

　男はモグラの両腕を下ろし、なまりの強い口調ですがるように叫ぶ。

「……キメラか。クラスと数は？」

「く、クラスはわがんねえ。か、数は、たぶん、一体ではないと思うだあ。複数の方向から火の手があがりよったからに。オラは、とにかく無事なモグラさ飛び乗って、ここまで駆けてきたんだあ。たのみます。嫁と娘も今頃、森ん中さ逃げてると思うけんども、いつキメラに追いつかれるかわがんねえ！」

　男は涙ながらにそう訴えた。

「状況は理解した。村を一つ滅ぼせるレベルとなると、最低でも集雷ボルト級以上か。しかもそれが複数体いるとなると……まずいな。ともかく、敵の戦力が曖あい昧まいすぎるから、まずは情報収集から始めよう。複数体いるなら、各個撃破するための作戦も考えないと」

　モンスターは、その脅威度によって、激雨スプラツシユ、集雷ボルト、爆石メテオ、地震クエイク、破滅デイザスターの五等級に分類される。

　先ほど倒したファイアバードのように、激雨級ならば、軍用のフネ一体でも対応可能なレベルだが、それ以上となると、単独での戦闘は難しいとされている。

　仮に敵が集雷級のキメラ一体でも、五体以上のフネで戦うのがセオリーなのだ。

「そんな悠長なこと言ってる暇あるの!?　あんたたち冒瀆者の仲間が今にも殺されようとしているのよ！」

「簡単に言うがな。キメラは厄介なモンスターなんだぞ。何でも食らい、全てを自らに取り込んで、際限なく巨大化していく。いわば、お前たち天使族の魔法と、ボクたちのフネの機構、両方のシステムを使えるようなものだ。モンスターの特性だって、個体によって全然違う。火を使うのか、氷か、土か、属性だって見極めて、それに合わせて兵装を換装しなくちゃいけないんだ」

　シズが呆れたように肩をすくめる。

　彼女の言う通りだ。

　キメラは、個体によって能力の差が大きい。

　事前情報なしに突っ込むのは、あまりにもリスクが高すぎる。

「……冒瀆者は仲間を見捨てないんじゃなかったの」

　ラブラが、下からねめつけるような視線をフレドに送ってくる。

「ああ。そうだ。戦争の最前線では、天使族と違って、俺たちは群れで戦うしかないからな。誰かが逃げ出して戦列を崩したり、いざという時に助けてくれないかもしれないなんて心配したりしている状態じゃ、全力で戦えない。でも、まだ、ここは戦場じゃないだろう」

「つまり、こいつらは兵士じゃないから、見捨てても構わない。そういうこと？」

「いや、そうは言ってない。彼らのような農村部が、兵站を支えてくれている。だが、そうだからといって、俺たちが自分の命を粗末にしていい理由にはならない。闇雲に突っ込んで、共倒れになっては意味がないと思わないか？」

　フレドは諭さとすような口調で続けた。

「私には、あれこれ理屈をつけて逃げようとしているようにしか思えないわ。この場で一番力を持っているのは私たちでしょ！　だったら、守るために戦うべきよ！」

「はあ……。もういい加減にしろ。フレド。はっきり言ってやれ。ボクたちとこの男では『命の価値』が違うってな」

　シズが冷めた口調で、震える男の方へ顎でしゃくる。

「っ！　あんた！　本気で言ってるの!?」

　ラブラがシズの胸倉を摑む。

　片腕にも関わらず、見た目から想像もできないような怪力で、シズの足が宙に浮いた。

　髪を逆立たせ、目は血走り、灼熱の赤いオーラがうなじの辺りからほとばしった。

「ああ。本気だ。フネのパイロットの養成に、どれだけのコストがかかっていると思っているんだ。ボクたちが死ねば、その費用が全部無駄になるんだぞ！」

　それでも、シズは動ずることなく、ラブラを睨み返す。

「それじゃあ、同じじゃない！」

「同じ？」

　フレドは、主語のないその言葉の意味を問う。

「──もういい！　あんたらがそんなに臆おく病びようなんだったら、私たちだけでキメラと戦うわ！　イネルス！　飛んで！　あんたは、村まで案内しなさい！」

　しかし、ラブラは答えることなく、シズを突き飛ばして一方的に話を打ち切る。

「は、はい！」

　イネルスが、ラブラを抱えて空へと飛びあがった。

「ありがとうごぜえます。ありがとうごぜえます」

　男が拝むように鍬とスコップをカチャカチャさせながらその後に続く。

「待て。ここで、俺たちが戦力を分散させていいことなんて一つもないぞ！　考え直せ！　話し合おう！」

「いやよ！　口ばっかりの奴なんて信用できないわ」

　ラブラが耳を塞いで首を横に振る。

「名めい目もく上じようだが、今回の任務における上官は俺だ。命令権もある。逆らうなら、麻酔弾で強制的に鎮圧するぞ！」

　ニードルガンの弾を実弾から麻酔弾に切り替える。

　脅すようなことはしたくはないが、それでも天使族の二人を失えば今回の任務はここで終わりだ。

　多少強引にでも引き留めることに躊ちゆう躇ちよはしない。

「知らないわ！　撃ちたきゃ撃ちなさい！」

「そうか。俺を口だけの男だと思うなよ」

　パンパン。

　ラブラとイネルス、それぞれに向けて、立て続けに二発の弾丸を発射する。

「お嬢様を傷つけさせはしません！　アイスウォール！」

　咄とつ嗟さにこちらを振り向いたイネルスが、空中に氷壁を造り出す。

　弾丸は氷壁と相そう殺さいされ、完全に無効化された。

「──逃げられたな」

　シズが乱れた服を直しながら、無表情で呟く。

「ああ」

　フレドも無感情な声で答えた。

「……どうする？」

「俺は、ちゃんと軍規通りの対応をした、よな？」

「ああ。そうだな。万が一、あの農民の男がボクたちの行動を『耳』に正確に報告したとしても、瑕か疵しを見つけることは難しいだろうな」

　シズが頷く。

　フレドたちの敵は多い。

　第三者の目がある所では、完璧に軍人としてふるまわなくてはいけない。

　たとえ、心の中では、ラブラたちの意見に同意していたとしても。

「だろうな」

「……行くのか？」

「ああ。だって、聞いたことあるか？　俺たち冒瀆者のために本気で怒ってくれる天使族なんて」

「ないな──もっとも、天使族を命がけで助けに行く冒瀆者も聞いたことはないが」

「それは今更だろ。……動力源を遺骸に換装する。武装は、キメラの属性が分からない以上、全属性に効く、ブレードでいく。攻撃士がいないから、自動操縦で使うしかないな。しかも、あれは射程範囲が極小だから、接近戦になる。なるべく軽量化して速度を上げるために、他の兵装は全てここに置いていく」

「レーダーもか？」

「ああ。外す。観測手のお前がいるんだ。元々、レーダーなんておまけみたいなものだろう。いや、違うな。レーダーはキメラの急な襲撃で『壊れた』」

　フレドはそう言って、レーダーの子機にしていたカードを二つに割った。

　もっとも、このカードには自己修復機能があるので、あとでつなげれば、数秒で直るのだが。

「壊れたのか。それは困った。いよいよボクの責任は重大だな。でも、誰にでも誤りというものはあるからな。本来、危険な村を迂回して、目標の中立都市に向かおうとしたのに、『迷って』、飛んで火に入る阿あ呆ほの虫になってしまうこともあるかもしれない。ああ、本当になんて不幸な相棒を持ったんだろう。ボクというやつは。天使族との戦いを拒否して左さ遷せんされ、冷や飯食いのモンスター討伐部署に配属されたと思ったら、そこでも研究のためと、勝手なモンスターばっかり狩ってみんなから嫌われて、今度はわがままなお姫様のお守もりをするために、ポンコツ機とキメラ退治。ほんと、フレドと組んでから、ボクには何一ついいことが起こらない。不幸だ。不幸だよ。えーんえんえん。えーんえんえん」

　シズはそう言って、目じりを手の甲で拭い、大げさな泣き真似をする。

「悪かったな。お前を世界で唯ゆい一いつ活かすことのできる相棒に出会った代だい償しようだと思って、諦めてくれ」

　フレドはシズの愚ぐ痴ちに、不敵な笑みで答えつつ、フネへと足を向けた。





　　　　＊






「オラたちの村はこの先に──もうしわげねえ。怖くて、オラはこれ以上はとでもとでも……」

　不格好なフネを繰る男がそう言って拝み伏した。

「わかった。もう敵は見つけられたから、あんたはどこかに隠れてなさい」

　ラブラはイネルスに抱きかかえられた格好のまま、空から、道案内の役目を果たした男にそう告げる。

　ここまでくれば、案内されなくても敵の気配くらいは察知できていた。

　噴ふん煙えんをあげる前方の村には冒瀆者も含め、あらゆる生命の反応を感じない。

　すでに、荒らされた後ということだろう。

　代わりに、今は三方向から、強力な敵の気配を感じる。

　おそらく、敵は村から散り散りに逃げ出した冒瀆者たちを狩りに向かっているのだろう。

「お嬢様ぁー！　敵は三匹もいますよぉー。危なすぎますぅー。今からでも遅くありませんからー、逃げましょうー」

「それは後よ。まずは、あいつらを挑発して、私たちにひきつけて、冒瀆者が逃げる時間を稼ぐ。それから、追ってきた奴らを、森にまぎれて撒くの。そうすれば、私たちを見失った奴らは勝手に同士討ちを始めるはずだわ」

　モンスターは本能的に、モンスター以外の生命──ラブラや冒瀆者などを優先して捕食するが、決して共食いしない訳ではない。

　フレドたちはモンスターの生態について偉そうにあれこれほざいてくれたが、天使族にもまた、モンスターと戦ってきた歴史はある。前線に出られなかったラブラは、実技を磨く機会を与えられなかった分、勉強だけはしっかりとしてきたつもりだ。天使族は、冒瀆者のような文字文化はもたない。だから、ひたすら誰かに口頭で教えてもらうしかない。自分を表に出したがらない親族の目を盗んでは、宴会の席に顔を出し、『カタハネ』と嘲あざけられても頭を下げて教えを乞うた。

　決して愉ゆ快かいな経験ではなかったが、おかげで今こうして役に立っている。

　フレドたちがキメラと呼ぶモンスターは、天使族では『貪どん沼しよう』と呼称される存在である。それは定まった形を持たず、より強く、より大きくなろうとひたすら自身を強化するのに役立つ獲物を捕食し、無限に肥大を続けるのだ。

　知能の高い種ならば、同士討ちを回避して組織的に行動するケースもあるが、キメラはそうではなく、欲望に忠実なタイプのモンスターであると聞いている。

　であるならば、十分に勝算はあるはずだった。

「でもー、私たちのスピードで逃げ切れますかぁー？　そもそも、どうして冒瀆者なんかのために、そこまでしてやる必要があるんですかぁー」

「冒瀆者のためじゃないわ。私は、私の力を試してみたいだけよ……」

　そううそぶいてみたが、本当は気付いていた。

　自分は、切り捨てられようとしていた村人たちと、自身を重ね合わせているにすぎないのだと。

　本来なら、ラブラも切り捨てられる側の存在だったから。

　そもそも、カタハネという存在は、天使族の中において、一定の確率で誕生するものだ。その割合は、十人に一人とも言われ、一説によれば、より強力な種を得るため、『血を濃くした』代償とされているが、詳しいことは分からない。

　そんな、珍しいが、ある意味で想定の範囲内のエラーであるカタハネが、成人することは極めて稀である。弱肉強食の天使族においては、片方の羽がなく、空も飛べない存在は生まれながらの悪であり、多くの家は、カタハネが生まれた瞬間に一族の恥として、『なかったこと』にしてしまう。そうでなくても、空を飛べず、自分で餌えさを取れないカタハネは、自立を求められる少年期に、飢うえて自し然ぜん淘とう汰たされるのが常だ。

　そんな中、ラブラが生存を許されていたのは、ひとえに天使族の中でも指折りの名家の血筋だからということにつきる。

　天使族は冒瀆者よりも圧倒的に繁殖力が弱い。特にラブラの家は数が少なく、たとえ欠けつ陥かん品ひんであろうとも、良種の血筋を捨てるのは惜おしいからと、きまぐれに生存を許された。

　すなわち、ラブラという存在の天使族の中における価値は、次代の強種を生む器となることであって、それ以上ではない。

　ラブラ自身の力も、心も、努力も、渇かつ望ぼうも、彼らには等しく無意味だ。

（冒瀆者の世界は違うと思っていたのに、結局、どこも同じなのね）

　天使族は口癖のように言う。

　冒瀆者とは、弱いが故に、群れることしかできない卑ひ怯きよう者ものだと。

　皆がいつも軽けい蔑べつと共に口にするその言葉に頷うなづきながらも、ラブラはひそかに憧れを抱いていた。

　もし、強い者も弱い者も等しくその存在に価値が認められる社会があったなら、どんなに素す晴ばらしいだろうかと。

　でも、現実はそうでなかった。

　考えてみれれば当たり前の話である。

　天使族が身を削り、血で至高に練り上げた魔法に、生なま半はん可かな集団で立ち向かえるはずがない。

　力にしか興味のない天使族と、効率にしか興味のない冒瀆者。どちらも同じくらいに残酷だからこそ、両陣営の勢力は拮きつ抗こうしているのだ。

（あいつが悪いのよ。あいつが、私に変な夢をみせるから）

　自分が勝手な幻想を抱いていたのが悪いのだとわかってはいたが、八つ当たりをせずにはいられない。

　お世せ辞じにも、あいつとの出会いはかっこいいとはいえないものだった。

　天使族を名乗っていながら、無ぶ様ざまに地上に墜つい落らくしそうになった瞬間のことを考えると、今でも顔から火が吹き出しそうになる。

　もっと、蔑さげすまれると思っていた。

　身内ですら疎うとむこのカタハネを。

　だけど、あの男は、気を遣うでもなく、蔑むでもなく、事実を事実として、あるがままに受け入れてくれた。

　それは、ひょっとしたら、理屈っぽく現実を観察する冒瀆者としては当たり前の行動だったのかもしれないが、それでもラブラは嬉しかったのだ。

「お嬢様？　──大丈夫ですか？」

　沈黙し俯くラブラの横顔を、イネルスが不安げ見つめてくる。

「ええ。どういう順番でさばこうか考えていただけ。右回りで行くわよ！」

　敵は三角形の形に分散している。

　感じる魔法の属性は、左から順に、火、水、風だ。

　この中で、一番挑発するのを先延ばしにしたいのは火タイプである。

　下手に刺激して大規模な爆炎魔法でも使われて、森全体が大火事になれば、火と煙に巻かれて犠ぎ牲せい者しやが増えることが予測できるからだ。

　となると、右から、風、水、火の順で注意を引くのがいいだろう。

「いました。風の『貪沼』です」

　イネルスが囁ささやく。

　それは、さながら稲いな妻づまを纏った巨大な雲のようであった。

　その表面、三六○度全てを埋め尽くす獅し子しの顔、かつては尾であったであろう蛇が髭ひげのように張り付いて、あたかも人を嘲ちよう弄ろうする猫のような表情を作り出している。大きさは、フレドたちが乗っていたフネの一○倍はあるだろうか。やはり、かなり力を食らった個体のようだ。

　それは、周囲の木々から風の力を吸い取り、青葉を枯かれ葉はに変えながら、冒瀆者の背を目指して驀ばく進しんを続けていた。

　瞬間ごとに、命が散っていく。

「不縛なる風は眠れる水を運び、猛たけき火を鎮しずめ、傲ごう慢まんなる火は風を糧かてに空を欲す。されど忘るることなかれ、何物にも侵されず、何物も侵さぬ沈黙の土」

　復習するように暗唱する。

　魔法にはそれぞれ相あい性しようがあり、今回の敵の場合、有効なのは火の魔法となる。

　魔法とは、色エイドスと質料ヒユレーの積。

　モンスターから摂取した魔法の構成元素たる色をたき火とするならば、天使族が生まれながらに有する質料はたき木と同じだ。

　どちらか一方では成り立たず、どんなに片方が強くとも、もう片方が弱ければ、弱い方に引っ張られてしまう。

　故に、質料の大きい貴種は尊重されるのであるが──

「くうっ。やっぱりきついわね」

　ラブラは唇を嚙みしめ、肉をえぐるごとき激痛に右胸を両手で押さえる。

　天使族にとっての羽は飛行手段である同時に、魔力増幅の役目も担っている。

　左の羽しかないラブラでも、脳は容赦なく両の翼で魔法を練るように指令を下す。

　不完全に生成された右の魔法は、本来羽のあるべき肩甲骨の付け根で滞たい留りゆうし、暴走し、やがて行き場をなくして、全身に環流する。

　その多くは、排はい泄せつ時じに外部に放流されるが、一部は血に、内臓に、骨に固着するという。

　いわば、それはやがてこの身を食らう病。

　ラブラは魔法を使う度たび、『お前は欠陥品だ』と罵られているようでいたたまれなかった。

　日常生活で使う程度の弱い魔法なら、ちょっとした不快感くらいで済むのだが、それでも、周りの目を盗んでちょっとした魔法の練習をする度に、澱おりは徐々に身体に蓄積していった。

　まだ外に悟さとられるほどの症状ではないが、すでに右の足と手の感覚が鈍くなっているのだ。

　ラブラが、まともなモンスターを食料として与えられなかった原因もここにある。

　もし、この余計な症状がなければ、最前線とは言わずとも、ラブラとて、強大な質料を持つ名家の一員として、固定砲台程度の役目は与えられたに違いない。

「ファイアランス！」

　先ほど食した大鳥から得た火矢の魔法を、にやにや顔の塊に放つ。

　本来右に羽が存在したならば行こう使しできたはずの、数分の一程度の威力。

　それでも、元の質料が大きいだけに、並ではない。

　ズグゥーン、と、腹に響くような重低音。

　かつて、全ての悪の源パンドラを解き放ったという、楽園に大穴を穿うがった巨人の鉄てつ槌ついがごとき一撃が、塊かたまりを直撃する。

　ラブラの魔法は、敵の三分の一を吹き飛ばすが、またすぐに形状を取り戻した。

　わかってる。

　この程度で倒せるとははじめから思ってはいない。

「くるわよ！　森に潜って！」

「はい！」

　急降下する。

　瞬間、ビビビビビビと、雷光が周囲に轟とどろいた。

　背中を向けるラブラたちに、枝のような側雷が木々の幹みきを破は砕さいしながら迫ってくる。

　どうやら、敵を引き寄せることには成功したらしい。

　そうでなくては困る。

　ここに、冒瀆者を一○○○人束ねても敵かなわないほどのおいしい餌があるのだから。

「次は水よ！　私たちが魔法を使わなくても、敵が勝手にやってくれそうね！」

「はいいいいいいいいいい！」

　イネルスが、返事なのか悲鳴なのかわからない叫び声を挙げる。

　仕方ない。

　一応、ラブラも風魔法で援護はしているが、イネルスは二人分の重量を負担しなければならないのだから。

　やがて、二体目が見えてくる。

　水の貪沼は、一見、巨大なスライムにも見えた。

　凝固した血液のような、半球状の濁った赤紫。

　その中に、隠し切れない醜しゆう悪あくを包んでいる。

（天使族の骨に、冒瀆者のフネの残骸？　なんでもありね！）

　道化が繰り出す手品のように、身体の至る所から銃口が飛び出して、無秩序に弾丸をひり出している。

「一瞬上に出るわよ！」

「うわあああああん！」

　森の上に顔を出す。

　再びこちらに狙いをつけた雷撃を誘導するように、水の貪沼に突っ込んだ。

「ウィンドシールド！」

　水の貪沼から狙いなくばらまかれる弾は、風の魔法で軌道を変えてやれば、そうそう当たることなどない。

「左へ！」

「ふええええええええ！」

　再び森に突っ込む。

　雷撃はより電流を通しやすい水の『貪沼』に直撃した。

　水の貪沼の弾幕が、こちらに集中する。

　早めに同士討ちを始めてくれれば──と思うが、そんなに甘くはないようだ。

　視覚のない水の貪沼は、より鋭えい敏びんにラブラたちの力を感じ取り、ヌメヌメした触手を伸ばしてくる。

　最後の一体は分かりやすい。

　焦げた臭いとどす黒い噴ふん煙えんが、常に奴自身の居場所を示している。

「見えた！」

「きゃあ！」

　黒い炎に包まれた巨人──最後の一体の姿を認識するのと、身体が浮ふ遊ゆう感かんに包まれるのは、ほぼ同時だった。

　敵の攻撃をしのぐことに気を取られ、対応が遅れる。

　そのまま、何本もの枝を下敷きに地面に叩きつけられる。

「ゴホッ。ゴホッ。イネルス！　大丈夫!?」

　衝撃に咳き込む。

　何本か足と背中に枝が刺さった痛みはあるが、骨は折れていない。

　天使族は、脆もろい冒瀆者とは違い、この程度のダメージならばすぐに回復する。

　ラブラは上を見上げる。

　巻き上げる黒煙に阻はばまれて、イネルスの姿はおぼろげにしか見えない。

「ご、ごめんなさい！　敵の弾が腕をかすめて──でも、大した傷じゃないです！　今、そちらに行きます！」

「逃げなさい！　ここまできたら、私だけで大丈夫！」

　狼ろう狽ばいした声で叫ぶイネルスに、そう返答する。

　それは半分噓で、半分本当だ。

（イネルスがいた方が成功率は上がるのだけれど、私のわがままには巻き込めないもの）

「でも、お嬢様を置いて従者の私が逃げる訳には──」

「時間がないわ！　これは私からの命令よ！」

　咎とがめるような強い口調で叫ぶ。

「わ、わかりました！」

　やがて、イネルスの気配が遠ざかっていく。

　グ、グ、グ、オ。

　きしむ鉄骨のような鳴き声を上げて、炎の巨人がこちらを向く。

　黒煙に包まれた全身の中で、その巨大な単眼だけが、ギョロギョロと光っていた。

　突如乱入してきた雷撃と弾丸に混乱していた火の貪沼も、ようやく、今、優先的に狙うべき仇敵ラブラを認識したらしい。

　地獄さえも焼き尽くすほどの極炎が肥大していく。

「来なさいよ！　化け物。私はね、こう見えて、しぶといわよ？　──ソイルウォール」

　身体に密着するように、土の鎧よろいをまとう。

　これはあくまで下準備。

　本番は、今、全力で練り上げている、この水魔法だ。

　といっても、魔法の元となる色は、ただのそこら辺に生息しているスライム。

　数はたくさん食べたとはいえ、酸性の粘ねん液えきを吐き出すだけの存在を取り込んだところで、大した魔法は使えない。

（ああ！　もう！　気持ち悪い！　右脚の感覚もなくなってきたし！）

　意地でも吐き気はこらえる。

　あんなにおいしいものを食べたのは、生まれて初めてだったのだ。吐いたら、思い出まで一緒になかったことになってしまう気がする。

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　灼熱の奔流が眼前に迫る。

「ウォーターボール！」

　それは、ただの水の塊。

　天使族ならば、子どもが魔法の練習という名のお遊ゆう戯ぎで披ひ露ろうするような、およそ戦闘向きとは言いい難がたい魔法。

　しかし、これだけの規模で現出させられる子どもは、そうはいない。

　炎と水。

　相あい反はんする二つのエネルギーが激突する。

　隙間なく耳に土を詰め込んでいても伝わるほどの爆音。

　身体が宙を舞う。

（フレドの道具を壊しちゃったのは悪かったけど、失敗もしておくものね）

　爆風で破壊された土の鎧がボロボロと零れ落ちる。

　浮遊が自由落下に至るまでの数瞬、ラブラは自分の力で舞う悦よろこびを堪能しながら、視線を前方に移した。

　キメラは視線のはるか向こう。

　三つの巨体が重なり合うのが見えた。

（これで大丈夫）

　いまのラブラは、相当量の魔法を使ったせいで消しよう耗もうし、外に漏れ出る力も少なくなっている。

　質料が回復するまでは、敵に感知もされにくいはずだ。

　──そう安あん堵どした刹せつ那な、羽がぞわりと立つような悪お寒かん。

「エア！」

　思考に先んじる本能で、ラブラは残った力を振り絞って魔法を放つ。

　放たれた突風は、わずか一拍の間、ラブラの身体を空中に押し上げた。

　たちまち足下を通過したのは、弾丸──いや、違う。

　それは弾丸というには太すぎる、炎と雷の濁だく流りゆう。

　まるで果物の薄皮を剝むくようにたやすく、一直線に地面ごと森を抉えぐり取とる。

　羽をはばたかせて勢いを殺しながら、地面に転がって着地。

　ようやく上体を上げたラブラの視界が絶望に染まる。

（…………噓……でしょ？）

　共食いするはずだった三体の貪沼は、しかしその予測とは真逆の様よう相そうを呈ていしていた。

　それはさながら、紫雲に乗った邪神である。

　風の貪沼は、火の巨人の鎮ちん座ざする玉座となり、本来属性的に相容れないはずの水の貪沼が、その鎧となって全身を覆っている。

　あまりにも卑ひ小しようすぎるラブラを探しあぐねたような緩慢な動きで、巨人の瞳がラブラを捉えた。

　ウボボボボボボボボボボボ。

　巨人は興奮したゴリラのように胸を叩く。水の鎧は中心でぱっくりと割れ、地獄の門のように開いた。その中心に、雷撃を纏った粘液と炎が入り混じり、再び必死の光線が練り上げられていく。

（ここで終わりなの？　まだ、死にたくない。死ぬわけにはいかない。まだ何も残してない！　まだ、誰にも私を認めさせてないのに！　私が私の何たるかも知らないままで！）

　すでに、質料も色も尽き果て、魔法は使えない。

　右脚の感覚は鈍く、左足は震えている。

　それでもなお、ラブラは枝を杖の代わりにして立ち上がる。

（助けを求めたりはしない。私は天使族だもの）

　強者と戦って死ぬならば、それは摂せつ理りであって恥はじではない。

（でも──）

　脳裏に生意気なあの男の顔がこびりついて離れない。

　まだ出会ってから大した時も経っていないというのに、こんなに危ない場面で思い出すのがなぜあいつなのか。

　その理由を考えている余裕は、今のラブラにはなかった。
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「そろそろ見えたか？」

　フレドが呟く。

　今のフレドの目は、見ながら見えていない。

　フネの操作に神経を集中するため、観測の全てを相棒に委ゆだねていた。

　それはまるで全身でいくつもの楽がつ器きを演奏しているような、繊細で緻ち密みつな作業。コンマ一秒でも反応が遅れれば、オーケストラは調和を乱し、不ふ協きよう和わ音おんを奏かなでだす。

　それが、自動制御の補助なしに、手動でこのクセのある機体を動かすということだ。

　もっとも、手動にはより素早く、正確に操縦士の意い図とを再現できるという利点もあるのだが、そんな些さ細さいなメリットよりも、集中力を常時維持することの困難さが上回るので、ほとんどの操縦士は常に自動制御に頼り、手動操作ができない者の方が多い。

　そもそも、フレドが今、手動で動かしているのも、必要に迫られた結果であって、本意ではないのだ。

　というのも、今動力源としている天使族の遺骸は、あくまでラブラたちと合流するまでのつなぎとして用意したものだ。そもそも、嫌われ者のフレドたちにまともな遺骸が回ってくるはずもなく、出力を限界まで上げた状態のブレードを維持するには、余計なエネルギーを消耗しないため、他の全ての機能をオフにして手動にするしかなかったのである。

「ああ。集雷ボルト級のキメラが三体だな。タイプは、『風、主武装　廃棄動力源ウエストイアン』、『水、主武装　廃棄兵器スクラツプマシナリー』、『火、主武装　潤滑油ルブリカント』

　シズは一いち瞥べつで敵の正体を看かん破ぱする。

「あいつらは？」

「無事だが……。チッ。ああ、不幸だ！　あいつら、キメラを誘導して同士討ちさせようとしている」

　シズが舌打ち一つ呟く。

「何か問題が？　戦力を考えれば妥当な作戦だろう」

　フレドは、むしろラブラの思考の柔軟さに感心した。

　天使族は基本的に自分の力に自信を持っており、正面決戦を好むタイプが多いのに。

「いや。今回は、『オルトロス』だよ。残念なことに。ああ、最悪だ。やってられない」

「……三体の戦力の拮抗したキメラが、偶然、この辺境の寒村に同時刻に出現したと？　ありえるか？」

　モンスターも生命であるからには、個々に自己保存欲求を有しており、強きが弱きを食らうという、自然動物と同じ原理に基づいて行動している。

　しかし、なにごとにも例外というものはつきもの。

　いかにキメラがモンスターの中では知能が低い方とはいえ、動物よりは賢いからモンスターと呼ばれるのである。

　二体のキメラが出会い、このまま潰し合えば、どちらも助からないとお互いが判断した時、キメラは『合体』する。

　その事象を、フレドたちは『オルトロス』と呼んでいた。

　そんなことは、一○○回キメラ討伐に向かっても一回あるかないのレアケースである。ましてやそれが三体となれば、天文学的な確率になるのだが、その脅きよう威いが今眼前に現出しようとしているのは間違いないようだ。

「ないに決まってるだろう。誰かがキメラを『育てた』のは間違いないだろうな。そもそも、あいつら肥大しすぎだろう。戦後は色んな兵器の残骸が出るから、キメラが成長しやすい環境にあるのは確かとはいえ、激戦地でもない辺境で、あんなにでかいキメラが三体も生まれるのは不自然だ。主武装から見て、軍部の連中の仕し業わざじゃないか？」

　シズが毒々しく吐き捨てた。

「あり得るが、休戦したばかりで戦力にゆとりがない状況で、キメラを管理飼育する余裕は軍部にはなさそうだが……」

「さあな。案外、天使族が協力してるという線もあり得るんじゃないか。奴らは、より強大な力を得るために、モンスターを『飼う』ことがあるというし」

「ラブラたちも含め、俺らを消したい双方の勢力が共謀したと？　確かに今すぐにでも戦争を再開したい馬鹿はたくさんいるな……。しかし、ここまでタイミングを合わせてくるとなると、俺たちの位置情報を漏らしている内通者の存在も想定しておく必要まで出てくるぞ」

「とにかく、用心することだ。最高がその想像を上回ることはないが、最悪は常にその想定を超えてくる。……そろそろだな──いくぞ」

「了解。敵、爆石メテオ級キメラ。作戦目標、『蛇』の破壊」

　シズが話を打ち切り、フレドは目の前の敵に注意を向けた。

　キメラの原体は、獅子の頭と、山や羊ぎの胴体、そして蛇の尻尾を持つ四足獣である。

　一見、獅子の頭が急所に思われがちだが、実はあれは視覚を司る感覚器官にすぎず、真の司令塔はその尻尾だ。

　どんなに肥大化しようと、脳さえ潰せば、生物は殺せる。
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　迫る脅威を前に、ラブラは闇雲に右へと跳んだ。

　空を飛べない自分が回避行動をとったところで、あのでたらめな光線の効果範囲から逃れられないことはわかっていた。

　それでも、何もせずに敗れるのは嫌だったのだ。

　瞳を閉じる。

　……。

　……。

　……。

　必然的に来るべき死。

　ところが、その瞬間はいつまでもやってこない。

『どうやら、死んではいないようだな』

　くぐもった声が、耳じ朶だに響く。

　自分がフネの腕と脚の隙間に抱き留められているのだと理解するまでに、数瞬を要した。

　敵の一撃は、フネのすぐ真横をかすめていったようだ。

「あんたたち──なんで！」

『説明している余裕はない。とにかく遠くまで蹴り上げるが、大丈夫か？』

　労いたわるような声音に、身体の芯が熱くなる。

　いや、今はそんなことを気にしている場合じゃない。

「イネルスを呼べば多分。まだ近くにいるはずだから──って、そうじゃないわよ。あんたたち、そんな弱い質料しかないフネで、あの化け物を倒すつもり!?」

　フネから感じる力は、ごく微弱なものだった。

　死んだ天使族の遺骸は多くの力を失うとはいえ、おそらくそもそもの元になった個体自体が貧弱だったのだ。

　老いた老婆か、それとも、年とし端はもいかない子どもか、ともかく天使族ならばまともな戦力として数えられないような存在である。

『俺たちはいつだって弱いさ。だからこそ、強すぎる奴には負けない』

　フネの機体を通じて伝わる矛む盾じゆんに満ちた言葉。

　だけど、不思議と納得してしまう自分がいた。

　フネが腰にひねりを加えてラブラを投げ飛ばす。

　再度、ラブラの身体が斜め上に浮遊した。

『ヒュー』と口笛を吹く。

　もはや魔法とすらいえないが、わずかに風魔法を含んだ救援信号は、遠くまで鳴り響いた。

「お嬢様あああああああ！　よくご無事で！」

　地面に落下するギリギリ手前で、イネルスがすかさずラブラをキャッチする。

「なんとかね。あいつらの迷惑にならないように離れましょう」

　戦線を離脱しながらも、ラブラはフレドたちの操るフネから目を離せないでいた。

　合体したキメラは、全てがフレドたちのフネよりも『巨大』である。

　体格差で一○倍、保有する魔法力なら云百倍の力を有する相手にどう抗おうというのか、ラブラには想像もつかない。

「危ない！」

　思わず叫んだ。

　容赦ない炎えん雷らいの濁だく流りゆうがフネに向けて放たれる。

　しかし──

「ひええええええええ！　お嬢様、あいつら、波に乗ってますうううううう！」

「信じられないわね……」

　木の幹を足場代わりにして、濁流を逆走している。

　後ろ手に持った刃に、器用に雷撃を当てて吸収することで、推力にしているのだ。

　言葉にすれば簡単に思えるその所業は、フネに関して素人のラブラでも、達人だと直感できるほどのすごさだった。

　足場にするとはいっても、木の幹は炎に焼かれて秒単位で燃え落ちていくのである。

　その都度、的確に巻き上げられた次の足場にジャンプしながら、同時に不規則に襲来する雷を捌さばき続つづけるなんて、一体どんな反射神経とバランス感覚をしているのか。

　それは決して激しい動きではない。

　敵のビームがあればそれに乗り、攻撃の合間にはじっと力を蓄える。

　何度も、何度も、何度も。

　単調で危険極まりない反復作業を飽きもせずに繰り返すのだ。

　それは、宙を舞う木の葉。

　幾度殴りつけても飄ひよう々ひようと宙を舞い続ける鴻こう毛もうのような、とらえどころのなく地道な攻防である。

　それは、ラブラたちとは全く違う力学で編み上げられた戦術だった。

　天使族の戦い方は単純である。スピードが欲しいなら、より強い速い獣を食らえばいい。火は水で消せばいいし、木は火で燃やせばいい。

　力はより強い力でねじ伏せる。その在り方を剛とすれば、フレドたちの戦い方は柔の技術の神しん髄ずいだった。

（なんて美しいのかしら）

　思わず、ラブラはみとれる。

　それは、まるで神話の再現であった。

　独立王アニマは、かつて、その子どものような矮わい軀くで、不遜なる冒瀆者の、山のごとき巨大なる要塞フラグシツプを打ち砕いたという。

　皮肉にも、冒瀆者である彼らが、そのアニマと重なって見えた。

（違う。あれが、冒瀆者の『文明』）

　フレドたちのフネは、偉大なる独立王が有していた魔法力と比べれば、あまりにも貧ひん弱じやくな、羽虫のごとき弱さだった。

　天使族が血を錬れん磨ましていったように、冒瀆者は少ない力でいかに効率的に成果を得るか──すなわち、知の力を錬磨していった。

　その集大成が、フレドたちなのだ。

　だが、あれは『普通』ではないだろう。

　もし、あれが冒瀆者の標準であれば、とうの昔に天使族は滅ぼされているはずだ。

（なにが『普通じゃない』よ）

　確かに、フレドたちは普通じゃない。

　ラブラはそれを勝手に、集団の中での落ちこぼれだと解釈していたが、実質はその逆だった。

　彼らもまた、選ばれし者だったということだ。

（……そう。だから、私たちの力が欲しいのね）

　ラブラはようやくフレドの言わんとすることを理解した。

　弱い質料ですらあれほどに上手く使うフレドたちが、ラブラたちの強大な魔法力を得たならば、なるほど、今までにない強大な力を得るだろう。もし共闘することができれば、モンスターの討伐は楽になるに違いない。

　そう気付いてからは、不思議と目の前の戦闘を落ち着いて見守ることができた。

　フレドたちが勝つことは、もはや当然のことと思われたのである。

　その確信の正しさを証明するように、フレドたちのフネは着実に貪沼との距離を縮めていった。

　幾度目かのビームが放たれるその瞬間に、貪沼の胸に開く大穴。

　フネは刹那の隙をついてその中へと飛び込み、鎧の内部へと侵入する。

　火と鎧をつないでいた連結部──すなわち、水の貪沼の蛇は瞬またたく間まに斬り捨てられ、溶け落ちていく。

　余勢を駆って、フネは火と風の貪沼を切り離しにかかる。

　風の貪沼は動けない。

　突然の出来事に理解が追い付かず、内部に侵入したフネを攻撃しようにも、もはや合体して自身の一部と化した上体を貫くことを躊躇する。

　中途半端な知能が仇あだとなった。

　火の貪沼の足と、雲のごとき風の貪沼をつないでいた蛇は、一刀両断に斬り捨てられる。強大な力が、ただのガスとして霧散していく。

　残るは火の貪沼一体のみ。

　最後の蛇は、身体の奥深くに隠れている。

　しかし、それも時間の問題だった。

　三体の連携攻撃に比べれば、火の貪沼が繰り出す炎弾など、児戯に等しい。

　フレドたちのフネは、水の貪沼が抱えていた兵器を回収し、冷静に対処していく。

　まずは足を砕き、行動の自由を奪う。

　次に腕を破壊し、攻撃の手段を無力化する。

　まるで、大鳥の肉を捌いたあの時のようなシステマチックさで、火の貪沼は無力化されていった。

　やがて、全てが終わり、森に静せい寂じやくが満ちる頃、後には、幾いく多たの命の焦こげた異臭だけが残される。

　フネがゆっくりとこちらに歩みよってきた。

　ラブラたちは更地となった地表に着陸する。

「よっと。元気か？」

　フネから出てきたフレドが、はにかみながら片手を挙げる。

「あ、あ、あ、あんたたち、そんなに強いなら、最初からそう言いなさいよおおおおお！　あいつらに勝てる確信があったんでしょうが！」

『ありがとう』などと言おうとして、でも照れくさくて、思わずそんな言葉が口をついて出た。

「確信はない。勝算としては七割くらいだな。事実、一回でも操縦ミスがあれば死んでたし。それでもきわどい運用だったんだ、あれは」

「やっぱり勝てる可能性の方が高かったんじゃない」

「しかしな、それでも同じような戦闘を二回繰り返せば、半分以上の確率で死ぬんだぞ？　無茶をしていれば、いずれはな」

　フレドは困ったような顔で頭を掻かいた。

「あのー、もしかして、お二人は有名な方なんですか？」

「ええー！　私、地上に降りるために色々冒瀆者の情報を調べてたけど、そんな話、聞いたことないんだけど！」

「そりゃ知らないだろうさ。ボクたちは天使族との戦争の前線に出るのは避けてモンスターばっかり狩っていたから、天使族の間での知名度は低いはずだ。『不殺ころさず』のフレドと、『万まん眼がん』のシズ。冒瀆者の間では、そこそこ名の知れた存在だぞ。色んな意味でな」

　シズが皮肉っぽく呟く。

「いうほどか？　天使族との戦争を拒否している冒瀆者がいると知れると士気が下がるって、俺たちの存在は大っぴらにされてなかったはずだが」

「ふう。フレドは本当に世評に鈍感だな。隠しても隠し通せてないという話だ。当たり前だろう。天才的メカニックでもあり、稀き代だいの操縦士のお前と、最高の観測士であるボクが組んでるんだから。軍の英雄といえば、姉貴。鬼き才さいといえばボクとフレド。常識だ。いや、『だった』だな。今はこうして姉貴共々、仲良く中央部からつまはじきだ」

　首を傾げるフレドにシズが呆れたように溜息をつく。

　きっと、フレドは他人と自分の力を比較することには、まるで興味がないのだろう。

　重要なのは、自分の夢を実現するにふさわしい力を手に入れられるかどうか。

　そのために必要なことをやっていただけに違いない。

「後ろ向きなお前にしては、珍しく前向きで自信過剰な発言だな」

「事実だからな。そして、不幸の原因でもある。大体、ボクたちが今までどれだけ、軍部に貢献してきたと思っている。本当ならもっと出世していてもいいはずなんだぞ。この前の戦争に向けた軍需物資の調達だって、ボクたち以外の誰ができた？　一ヶ月でミスリルゴーレム六○体分集めてこいとか、無茶もいいところだったぞ」

「まあ、仕方ないんじゃないか。俺たちは、狩ったモンスターの材料を全部軍部には納めてないからな。いいパーツは自分たちで使って、残りカスを上に投げてる。俺たちからすれば当然の権利だが、奴らは横領だと思っているだろうし」

「『たち』じゃない。勝手にボクを巻き込むな」

　シズが嫌そうに顔をしかめた。

「ちょ、ちょっと待って……。ミスリルゴーレムって言った？　私、防御力を強化するために洞窟に向かった天使族が、八本の腕を持った、ゴーレムかフネかわからない化け物を見たっていう噂を聞いたことがあるんだけど……」

　ラブラは頭痛をこらえるようにこめかみを押さえて呟く。

「ああ、それは俺たちだな。該当するようなモンスターはいないし、一般の軍用の対ゴーレム装備は四本腕だ」

「で、でも、今乗ってるそのフネと、噂のフネは全然形が違うじゃない！」

「普通の冒瀆者は同じ機体を使い続けるが、俺たちは必要に応じて乗り換えているからなあ」

　フレドは当然のごとくそう言い放つ。

「じゃあ、もしかして、西部からワイバーンの群れが根こそぎいなくなったのもお二人の？」

　イネルスがうかがうような視線をフレドたちに送る。

「いやいや、それは俺たちじゃない」

　フレドは疑問を一笑に付す。

「ほっ。そうよね。そうなんでもかんでも正体不明の伝説があんたたちな訳──」

「ワイバーンを目標に討伐に向かったんだが、奴らは、異常発生した軍隊バッタアーミーグラスの群れに食い殺された後だった。まあ、そこで俺たちは羽の材質としてはワイバーンに劣るが、飛行装置の数を集めるにはちょうどいいということで奴らを一網打尽にしたんだ。軍に求められるのは質より量だからな。」

「あれは気持ち悪かったなあ。ボクは二度とごめんだ」

　シズが鳥肌を抑えるように腕を擦る。

「もおおおおおお、あんたたち、一体なんなのよおおおおおおおおおおおお！」

　ラブラの叫びが、森しん閑かんとした空に響き渡った。
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　それは、葬そう儀ぎといえるほどの大層なものではなかった。

　荒廃した森からかき集められた木々を燃料に、焼かれる数人の冒瀆者たち。

　彼らは不幸な犠牲者であるが、キメラに食われた遺体の多くがその一部すら残らなかったことを考えると、それでも恵まれている方なのだろう。

　一晩経って、村に戻ってきた農民たちが肩を寄せ合って、その光景を見つめている。

　ある者は生の喜びを嚙みしめ、ある者は呆ぼう然ぜんと、ある者は静かにすすり泣きながら。

　その傍らに、フレドたちもいた。

「……本当にいいの？」

　ラブラが確認するように呟く。

　その視線の先にあるのは、水のキメラが取り込んでいた設置型の大だい口こう径けい高こう射しや砲ほうであった。

　空砲の先端には、袋に包まれた砕かれた天使族の遺骸が装着されている。

「初めて会った時に言っただろう。俺の理想は、天使族と冒瀆者の共闘であって、一方的な収奪じゃない。本当は、遺骸を汚したくなんてないんだ。それに、今回の件で俺は、天使族にも共に戦うに足る高こう潔けつな精神の持ち主がいると知った。いわば、これは俺たちのラブラたちへの信頼の証あかしだ。お前たちはどうだ？」

「……天使族は──いえ、私は、臆さずに強者へと立ち向かう者に敬意を払うわ。たとえそれが冒瀆者でも、気持ちは変わらない。ね、イネルス」

「はい。お嬢様がそうおっしゃるなら」

　ラブラに水を向けられたイネルスが、静かに頷く。

「じゃあ、いくぞ。手を合わせろ」

　四人同時に発射レバーを引く。

　轟ごう音おんと共に打ち上げられた遺骸が、空へと消えていった。

　その後のことは分からない。

　モンスターの餌になるかもしれないし、運が良ければ、天使族の誰かが見つけるかもしれない。

　そんなに適当でいいのだろうか。

　事前に天使族の風習を尋ねたフレドに、『それでいい』とラブラは答えた。

　後は自然の摂せつ理りに任せるのだと。

　どうやら天使族も昔は、それぞれの一族の墓標を持っていたらしい。しかし、冒瀆者に遺骸を盗まれてからは、利用されないように粉々にくだいてから、空に撒くようになったのだと言う。

「あんのお……すんません」

　余韻と共に空を見上げていたフレドたちに、昨日助けを求めてきた男が話しかけていた。

　後から聞いた話だが、男はこの村の長おさだったらしい。

「なんだ？」

「本当にこげな高そうな武器もろてもよかですか？　後でお咎とがめうけるようなことは……」

　キメラから接収し、広場に積み上げられた兵器の数々を指して、心配そうに呟く。

「問題ない。フネに使えそうなパーツはあらかた回収したし、俺たちには輸送手段もないからな。今現在、この村で一番上位の軍関係者は俺だから、法においても決定権はある。処分して、村の再興の足しにでもしてくれ。ラブラたちも異存ないだろ？」

「どうせ私に冒瀆者の兵器の使い方なんてわからないし、キメラの色の方は大体食べ尽くしたからどうでもいいわ」

　ラブラは本当にどうでもよさそうに欠伸した。

　だが、付き合いの短いフレドでも、それが照れ隠しだと分かる程度には、彼女のことが理解できるようになっていた。

　ちなみに、昨日はそこかしこに傷がみられたラブラだが、大量のキメラの力を取り込んだせいもあってか、たった一晩寝ただけで元の玉のような肌を取り戻している。

「村を守ってもらったばかりか、こげなことまでしてくださるなんて、なんと優しい軍人様だべや。ありがとうごぜえます！　ほんにありがとうございます」

　男はそう言って何度もフレドを拝んだ。

「いや、もっとも効率的に資源を配分しているだけだ。遠慮なく使ってくれ」

　そんなに感謝されると申し訳なくなってくる。

　もし、仮にあのキメラがフレドたちを狙ったものなら、彼らは巻き込まれた形になるのだから。

　もっとも、そんな証拠もない裏事情を彼らに話すことなどできないので、兵器の所有権の譲渡は、フレドにとっての精いっぱいの誠意だった。

「んだば、ありがたく……。それで、軍人様たちは今日も村に泊っていかれるべや？　んだば、大したことはできないけんども、精一杯もてなさせてもらうべが」

「いや、せっかくだが、先を急ぐ。少々、予定より遅れてるんでな。早く中立都市ヨークにつかないと、入都許可証の期限が過ぎてしまう」

　村人の死体の捜索や、残骸の処理に協力していたせいで、時間が押している。

「わかったべや。なら、せめてお見送りさせてくだせえ──おーい！　村の衆！　軍人様が旅立たれるで！　集まってけれ！」

　男が村人に声をかけに行く。

　その光景を後しり目めに、フレドたちはボクサーへと乗り込んで、所定の配置についた。

　村人たちの見送りを背に、村を出立する。

「次の目的地は、ヨークかあ。唯一、天使族と冒瀆者の混在が認められている場所よね。そこに、カインとシズの姉さんが潜せん伏ぷくしているっていう噂の」

　ラブラが好奇心をのぞかせる声で呟く。

「ああ。そうだ」

　フレドが頷く。

「でも、よく考えたら、隠れている二人をどうやって探すの？　ヨークは結構な広さがあるって聞いてるわ。二人は有名でも、カインの魔法なら、見た目を変えるくらい簡単なのよ？」

「ああ、それな。簡単だ。俺とお前で逢引デートする」

「なるほどー。逢引ね。はいはい──って、ええええええええええええええええ！」
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　ヨークは、残ざん丘きゆうに築かれた山さん岳がく都と市しである。

　標高二○○○メートル級の山腹を切り開いて築かれたそれは、まさに、天と地のはざまにあり、両種族の交流拠点としてふさわしい位置に厳げんとして屹きつ立りつしていた。

　両種族の戦闘が禁止され、自治権を有し、商業的自由が保障されている中立都市ヨーク。──そんな表面的な説明をうのみにして、のどかで開放的な風景を期待した新米兵士をまず絶望させるのが、武ぶ骨こつな要よう塞さいだ。

　実用一辺倒で構築された城壁は、景観というものが一切考慮されておらず、一度中に入ってしまえば、外の景色はろくに拝めない。

　さらに、地上、空中問わず、街の中を常時巡回する兵士たちの醸かもし出だすピリついた空気を浴びれば、観光気分は一瞬にして霧む散さんするだろう。

　そんな街中を、フレドはラブラと連れ立って歩いていた。

「もうちょっと、離れなさいよ」

「離れたら意味がないだろう。配偶者とはいわずとも、少なくとも、友人以上の関係に見えるような、親密な距離感を維持する必要がある」

　天使族は個人主義だからか、冒瀆者よりも、そもそものパーソナルスペースが広い傾向にあるらしい。

　肩が触れ合いそうな距離で歩こうとするフレドと、二歩分の距離を保ちたいラブラの間で、暗闘が繰り広げられる。

　傍はたから見れば、機嫌を損ねたラブラの歓かん心しんを引こうと、フレドが甘かん言げんを囁ささやいている構図にでも見えるのであろうか。

　そう思うと、フレドも急にくすぐったい気分になるのだが、それでもやるべきことをおろそかにするほど、自分の感情を優先するようにはできていなかった。

「にしても近すぎでしょ！　親にもこんな近くで囁かれたことがないから、くすぐったいわ」

「よくイネルスとは密着して飛行しているのにか？」

「あの子は女だし、家族みたいなものだからいいのよ！」

「仲間になった以上は、俺のことも家族のようなものだと思ってくれていい」

　フレドは真顔で言った。

「か、か、か、家族って！　こ、これはあくまでも演技でしょ！　私はあんたと結婚なんて……。なんて……」

　ラブラはフレドに聞き取れないほどの声で、もにょもにょと何かを呟つぶやいた。

「声を落とせ。誤解するな。配偶者という意味ではなく、共にフネに乗ると決めた以上は家族くらい信頼して、お前に命を預ける覚悟があるという意味だ」

「な、なんだ。そういうことね……。はあ、それにしても、中立都市っていうから、もうちょっと気楽な感じかと思ってたのに、なんなのよこの息苦しさは。まるで戦時中みたいじゃない」

　ラブラは小さく息を吐き出して、何かを誤ご魔ま化かすように呟いた。

　どうやら、ラブラは天使族と冒ぼう瀆とく者しやのカップルが、和気あいあいと街中のそこかしこを散歩しているような場所を想像していたらしいが、それは無茶というものだ。

　両種族がヨークにおいて共闘しているからといって、打ち解けているかといえばそれはまた別問題だ。中立都市の意味する『中立』とは、『両者が鉢はち合あわせしても殺し合いには発展しない』程度の意味でしかない。

　冒瀆者は冒瀆者の商会をつくり、天使族は天使族で物々交換専用の『クモ』に引きこもって、お互いのテリトリーを保っている。

　つまり、この地域の住民は、両種族の『るつぼメルテイングポツト』ではなく、『サラダボウル』スタイルで暮らしているのだ。

「そりゃ対モンスター防衛網の最前線だからな。そもそも、この街は、成り立ちからして、軍事拠点として造られたんだし」

「はあ。よく考えれば当たり前よね。この先には、『世界の果て』の一つの、『死の山』があるんだから。私たちが一人前として認められるための通過儀礼でも、死の山でモンスターを狩ってくると一いち目もく置かれるのよ」

　若干落ち着きを取り戻したラブラが、フレドに歩み寄ってきた。

　拳三つ分ほどの距離。

　これが、彼女の妥だ協きようラインの限界らしい。

「ああ。死の山──俺たちはダルタロス火山と呼んでいるが、あそこのモンスターは強いからな」

　この世界の生存限界は、すなわちプールであり、そこにはいずれも陽光を遮さえぎるほどの途方もない数のモンスターが群生している。プールは定期的にモンスターが溜まる度たび、スタンピードを起こして、天使族、冒瀆者の区別なくその命を奪うことは共通しているが、それには地域によって各々の特性があった。

　すなわち、激雨スプラツシユ～集雷ボルト級の弱いモンスターが大量に湧わくタイプのプールは、スタンピードから次のスタンピードまでの間隔が短く、爆石メテオ～地震クエイク級の強いモンスターが湧くタイプのプールはその逆である。

　ダルタロス火山は後者であり、前のスタンピードはもはや数千年前に遡さかのぼる。その時のすさまじさたるや、日頃反はん目もくし合あっている両種族が、否が応でも共闘して要塞を築く必要性を痛感するほどの被害だったらしい。

　何とかスタンピードを凌しのいでから、ヨークの統治権をどちらが握るかで、また幾度かの戦争があり、結局、中立都市として自治権をもたせることで落ち着いたのだ。

「でも、そんな所に逃げ込むんだから、カインとリエも大した度胸よね。敵ながら、そこは尊敬するわ」

「まあ、ずっと腰を落ち着けているというわけではないだろうがな。フネを火山に隠しておいて、日頃はヨークに潜せん伏ぷくしているというのが有力な分析だ」

「そんなふうに隠れてる二人を見つけられるかしら。悪いけど、イネルスもあんたの相棒も、情報収集に向いているとは思えないわ」

　ラブラが首を傾げる。

　確かに、イネルスもシズも対人的な諜報活動に向いているタイプではない。

　一応二人に仕事を与えてはいるが、そうした主な理由は、四人一緒に歩いていると、ラブラとフレドが睦むつまじい関係に見えないからである。

「そっちはメインじゃないからな。こうして、俺たちが親密にしている姿を周囲に見せつけて、ヨークの街に『異物』の噂をばらまく。やがて、自分たち以外にも親密な関係にある天使族と冒瀆者がいるという情報を聞きつけたリエとカインは、俺たちに興味を持って、きっと向こうの方からこっちに接触してくるはずだ。闇雲に街中を探すよりはずっと効率的だろう」

「確かに、嫌な視線はバシバシ感じるわね。この感じなら、噂はすぐに広まるでしょうけど、私たちが仲良くしているからって、本当に向こうから私たちに会いにくるの？　普通、罠だって思うんじゃない」

　ラブラがちらりと雑踏を一いち瞥べつして言う。

　地を歩く冒瀆者たちは、フレドたちを避けて通り、これみよがしに何かを囁き合っている。

　空中を舞う天使族はこちらに侮ぶ蔑べつの一瞥を寄よ越こすのがほとんどだが、たまに嫌がらせに痰たんを吐きかけてくる輩やからもいるので、上には常に注意していなければならない。

「来る。リエは俺が軍部の異端者だと知っているし、そもそも、興味を持ったことには首を突っ込まずにいられない女だ。今まで一切生殖活動に関心をもたなかった俺が、初めて興味をもったのが天使族だと知れば、嬉き々きとして根ほり葉ほり事情を聞き出そうとしてくるに違いない」

「随分確信を持っていうじゃない」

「シズから散々愚痴を聞かされてきたし、数回しか会ったことはないが、その時の印象があまりにも強かったからな。そもそも、『常識』が通用する冒瀆者ならば、天使族と駆け落ちするようなぶっとんだ真似はできないだろ」

「それもそうね──っていうか、今まであんた、一度も繁はん殖しよくしたことがないんだ。ふーん」

　ラブラはそう言って、にやにやと口元を緩ませる。

　もしかして、自分は馬鹿にされているのだろうか。

　いや、確かに繁殖相手を見つけられないということは、生物的に劣等だと考える冒瀆者は多いが、ラブラのはそういう悪意のこもった笑みではなさそうだ。

　考えすぎか。

「そうだが？　──そもそも、二人ともこのまま潜伏していてもジリ貧ひんだということはよくわかっているはずだ。だとすれば、現在の軍の情報や、何らかの妥だ協きよう点てんがないか、俺たちと接触して確かめたいと思うのは当然だろう。他に選択肢がないからな」

「それはそうよね。このまま隠れていても、いずれは追手に捕まるか、モンスターに食われるかの二択しかないわ」

「ああ。まあ、もし、俺の推測が外れるとすれば、カインの方がリエを強硬に制止した場合くらいだろうな。だけど、もしあいつの暴走を止められる奴がいたなら、俺は逆に尊敬するよ」

「そんなに個性の強い人物なら、止めるのは無理でしょうね。カインには。あいつ、流されやすそうだもの」

「その口ぶり、面識があるのか？」

「一回だけね。一応、私はあいつとつがわされる予定だったから、将来のための顔合わせみたいな感じ。家のゴリ押しでね。冒瀆者の言葉でいうと……許嫁いいなずけ、だっけ？　そんな感じで、嫌われ者の私をあてがわれるくらいだから、なんていうか、色んな厄やつ介かいごとを押し付けられやすいタイプなんだと思うわ」

「そうか……」

『許嫁』、その言葉を聞いた時、フレドの胸はちくりと痛んだ。

　この感情は、久しく忘れていたが、一度だけ経験がある。

　かつて、自分が『師し匠しよう』に対して抱いたもの──その名を『嫉しつ妬と』と呼ぶ。

　あの人は、自分では及およびもつかないようなメカニックと操縦技術を持っていた。

　フレドは、あの圧倒的な力に追いつこうと、学び、実践し、今の自分を手に入れたのである。

　つまり、嫉妬とは、自分が持っていないものを有している他者に対して抱く感情である。

　今回の場合、カインが優れた天使族であることは以前から知っていた。そして、今までずっと嫉妬を感じたことはなかった。ということは、カインの能力そのものに嫉妬している訳ではないのだ。であるならば、今回、唯ゆい一いつの新たに加わった変数はラブラであり、自分は、カインがラブラの許嫁であるということに対して嫉妬しているという結論に至る。

（許嫁とは、独占的に繁殖する権利だよな。つまり、自分はラブラの配偶者になりたいと思っているのか？）

　いや、違う。

　似ているが違う。

　今の自分の感情は、配偶者の決定のような、将来を見み据すえた、計画的なものではない。

　今のフレドには、ラブラと子孫を残して安あん穏のんに生活している光景はとても想像できない。

　ただ、彼女と一緒に時を過ごすのが心地よく、もっと一緒にいたいと感じる──そんな、刹せつ那な的てきで衝動的なものだ。

「ええ、結局カインは忙しくて、一度も繁殖活動しないまま出て行っちゃったわけだけど、周りは、『出来損ないのラブラとつがわされるのが嫌でカインは逃げ出したんだ』なんて悪口を言う奴もいて、いいとばっちりだったわ。もっとも、あいつのおかげで地上に降りるきっかけを摑めたんだから、悪い事ばかりじゃなかったけど」

「ん？　どういうことだ？」

「カインが逃げ出して、家は私に次のつがいをあてがおうとしたんだけど、私はそれを片っ端から拒否したわ。『冒瀆者の女につがいをとられるなんて、天使族の恥はじだから、私はこの手でカインとリエを倒して汚名を返上したい』って、その一点張りでね。一応、天使族の建前としては完璧に正しい理屈だから、親族も何もいえなくて、最終的には厄介払いがてら、私は地上行きを許されたのよ」

「なるほどな……。というか、今の話だと、ラブラも俺と同じで一度も繁殖したことがないという結論に至る訳だが」

「そ、そうよ。悪い？」

　ラブラは顔を真っ赤にして、開き直るように言った。

　先ほどまでの不快な感覚が一気に霧消する。

　まだ、彼女が誰のものでもないことに自分は安堵しているのだ。

「いや、悪くないが。うむ……。そうか。やはり」

　フレドは納得して頷いた。

　やはり、この感情はあれだ。

　これは、明らかに愛ではない。

　冒瀆者の間では、時と場合によって、配偶者を切り替えるのはよくあることである。

　むしろ、相手に出産経験があったりすれば、それは実績があり、繁殖相手として優秀だということで、好意的に捉えられるのだ。

　なのに、今、自分はラブラが未経験なことに安心している。

　それは論理性のない幼よう稚ちな独どく占せん欲よくであり、そのような感情を彼女に対して抱いている以上、これは優れた配偶者を求める感情とは別のものだ。

　つまり、そこから導き出される結論は──

「どうやら、俺はお前に『恋』をしているらしい」

「ふ、ふぁ!?　こここここここここここここここここ、こい!?」

　ラブラが興奮したニワトリのようにどもり倒しながら声を上ずらせる。

「ああ。恋だ」

「ふうー。はあー。ふうー。はあー。ふうー。はあー。私を馬鹿にするのも大概にしなさいよ！　さ、さっきの今で騙されないわよ。どうせ、あれでしょ。『俺はお前たち全員に恋してるんだ！』とか、発火ネズミ並の交尾願望を発揮した世よ迷まい言ごとをほざくんでしょ。これだから、性欲の強い冒瀆者は困るわ！」

　大きく深呼吸を三回繰り返したラブラが、フレドをねめつける。

「いや、この感情は初めてだし、お前に対してだけ、特別に抱いている感情だ」

「あ、あんた、ほ、本当の本当の本気なの？　大体、いきなりなに言ってんのよ！　それ、今言わなきゃいけないこと？」

「いや、すまん。わからないことは解明しないと気が済まない性た質ちでな。俺より、ラブラの方が恋についての情報を多く持ってるから、恋かどうかの真偽を判断して欲しかったんだ」

　フレドは気まずさに頭を掻かいた。

　仕事に必要ないと言われればその通りなのだが、一応、今は逢引デートしているという設定だから、駄だ弁べんも許されると思ったのだ。

「真偽って……。知らないけど、カインとリエをみてると、恋って、もっと制御不能で厄介なものなんじゃないの。あんたみたいにあれこれ理屈をこねられる時点で恋っていえるのかかしら」

　ラブラが小首を傾げる。

「それは理性で抑えているだけだ。ラブラといると心臓が早はや鐘がねのように打つ。お前のことを考える時間が増えて、もっともっと深く、お前のことを知りたいと思ってしまう。なにが好きで、嫌いか。一挙手一投足が気になって仕方がない」

　フレドは素直に今の気持ちを吐と露ろした。

「ふむふむなるほどね……。っていうか、もしそれが恋の証拠なら、私もあんたに恋をしてるって話になっちゃうじゃない！　アホ！」

「……そうなのか？　つまり、ラブラも俺に対して同じような感情を──」

「あっ、ヤバ！　今のなし！　なし！　なしいいいいいい！　もう私ってば何言ってんのよ！　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ラブラが髪を振り乱して走り出す。

「あっ！」

　そして、すぐに蹴け躓つまずいた。

　カカッ。

　フレドは素早く踵かかとでタップを二回。

　足長うさぎフツトラビツト製の靴が瞬時に加速する。

　すぐに転びそうになったラブラに追いついたフレドは、そっとその肩を支える。

「大丈夫か？」

「あ、ありがとう」

「ラブラ。お前、もしかして、右脚を悪くしてないか？」

　フレドは相当程度の確信を持ってそう尋ねた。

「……どうしてわかったの？」

「身体の重心の位置が変わってるだろ。動きで分かる。もし体調が悪いなら、正直に言ってくれ。いざという時に動けないと作戦に支障が出る」
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　素直に「お前の身体が心配だ」といっても答えてくれなさそうな気がしたフレドは、敢あえて厳しめの口調でそう問い詰めた。

「……魔法の代だい償しようよ。この半はん端ぱな羽で魔法を使おうとすると、身体の中にたまるのよ。大抵は自然に抜けていくけど、一部はそのまま変な感じで残っちゃうの。その影響。ふう、全く困っちゃうわよね」

　ラブラがどこか達たつ観かんしたような口調で呟く。

「もしかして、フネに乗ることも負担になっているのか？」

　キメラに襲われた村を出てから一月ほど経つが、その間にラブラをかなり戦闘で使ってしまっている。もし、フネに乗ったせいでダメージを受けているなら看かん過かできない事態だ。

「ああ、それは全然問題ないわよ。あれは質料を放出しているだけだから。私の身体の内部で色と質料を使って魔法を作らなければ、障害は発生しないわ」

　ラブラはあっけらかんとそう言い放った。

「本当だな？」

「噓をついて私になんの得があるのよ。本当に大丈夫だって。それに、生身で魔法を使っても、大規模なやつじゃなくて、日常レベルの魔法なら、ほぼ影響は無いから。──それにしても、あんたに簡単に見破られるようじゃダメね。風魔法でバレないようにうまいこと誤魔化せていたつもりだったんだけど」

　ラブラはそう呟いて、干したモンスターの肉が並ぶ店のウィンドウに映る自らの姿を見つめた。右脚を調節するように曲げ伸ばしして、その場で何度か足踏みする。

　フレドに直接魔法を感じ取る力はないが、それでも今彼女がなにをしているかは分かる。

「やめろ。無理するな」

　フレドはいてもたってもいられなくなって、ラブラの腕を摑んで引き寄せた。

「ふ、フレド。話、聞いてた？　これくらいの魔法なら大したことないって言ったでしょ」

「それでも、全く影響が皆無って訳じゃないんだろう。だったら、今は俺がいるんだから、わざわざ魔法を使う必要はないじゃないか」

「……そ、そうね。で、でも、勘違いしないでよ！　わ、私はまだ、あんたに恋してるって認めた訳じゃないんだから！」

「ああ。それで構わない。よく考えたら、今、俺の抱いているこの感情が──もしくは、俺たちの関係が、本当の恋であろうがなかろうが、今、二人でやるべきことは変わらないじゃないか。どちらにしろ、『恋であるように』振る舞えばいいだけだ」

　フレドは自らの言葉を証明するかのようにラブラと腕を組む。

「なにそれ、ずるい」

　ラブラはそう言いながらも、腕を組むことを拒否することもなく、頭をフレドの肩に預けてきた。

「そうやって俺たち冒瀆者は生き残ってきたからな」

　フレドは悪戯いたずらっぽく、そううそぶいた。

　ラブラのうなじからは、熟しきった果実のような甘い香りがする。

　不ふ妊にん手しゆ術じゆつをほどこされた冒瀆者の娼しよう婦ふのように香水をつけている訳でもないだろうに、どうしてこんないい匂いがするのか。

　世界にはまだまだ知らないことが多く、フレドの知的好奇心は尽きない。

　そのまま、ぶらりと周辺を散策する。

　街は広いが、その実、自由に行動が許されている区域は狭い。

　多くの場所が、軍事関係で立ち入り禁止になっているからだ。

　なので、ゆっくり回っても、半日もあれば、すぐにやることがなくなってしまう。

「……想像以上につまらないわね。売ってる商品は、私にはよくわからない武器か、高くて買えないモンスターの部位くらいしかないし。ご飯はフレドがつくるやつの方がずっとおいしいじゃない」

　ラブラが唇を尖とがらせる。

　フレドとしては、ラブラと色んな話ができたので楽しかったが、彼女はどうやらご不満らしい。

「ああ。まあそもそも観光目的でつくられた都市ではないから、そこらへんは仕方のないことだ。でも、これだけ回れば、衆目の印象には残っただろうから、目的は果たしただろう。……そろそろ時間だし、もうちょっとマシなものを観に行くか」

　フレドはポケットから懐中時計を取り出し、現在の時刻を確認してからそう呟いた。

「えっ！　なになに？　なんかおもしろいのがあるの？」

　ラブラが期待に瞳を輝かせる。

「そろそろ、街の中心にあるイリニ劇場で、芝居が始まる。この街で唯ゆい一いつといっていい娯楽だ」

「へえー。そんなもの、よくこの辛しん気き臭くさい街が受け入れているわね」

「ああ。ある意味で、イリニ劇場は、俺たちと同類だからな。この街がつくられた時、両種族の停戦の象徴として建設された。そういう経緯もあって、この街じゃ珍しく、演者も天使族と冒瀆者の両方が入り混じっている」

　もちろん、歴史の中で、両種族の対立が深まる度、何度も劇場を取り壊そうという動きがあったらしい。しかし、潰すとして、どちらの責任になるのかという問題や、両軍の上層部の中にも、大っぴらには口にしないものの少なからずファンがいたおかげで、今日まで生きながらえているという、何ともしぶとい施設だった。

「へえー。楽しそうじゃない！　さっさと行きましょ！　歩きっぱなしで疲れたわ！」

　ラブラが急せかすように腕を引く。

　それに釣られて、フレドも足早にイリニ劇場に向かった。

　劇場前のチケット売り場が、冒瀆者用と天使族用に分けられている。

　冒瀆者用は地上。天使族用は地上一○メートル以上の高さの空中──小型の『クモ』の中にある。

　まだ開演時間まで若干時間があるので、人影はまばらだ。

「ラブラ」

「大丈夫よ。登って、降りるだけ。一瞬だから、大して力は使わない」

　ラブラは微笑を浮かべ、フレドと組んでいた腕をほどいた。

「それならいいが」

　フレドは、予約席表の掲示板──格こう子し状じように席割りの記された鉄板の、予約済みの箇所に、磁じ性せいのある小石を並べている──を一瞥する。

　劇場もまた、中央の通路を境さかいに、天使族と冒瀆者で左右に二分されているので、ラブラの近くに座るには、中央道路際の席を選択する必要がある。

「──Ｃ１～Ｑ１が空あいているな。どこでもいいから、今いった範囲に対応する位置の席が空いているか、上で確認してくれ」

　フレドはそう呟いて、腹の付近にあるポケットから、ヨークで流通している通貨を取り出し、投げ渡す。

　そもそも、通路際の席は人気が薄いものだが、天使族と少しでも距離を取りたい思いからか、すき好んで左端の席を選ぶ冒瀆者は少ない。

　それでも、Ａ１とＢ１が埋まってるということはそれなりに人気のある劇のようだ。

「三列目～一七列目の、右端で空いている席よね？　わかったわ」

　ラブラはコインをキャッチして、一気に跳ちよう躍やくした。

　そもそもの身体能力に加え、魔法で強化された脚力でクモの上へと着地する。

　……。

　……。

「フレドー！」

「どうした？　決まったか」

　降り注ぐ呼び声に、フレドは顔を上げる。

「それが聞いてよ！　こいつ、ふざけてんのよ！　通路際の席は全部空いてるクセに、私には売らないって言うの！」

　ラブラは、チケット販売員らしい中年の女の天使族をヘッドロックしながら、こちらに晒してくる。

「お客様、申し上げている通り、事前に別のお客様に予約を頂いていたことを私が失念しておりまして──」

「ありえないでしょうが。あんたが、『通路側でよろしいですか？　内側の席も空いておりますが』とか言って、私が『いいのよ。下にいるフレドと一緒に座りたいから』って、言った途端に、今まで人気なかった席が全部埋まるって。あんた、私を馬鹿にしてんの？」

　どうやら、ラブラは正直にフレドと座ると言ってしまったらしい。

　世慣れていれば、適当に誤魔化した方が上う手まくいくと自然に分かるはずなのだが、箱入り娘だったラブラにそこらへんの機微を理解しろというのも酷だろう。

　やがて、冒瀆者側のチケット売り場からも販売員が出てきて、せっせと予約表の通路際の席にチケット売約済みの石を置き始めた。

「なんだ。通路際は全部埋まってしまったのか？　今買おうと思っていたところなんだが」

　フレドはわざとらしい口調で尋ねる。

「……ええ、たった今、団体様の予約が入りまして」

　販売員が、天使族のそれと同じく、マニュアルじみた口調で答えた。

　どうやら、彼女たちには通達が届いているらしい。

　劇場は、常に天使族と冒瀆者のいざこざに巻き込まれることを恐れている。

　しかも、今は特に敏感な情じよう勢せいだ。

　カインとリエがこの街付近に潜伏していることは、公おおやけにはされていないが、隠してはおけないビッグスキャンダルである。

　もし、二人がやってきてそれを看過していたら、劇場を快こころよく思わない存在から、反逆者に密会の場を提供したなどのいいがかりをつけられかねない。そのための用心だろう。

　まあ、それでなくとも、公の場で天使族と冒瀆者が睦まじくしていると、他の客からクレームがくるという懸け念ねんもあるのかもしれないが。

「ふう……。お前たちが争いの芽を事前に摘んでおきたいというのはわかる。だが、こっちも軍の任務なんだ。何とか融通してもらえないか。断られると、こっちにも、報告義務というものがあるんでな。面倒なことにしたくない」

　フレドは、大げさに肩をすくめてみせる。

　まるで、ラブラとの逢引は本意ではないとでもいうように。

「なるほど、そうでしたか。──少々お待ちください。上と相談して参ります」

　冒瀆者の販売員は若干表情を和やわらげて、劇場の奥へと駆けていく。

　ラブラが天使族の販売員とギャーギャー口論するのをなだめていると、やがて冒瀆者の販売員が戻ってくる。

「お待たせしました。結論から申し上げますと、やはり、通路際の席は全て予約済みでした。お客様のご期待にお応えできず申し訳ありません」

　販売員が深々と頭を下げる。

「ふむ。それで？」

「ですが、お客様に不快な思いをさせたままお帰り頂くのは心苦しいと、支配人は申しております。そこで、お詫わびにといってはなんですが、チケットを個室の特別席にグレードアップさせて頂く形でご納得頂けないかと。ただし、重ね重ね申し訳ありませんが、こちらの席も少々難ありでして」

　販売員が含みを持たせた口調で呟いた。

「というと？」

「はい。今回、偶然、ペアの特別者席にキャンセルが出たのですが、他の特別者席は全て埋まっております。ですが、不覚にも、同じようにこちらの不ふ手て際ぎわでご迷惑をおかけしたお客様がもう一人おられまして、実はそちらの方が天使族なのです。つきましては、お嫌でしょうが、そのお客様と、『相席』をお願いできますでしょうか。『クモ』型のお席ですが、ボーイもつけますので、ご不便はかけません」

　販売員がもったいぶった口調で言う。

「ああ、なるほどな。隔離された個室なら周りの観客への影響はない。ボーイという名の監視もつけられるし、一石二鳥といったところか」

　あくまで、劇場側は、フレドとラブラを連れだと認めない。

　公式にはそういう見解ということだ。

「お客様……」

「いや、わかってる。仕方ないな。相席でいい」

『わかっているだろ』的な目をする販売員に、フレドはそれっぽく答えた。

「フレドー！　なんかわかんないけど、一緒に座っていいってー！」

「お、お客様、お静かに願います！」

　どうやら、同じことを説明されていたらしいラブラが、にこにこ顔でこちらに飛び降りてきた。

　フレドも販売員に通常席分のチケット代を払い、入り口へと進む。

　チケットの半券をモギリに渡すと、二人して中に入った。

　劇場は、壁はあるが屋根はない、開放型のつくりになっている。

　いや、正確には、屋根の代わりにいくつかのクモが、観客席と舞台の上を覆っているといった方が正しいだろう。クモは、風雨から劇場内を守るという機能もあるが、照明や演出などの舞台効果も担当しているようだ。

　今も、音響テストも兼ねているらしい、小気味よい歌がクモから流れ出ている。

「いらっしゃいませ。これから短い間ですが、ボーイを務めさせて頂きます、アベルです。私のことは手足だと思って、何でもお気軽にご用命ください」

　野の太ぶとい声をした、身長二メートルを超える大男の天使族が、フレドに話しかけてきた。

　その姿は、ボーイというよりは、明らかに警備員ガード側の人間であり、二人並ぶと、どちらかというとフレドの方がおまけに見える。

「では、早速、俺を席まで運んでくれるか」

「かしこまりました。もう一人の方は──」

「俺がラブラを抱いているから、一緒に運んでくれ。運ぶ総重量は同じだろう？」

「はい。ですが、お客様にお手数をおかけしなくとも、お一人ずつお運びいたします」

「いや。俺はラブラを他の男に触れさせたくないんだ！」

　フレドは大きく声を張り上げた。

　近くにいた何人かがぎょっとしてこちらを振り向く。

　一応、任務という名目できているので、少しでも他の観客にアピールしておきたい。

　もっとも、半分くらいは本音も混じっていたが。

「なにいってんのよ。ばか」

　ラブラはそう言いながらも、どこか嬉しそうにフレドの胸に背中を預けてくる。

　フレドは、ラブラの脇下に腕を差し入れた。

「では、失礼致します」

　アベルがフレドの腰の辺りを摑つかんで、二階席の高さまで飛び上がる。

　フレドたちの席──クモは席の位置としては、左側中ほどの位置にあった。

　テーブルや椅い子すなどの調ちよう度ど品ひんは一切ない。

　置いてあるのはパンフレットと、さらに上空から垂れる一本の紐ひもだけであった。

「中々いいクモね！　あー、地上に降りてから大した時間も経ってないのに、なんだかすごく久しぶりな気がするわ──ほら、フレドも早く！」

　ラブラがクモの上を跳ねたり、寝転がったりして、まるで自分の家のごとくくつろぎ始めた。

「ふむ……」

　さすがのフレドでも、クモに乗ったことはない。

　若干の緊張と共に、片足で感触を確かめてからクモの上に立つ。

　見た目に違たがわぬ、高こう級きゆう絨じゆう毯たんを何枚も重ねたようなふかふかした感触が足を包んだ。

「お客様。よろしければ、飲み物をお持ち致しますが」

「私は大丈夫」

「俺も結構だ」

「では、何かございましたら、そちらの紐を引いてお呼びください」

　そう言うと、あっさりアベルは引き下がった。

　アベルは──というより、劇場側がもう少しフレドたちを近くで監視しようと粘ねばると思っていたので、意外だ。

　彼が辞じした瞬間、左右と後ろのクモがむくむくとせり上がり、個室状態が形成される。

「……魔法の反応はない。変なギミックも仕掛けられてはいない、か」

　フレドはポケットから鈴の形をした探査器具を取り出し、さらには目視と手探りでクモのあちこちを触った。

　アベルの謙けん虚きよすぎる対応が、かえって不安だったのだ。

「なにやってるの？」

「盗聴などのスパイ行為を行う仕込みがされてないかチェックしている」

　不思議そうに首を傾げるラブラに、フレドは真顔で答えた。

「大丈夫よ。このクモからはその手の魔法は感じないわ。舞台の上にあるやつには色々仕込んであるみたいだけどね」

「そうか。一応、会話が漏れないようにサイレンサーを張っておく」

　ラブラは呑気に言うが、それでもフレドは対策を怠おこたらず、ポケットからしぼんだ袋を取り出して、息を吹き込む。それは、暗殺蝙蝠サイレントバツトの音波器官を、呻きガエルクライフロツグのほお袋で増幅した、消音装置だ。

　用心はするに越したことはない。

「心配性ね」

　うつぶせになり、自身の両手を重ねたまくらに顎あごをのせた格好のラブラが苦笑する。

「性しよう分ぶんでな」

　フレドはその隣で胡坐あぐらを掻かいた。

（天使族の役者は前に見た名前が多い、冒瀆者の名前は、やはり入れ替わりが激しいな）

　フレドは、文字がびっしりと刻まれている冒瀆者用のパンフレットを手に取り、ペラペラとめくる。

　前に劇を見た時のことは明確に覚えている。

　師匠に連れてきてもらったのだ。

『劇なんて妄想と脚きやく色しよくで歪わい曲きよくされた真実性の薄い虚構で、観るだけ時間の無駄。題材になった事象の本質を知りたければ、文ぶん献けんを漁あさった方が効率的じゃないか』

　そんなことを言う、生なま意い気きな子どもだったフレドの頭にげんこつを一つくれ、師匠は言った。

　文献からは感情が削ぎ落されている、歴史になった過去の人々にも心があったことを忘れるな、と。

　効率を求めるとかえって大切な何かを失ってしまう。

　フレドは劇からそのことを学んだ。

　自分もあの頃から、少しは成長したはずだが、劇というやつも進化しているだろうか。

「これって、『はじまり』の神話よね」

　ラブラがパンフレットを指さして言う。

　文字文化のない天使族用のパンフレットは薄い。

　その代わり、色使いがカラフルだ。

「ああ、有史前アルフアの時代の神話を題材にした劇だな。有史以降の劇は、歴史認識を巡って天使族と冒瀆者の間に齟そ齬ごがあるような題材が多くて、上演できないから、必然的にアルファ時代の演目が多くなる」

　それは、かつて、『世界』の定義が今よりもずっと広かった時代のおとぎ話。

　昔話より古く、伝説が生まれるその前の、はるかはるか創そう世せいの御み代よのこと。

「あっ。なんか暗くなった」

「そろそろ上演開始か」

　観客席の光量が落とされ、クモのベールで隠されていた舞台がその姿を現す。

　妄もう想そうか、もしくは神話の再現に、フレドは視線を集中させた。





　　　　＊






（楽しみだわ。どんなお話かしら）

　ラブラは、うつ伏せに寝転がった格好のままで、左脚をバタつかせた。

『蛇穴より深く、夜よりも暗い闇の奥底に、小人ぞある』

　厳おごそかなナレーションと共に、劇が始まる。

　地下を表す、土壁のバックグラウンド。

　闇魔法によって演出された黒の中に、怪あやしい灰色の光が浮かぶ。

　まるで色を失った世界。

　そこに、小柄な少女がぽつんと一人きり。

「ああ。独りだ。私はどうしようもなく独りだ」

　無表情のまま、少女は涙を流す。

　少女は寂さびしさを紛まぎらわすように、戯たわむれに粘ねん土どをこねて、自らの姿に似せた人形を作る。

　何体も。何体も。何体も。何体も。何体も。

　おそらく、彼女は知らないのだ。

　自分以外の存在を。

（なんか暗いわねえ。でも、もし、イネルスがいなければ、私もこんな風だったかも）

　期待していたような楽しい話ではなさそうだが、不思議と引き込まれる。

「私は私。私に、私で、私と、私で、私が」

　少女は人形を通じて、自らと語らう。

　無意味なままごとを繰り返していく内、いつしか、人形は魔法の力を持つようになった。視界と感覚を共有する、まさしく彼女の操り人形へと変化したのだ。

「どこかに、私以外のヒトがいるかもしれない」

　微笑。

　熟しきった果実のような甘い声で、少女は呟く。

　その声は美しく、どこか熱に浮かされた患かん者じやのように危あやうくもあった。

　無数の人形が変形する。彼女たちが、獣じみた格好で、一斉に土壁を掘り出した。

（がんばりなさい！　自分の世界は自分で変えるしかないのよ！）

　もうちょっと真剣に見ようと決めたラブラは、起き上がり、三角座りの格好になる。

　その間にも舞台は進行し、壁に挑んだ人形のいくつもが壊れていった。

　爪が剝はがれ、腕が折れ、時に崩れた壁の下敷きになりながらも、やがて、数体の人形が壁を食い破って崩壊させた。

　瞬間、閃せん光こう。

　一瞬で舞台が切り替わる。

　地上と、空中。

　二つに分けられたセットに対応して、登場した二人の男。

　それぞれに少女を模した人形が向き合っている。

　本人の姿は見えない。

　地上には威い風ふう堂どう々どうと立つ、大型のゴーレムにも似たフネから顔だけ出した冒瀆者──これは巨人役か。

　空中には、クモに横おう臥がの形で浮ふ遊ゆうする、クチバシとトサカをつけた天使族──これは神かみ鳥どり役やくだ。

「おうおう。井戸の奥からスライムが出てくるかと思えば、なんだてめえはたまげたなあ」

「おやおやお嬢さん。火山の奥から、ドラゴン以外のものが出てくるなんて、これはどういう風の吹き回しですか」

　ほぼ間を置かず、巨人と神鳥が呟いた。

　これは、男たちが同時に人形と遭遇したという演出か。

「「ねえ。私、独りなの。あなたは？」」

　人形が、哀あわれを誘う声で問う。

「「寂しくないさ。親友がいる」」

　巨人と神鳥が声を重ねる。

　巨人は上、神鳥は下を見て、視線を合わせて微笑み合う二人。

「「うらやましい。うらやましい。私も仲間に入れて」」

「「構わない。友が増えるのは、善よいことだ」」

「「ああ。うれしい。うれしい」」

　くずおれる二体の人形。

　どこからともなく、先ほどの少女が出現する。

　巨人が少女を抱え、戯たわむれに上へと投げる。

　受け取った天使が、少女を下へと投げ返す。

　やがて、輪になって歌い踊る三人。

　お手玉のように、地上と空中を回り、陽気な音楽が劇場中に轟とどろいた。

（よかった。独りじゃなくなったのね）

　ラブラがそう思ったのも一瞬、再び舞台が暗転する。

　ゴツゴツした岩場。

　地上には、巨人と少女だけ。

「……俺はお前が好きだ」

　巨人がその大きな身体を屈め、跪ひざまずいて囁く。

「私もあなたが好きよ。だから、この槌つちをあげる。大地に穴を開けて、いつでも私に会いにきて！」

　少女が満面の笑みを浮かべて言う。

　女性のラブラでもとろけそうになるほどの、魅惑的な表情で、巨人に手作りのウォーハンマーを手渡す。

「違う！　違うのよ！　あんたの『好き』と、巨人の『好き』は！」

　ラブラは思わず叫んだが、なぜか自分の声がよく聞こえない。

（そういえばフレドがこのクモに何か仕込んでいたっけ）

　さらに舞台は暗転。

　舞台下を流れる雲海。

　今度は空だ。

「……ボクはあなたが好きです」

「私もあなたが好きよ。だから、この流星錘ボーラをあげる。火山口を伝って、いつでも私に会いにこられるように」

　少女は巨人に対するそれと全く同じ声色で、重おもりのついた金属の縄を神鳥に贈った。

　さらに、暗転。

　再び、空と地上に二分割された世界。

「「さあ、あの娘に会いに行こう」」

　火山に流星錘を投げ入れる神鳥、大地に槌を振り下ろす巨人。

　間かん髪はつを容れずに舞台が切り替わる。

「ああああああああああああああ、だめええええええええええ！　巨人と神鳥は会っちゃだめなのおおおお！」

　開演時と同じ、薄暗い地下。

　ラブラの叫さけびも虚むなしく、二人は邂かい逅こうしてしまう。

「「なぜ、お前がここに？」」

　声を重ねる神鳥と巨人。

　神鳥の高音と、巨人の低音が入り混じり、不気味な不ふ協きよう和わ音おんを含んだ音楽が流れ出す。

「「愛しいあの子に会いに」」

　再び、重なる意志。

「そんなはずはない。あいつは俺を好きだと言った」

「私だってそうです」

「本当か？　俺は、あいつからこの槌をもらった」

「私とて、この流星錘をもらいました」

「噓だ」

「あなたこそ噓ではないですか」

「なら、戦って確かめよう。もしお前の言っていることが本当だとするなら、あの娘は、強い武器を与えた方を、より好いているはずだ」

「ああ。そうだ。確かめなければなりません」

　巨人が槌を振りかぶる。

　神鳥が流星錘を振り回す。

　雷鳴が轟き、火の粉が舞い、交錯する二つの影。

　またもや暗転。

　喧けん騒そうと真逆の静せい寂じやくが、劇場に満ちる。

　闇の中に生える、二つの赤のスポットライト。

　相打ちとなり、共に地面にくずおれた、神鳥と巨人の姿が露わになる。

「ああ！　そんな！　ああ！　ああ！　ああ！　ああ！」

　舞台袖からやってきた少女は、その姿を見つけ、この世の終わりのような顔で慟どう哭こくした。ああ。そうだ。これが、世界の終わりの始まりだったのだ。

「──サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ　サミシイ」

　一転して、無表情になった少女の目からは滂ぼう沱だと涙が流れ、口元には気が触れたような微笑だけが浮かんでいた。

　少女は神鳥のトサカとクチバシを奪い、巨人の脚と腕をもぎ、不気味な人形を作り上げる。

　いや、もはやあれは人形とはいえない。完全なモンスターだ。

『罪に苛さいなまれ、悪しき魔女が永えい劫ごうの人形を繰る。かくて、世界は魔に満ち満ちて、我らおしなべて実存の罪人なり』

　重厚なナレーションが響き、再び舞台がクモに閉ざされる。

　観客席側に、光量が戻った。

「えっ。これでおわり？」

　ラブラは拍子抜けした顔で、隣のフレドの顔を見つめた。

「ああ、第一幕は終わりだ。しばらく休憩だな」

「そんな！　それじゃあ、あの女の子はどうなるのよ！」

「多分、これ以降は登場しないぞ。神々の争いは、いわば物語の導入部だからな。メインは、この後の『出楽園行パラダイスロスト』だ。神々の時代が終わり、苦しみ多きヒトの時代が始まる」

　フレドがパンフレットに目を落として呟いた。

「そんなあ。それじゃあ、あまりにもあの娘がかわいそうじゃない。ただ、友だちが欲しかっただけなのに！　これからずっと独りで苦しんで生きていけって言うの!?」

「ああ。確かに作品の犠牲者だな。神鳥は天使族の祖先で、巨人は冒瀆者の祖先とされている。天使族も冒瀆者も、どちらのルーツにも悪人役をさせる訳にはいかないから、第三者的な小人の少女のキャラクターにモンスターが誕生した理由を押し付けてる訳だしな。──しかし、脚本と演出が前より格段に良くなっている。少女を単純な悪人にしない方が、物語に深みが出ていいな」

　フレドは満足そうに頷いている。

　こんな時でも、真剣で一生懸命なフレドはかっこいいとは思うが、今欲しい言葉はそれじゃなかった。

「そういうことを言ってるんじゃないの。私は、どうやったらあの子を苦しみから救ってあげられるかって、そういう話を──」

「落ち着け。虚構だ。あの魔女役の女優の演技は神がかっていたから、感情移入する気持ちも分かるが、それでも作り物だ。泣かなくていい」

　フレドは優しい声音で言って、ラブラの頭を優しく撫でてくる。

　そこで、ラブラは初めて、自分が泣いていることに気が付いた。

（噓のお芝居になにムキになってんのよ。私は）

　そう思うと、急に恥ずかしくなってきて、頭の中がクリアになる。

　もちろん、理解していない訳ではなかった。

　神話というものは、わかりやすく昔の出来事を伝えていくための噓であって、本当にあった出来事ではない。実際、ラブラが学んだ神話にはあのような少女はでてこなかった。

　でも、なぜか無む性しようにいたたまれない気持ちになったのはなぜだろう。

　まるで、あの少女が自分そのものであるかのように思えてならなかった。

　多少似ている境遇だったにせよ、あの少女と自分では、容姿も環境も全然違う風だったのに。

　ああ。そうか。

　自分が不安なのは、彼女に異常な感情移入をしてしまった原因は──

「……そうね。でも、あれは噓でも、私たちはここにいるわ。でしょう？」

　ラブラは拠より所どころを探すように、フレドの服の袖そでを摑つかんだ。

「ラブラ？」

　フレドが不思議そうにこちらを見つめる。

「ねえ。フレド。もし、もしよ？　私もフレドに恋をしているとして、未来はどうなるの？」

「……それは、任務を全て達成した後ということか？」

「そうよ。私たちは、カインとリエを倒すために一緒にいる。でも、それが終わったら、また離れ離れにならなきゃいけないわ。一緒にいる理由がないし、私たちが一緒にいたいって言っても、他の誰も──世界が許してはくれないもの」

「世界の常識に従って、論理的に考えればそうなるな」

　フレドが頷く。

「どうしてそんなに冷静なのよ！　フレドは私と一緒にいたくないの!?」

「そんなことはない。だから、一緒になんとかする方法を考えよう。ラブラには何か案はあるか？」

「あるけど……、結局、前も言ったことと同じよ。今回の戦果を手て土産みやげに、自由行動をする権利を手に入れて、そして、誰にも負けない強さを手に入れる。いつか私が天使族の中で最強になったら、フレドと一緒にいても、誰も文句は言えないわ」

　そう言ってはみたものの、あまり自信はなかった。

　前にこの話をした時にフレドに反論された内容に、言い返すことができるほどの根拠を持っていなかったから。

「ふむ。それにはどれくらいの時間がかかる？」

「時間？　分からないわ。わからないけど、一生をかけてやり遂げてみせる」

「それだと、俺は困る。冒瀆者の俺と、天使族のお前では寿命が全然違うからな。ラブラが事を成した時には、多分俺はこの世にはいない」

　フレドが目を閉じて、首を横に振る。

　そうだ。

　そうだった。

　冒瀆者と天使族では生きている時間の流れが違うのだ。

　どんなに頑張っても、引き絞られた弓矢のように一生を駆け抜けるフレドのスピードに合わせて、自分は最強にはなれない。

　じゃあ、もう無理なのだろうか。

　フレドと一緒にいることは。

　彼の声も、今、服越しに感じている体温も、匂いも、姿形も、全ては思い出になって、懐かしむことしかできないというのか。

　そう認識した瞬間、目の前がまっくらになった。

　それは、自分がカタハネの半はん端ぱ者ものだと自覚した時以上の衝撃だった。

　自分が今失ったのは、『愛』よりも激しく、抑えきれない衝動。

　ああ、そうだ。

　もう否定できない。

　つまりはこの感情が──。

「そう。そうよね……。フレド──私はあなたに恋をしているわ。だとしても、カインやリエのように、全てを捨てて、一緒に逃げるなんてことはできない」

　ラブラは、そう言いながらも、自分が吐き出す言葉に胸が張り裂けそうになる。

　大魔法を発動した時よりも、苦しくて、辛い。

　でも、だめなのだ。

　フレドのことは好きだが、もし、全てを投げ捨てて彼についていくならば、それはもはやラブラではない。

「そうか」

　フレドは瞑めい目もくしたまま相あい槌づちを打つ。

「私には、名家の──いえ、家はどうでもいいわ。優れた質料をもって生まれた存在としての責任がある。力を活かして、仲間を守らなきゃいけない」

「だろうな。ラブラは正しいよ。もし、ラブラが全てを置いて逃げ出すような性格なら、俺はお前に恋をしていない」

　フレドは真剣な顔でそう言って、励ますようにラブラの肩を叩いてきた。

「ありがとう。──でも、忘れましょう。これ以上は、お互いにつらくなるだけだわ」

　ラブラはフレドの服からそっと指を離す。

「おいおい。待て待て。勝手に話を終わらすな。まだ、俺のアイデアを聞いてないだろう」

　フレドが慌あわてたように手をワタワタさせて苦笑した。

「じゃあ、あんたはあるっていうの？　私たちがそれぞれのやるべきことから逃げないで、それでも一緒にいる方法が」

「ああ。ある。──これからも俺たちが共に歩める方法が。しかも、俺のアイデアが上手くいけば、リエもカインも殺さずに済む。どうだ。いいことずくめだろう」

　フレドは自信ありげにそう断言した。

「本当に!?　そんな夢みたいなことができるの？　もう！　そんなんあるなら早く言いなさいよ！　無む駄だに落ち込んじゃったじゃない！」

　ラブラは握りこぶしをつくり、フレドの胸をポカポカと叩いた。

「いたっ、お前、力強いんだから手て加か減げんを──まあ、ともかく、あれだ。順を追って話そう。……そもそも論の話になるが、ラブラは、強くなって何から仲間たちを守りたいんだ？」

「もちろん、モンスターと、戦争を仕掛けてくる冒瀆者からよ」

「ああ。だよな。じゃあ、とりあえず、モンスターは置いておくとして、そもそも何で天使族と冒瀆者は争わなければならない？」

「お互いに憎しみあって──いえ、今いいたいのはそういうことじゃないよね？　こんな狭い世界で、居場所と食料を取り合ってるから？」

　ラブラは答えかけた内容を修正する。

　フレドとしばらく一緒にいたからか、少しだが彼の考え方というものがわかりはじめている。

「それだ！　なら、なぜ、俺たちの世界はこんなに狭い？　どうして制限を受けているんだ？」

「そんなの子どもでも知ってるわ。さっきの劇でやってたでしょ。『楽園最果て』にあるっていわれている大穴から、モンスターが無限に湧わき出でてくるからよ。いくら倒しても、倒しても、意味がない。私たちが強くなれば、それだけモンスターも強くなって、数が増える。だから、私達は常にモンスターと戦いながら、今ある分の世界を必死に守り続けるしかない」

　それは、いわば、ラブラが呼吸をしなければ死んだり、果実がやがて木から落ちたりするのと同じ、この世界のルールだった。

　初めから定められているもの。

　在りて在る存在の前提。

「そうだ。逆にいえば、モンスターが無限に湧いてこなくなれば、俺たちが狭い世界に留まっている理由はない。そういうことになるよな？」

　フレドはにやりと不敵に笑う。

「あんた、まさか──」

「ラブラ。前に俺に聞いたよな。世界を良くするアイデアはないかって。教えてやろう。俺の夢は、この狭い世界を飛び出して、『楽園』の大穴に潜り、モンスターの発生源を片付けることだ！」

　フレドは真顔でそう言い切った。

　それは誰も考えなかった──いや、誰もが一度は考えて、馬鹿らしいと笑い飛ばすような荒唐無稽な夢想。

　英雄願望をも超えた、神に至らんとする不遜だった。

「あんた。本気で言ってるの？　それは、神様にもできなかったことなのよ」

　天使族の間に口く伝でんされている神話の種類は色々あるが、いつも最後だけは決まっていた。

『天使族の始し祖そたる神鳥は、楽園の底にいる災さい厄やくの根源たる怪物を討とうと戦いを挑み、惜おしくも敗れた』。

　ラブラはそう聞いている。

「ああ。冒瀆者の神様とやらも負けたらしい。でも、そもそも神とはなんだ？　すごい力を持っていたとしても、所しよ詮せん、俺たちと同じような、有限の命を持つ存在であったことには変わりないじゃないか。かつて失敗したからといって、また失敗するとは限らない。世界の外には、俺たちと同じように、孤立したコミュニティがいくつも存在し、そして、独自の文明を築いてるはずだ。各地で知識と技術を集め、有志で力を合わせれば、この永遠にも似た悪夢を終わらせることは、決して不可能なことじゃないと、俺は信じている」

　フレドは目を輝かせて、饒じよう舌ぜつに語る。

　この目だ。

　この目にラブラは惚ほれてしまったのだ。

　脆ぜい弱じやくな身体しか持たないのに、知恵と技術と努力で、不利を克服してきた冒瀆者。

　その極みたるフレドならば、途方もない妄想ですら、不可能ではないと思えてしまう。

　いや、でも、だめだ。

　彼のことを好きならば、突っ込むべきところは突っ込まないと。

「……あんたの言う通り、外には私たちの知らないようなすごい力を持った奴らがいるかもしれないわ。でも、そもそもどうやって、プールを突破するのよ。何万、ひょっとしたら何億もの数のモンスターがいるかもしれないのよ。その全部を戦って倒すっていうの？」

「いや、発想を変えろ。簡単だ。そもそも、戦わなければいい」

「戦わない？　そんなことできるの？」

「ああ。スタンピードがあるのは知っているな？　その中に、モンスターを率いるボス個体がいることも」

「ええ。モンスターの『王』ね。その地域のプールの熾し烈れつな弱肉強食を勝ち抜いて、頂点に立った最強」

　ラブラは頷く。

　スタンピードの直後、モンスターは爆発的に増えるが、その後、食物連鎖によって収しゆう斂れんされ、適度な数に収まる。しかし、それは全く脅きよう威いの減少を意味しない。天使族がモンスターを食らい強くなるように、モンスターもまた、自し然ぜん淘とう汰たの過程で強くなっていく。数が減る代わりに、モンスターの『質』が上がるのだ。すなわち、スタンピードの休止期間とは、一匹の王が死に、次の王が育ち切るまでの準備時間である。

　モンスターの修羅道を勝ち抜いた『王』を殺し、食らうのは、天使族にとっての最高の栄誉でもあった。

「そうだ。そして、ある程度の強さに達したボスモンスターの下には、本能的にモンスターは近づこうとしない。というか、近づこうとしないほど強くなったのがボスモンスターだ。プールとボスモンスターの間。そこに、空白域が産まれる」

「……話が読めてきたわ。その空白域を通って、外に出ようっていうのね」

「そうだ。ボスモンスターが強ければ強いほど、空白域は広い。そして、この先にあるのは──」

「なるほど、『死の山』。『最強の中の最強カイザー』ね」

　ただでさえ、強いモンスターが集まる死の山。その中で勝ち抜いたモンスターの皇帝が、火口の奥深くに潜んでいるという。

「そうだ。つまり、この先には、今、最も成功率の高い、世界の外への脱出路がある」

「でも、モンスターが皇帝に近づかないのは、殺されるのが怖いからでしょ？　私たちが皇帝のテリトリーに入ったら、すぐに殺されちゃうんじゃない？」

　ラブラは首を傾げた。

「……それが、『近づいたら殺されるほど強い』のと、『実際に殺されるか』はまた別問題なんだよな。矛盾するようだが、空白域に近づいたモンスターの多くは殺されない。一説には、神話時代に俺たちヒトたちを滅ぼすという共通目標を刷り込みインプリンテイングされたモンスターが、スタンピードに必要な戦力を集めるための集合的無意識下の調整機能だとも言われている。弱肉強食を徹底すると、最終的には、最強の一体しか残らないことになるから」

「ごめん。難しくてよくわかんない」

「まあ、なんというか、例えば、ラブラ、外で食事をとっていたら、器にいっぱいハエがたかってくるだろ。その一匹一匹を、いちいち全部殺そうと思うか？」

「しないわ。きりがないし、めんどくさいもの。実害もないし、潰してる時間の方がもったいない」

「そういうことだ。ある一定の強さの脅威が接近するまで、こちらから手を出すような愚かなことをしない限り、ボスモンスターは俺たちを無視する。もちろん、軍隊レベルの戦力を放り込めば、即座に消し炭にされるだろうが、俺たち数人が中に入ったところでボスモンスターは反応しないはずだ」

「そんなに上手くいくかしら。モンスター同士ならともかく、あんたもいった通り、モンスターは私たちに本能的な敵意を抱いているわ。雑ざ魚こだとしても、殺したいと思うのが普通よ」

「そこで、俺たちのフネだ。ボクサーは、モンスターに擬ぎ態たいできるような加工をほどこしてある。さらに、戦力をわざと弱くみせるような偽装もな。今までは、天使族の遺い骸がいを使っていたから、かなり不自然なエネルギー反応になってしまっていたんだが、今ならラブラたちが協力してくれているから、自然なカモフラージュができる。実際、道中、ギリギリまで、俺たちのフネの接近にモンスターが全く気付かないことが何度もあっただろ？」

「あれって、他のフネじゃできないの？」

　確かに、すごい隠密性能だとは思っていた。

　このフネに奇襲や暗殺をしかけられたら、天使族もきついだろうに、どうやって対処しているのだろうと思っていたところだ。

「ああ、そうか。ラブラは他のフネを知らないから、比較のしようがないよな。自画自賛になってしまうが、ぶっちゃけ、めちゃくちゃすごい。フネそのものはもちろん、俺の操縦士としての力と、シズの危機察知能力がないと成立しないからな。だからこそ、俺たちは名うてのモンスター狩りになれたんだ」

　フレドが誇らしげに言った。

　その言葉には、自分の築き上げてきた技術と仲間への信頼がつまっている。

「……よくわかったわ。私が後、気になるのは一つだけ。実際に火口の中に入った後、どういうルートを辿るかは決まってるの？」

「ああ。ここに地図があるぞ。火口から地下水脈を通って、外に至るまでの具体的な経路を記したものがな」

　フレドは、やや手間取りながら、二重、三重になっているらしいポケットの奥から、古びた紙を取り出した。

　文字は読めないラブラだが、精せい緻ちなその図だけで、どれだけの労力がそこについやされているのかがわかる。

「すごいわね……さっきの皇帝の生態とか、この地図とか、全部自分で調べたの？」

「全部じゃない。ボクサーの加工技術とかは俺のオリジナルだが、元々、冒瀆者の間には、この世界を抜け出して新天地を探そうとする『楽園派』と呼ばれる一派があってな。今は政争に敗れて壊滅してしまったが、彼らが残した知識を俺の『師匠』が掘り起こしてブラッシュアップした。ボスモンスターとか脱出経路とかの知識はそっち方面からとってる」

「その師匠は今どこにいるの？　置いていっていいの？」

「いい。っていうか、むしろ置いていかれたのは俺の方だ。師匠は、もう何年も前に、この地図だけを残して出て行ったよ。錬金術で自分の死体を用意して、念入りに事故死を偽装したから、他の誰ももう師匠がこの世にいるとは思っていないけど、俺は無事に外の世界に行ったと信じてる」

　フレドはそこで少しだけ寂しそうに目を細めた。

　本当にそう信じているのか、それとも願望を込めて言っているのか、ラブラには判断がつかない。

「……全部計画してたのね。私たちに会う、ずっとずっと前から」

　もはや、ラブラにフレドの夢を否定することはできなかった。

　ラブラの抱いている漠然とした夢と違って、フレドは幼い頃から、ずっと考え続けてきたのだろう。あの途と方ほうもない目標を、現実のものとするために。

　大それた夢を抱く者は多い。だけど、その実現のために一歩一歩努力できる者はとても少ない。ラブラにはよくわかる。辛いからだ。目標が遠ければ遠いほど、やるべきことは多く、現実は障害となり、襲い掛かってくる。常識という圧力が、時には悪意をもって、時には善意の形で、夢をあきらめさせようとしてくるのだ。

　それでも、フレドはめげなかったのだ。

　たった一回の、チャンスを実現するために。

「そうだ。一つしかない命をかける以上、できる限りの準備はしないとな。で、あとはリエとカインをどう救うかという話だが──」

「言わなくてもわかるわよ。初めは、私じゃなくて、カインとリエだけを協力させるつもりだったんでしょ」

　さすがにラブラもここまでくれば察することができた。駆け落ちした行き場のない二人に、フレドは共に生きる未来を提示してあげるつもりだったのだ。

「ああ。そうだ。はっきり言って、ラブラたちには期待していなかった。今回、俺のパートナーになる天使族が信頼できる存在かどうか、全くわからなかったからな。楽観的な観測で計画は立てられない」

「まあ当然よね。私も、はっきり言って怖かったわよ。カタハネって馬鹿にされている私と釣りあうと思われている冒瀆者ってどんな奴だろうって。しかも都合よく羽までくれるって言うしさ。──でも、私がフレドと一緒に行って問題ないの？　あのフネには六人も乗る余裕はないでしょ」

「ああ、それは問題ない。リエが軍から持ち出したフネをちょっとモンスターに偽装するだけだ。あらかじめ予備パーツもしっかり準備してあるから、すぐに加工はできる。フネが一体から二体になったところで、誤差レベルだからな」

　フレドが鷹おう揚ように頷く。

「ふうー。なるほど、そんなところまで、全部計算済みって訳ね」

　ラブラは感心してため息をつく。

　冒瀆者というのは、いつもこうやって先の先まで読んで生きているのだろうか。

　ラブラが真似をしようとすれば、すぐに頭がパンクして熱が出てしまいそうだ。

「ああ。でも、俺にも計算外はあったけどな」

「へえ。どんな？」

「決まってるだろ。俺が恋をするなんて、一生ありえないと思っていた。最も興味の薄い分野だったからな」

　フレドがラブラの手を握って微笑む。

「フレド……」

　ラブラもそっとその手を握り返した。

　しばし、二人無言で見つめ合う。

「──さあ。俺は全部話した。ラブラは、どうしたい？　俺と一緒に来てくれるか？」

　やがて、ラブラからそっと離れたフレドが、緊張の面おも持もちで尋たずねる。

「私は……。私は、行きたい。フレドと一緒なら、私の夢もより良い形で叶えられると思うから」

　ラブラはしっかりと言葉を紡つむぐ。

　それが、今のラブラの偽らざる想いだった。

　もし、今、世界を覆っているモンスターがいなくなれば、天使族と冒瀆者は争う理由がなくなる。

　それでも、アホ共は戦い続けるかもしれないけど、他の所に行きたい奴は行けるようになるだろう。

　外にラブラたちとは違う文化を持った者たちがいるなら、そちらとの交流もできてくるだろうし、少なくともこの永遠に続くような、不毛で息苦しい世界は変わる。

　完璧じゃなくても、今よりも、みんな幸せになることは疑いようもない。

「そうか。じゃあ──」

「で、でも、まだ待って。私一人じゃ決められないわ。私にはずっと、支えてくれたイネルスがいる。あの子とも相談しないと、本当の答えは出せないわ」

　喜色を浮かべるフレドに、ラブラは慌ててそう付け加える。

　イネルスは、ラブラが守ってあげなければならない大切な存在だ。

　もし、イネルスが外に出るのを嫌がったら、どうすればいいのだろう。

　ラブラだけフレドと一緒に世界の外に出てしまえば、イネルスは他の天使族から責められて、苦しい立場に置かれることは間違いない。

　殺されるか、奴隷のように扱われるか、よくても他の天使族の従者に回されるはずだ。

　最良のケースでも、ドジなところが多いあの子が、他の天使族に満足に仕えられるとは思えないし、今よりもひどい状況に追いやってしまうことになる。

（もしそうなったら、私は選べるかしら）

「そうか。そうだよな。正直に言って、俺はイネルスのことをよく知らないが、お前が信頼できる相手だというなら、その決断を俺は信用しよう。よく考えてから決めるといい。でも、絶対に作戦のことは口外しないようにイネルスによく言い含めてくれよ。今、このことを知っているのは、俺とシズとお前だけだ」

　フレドは一瞬がっかりしたような顔になったが、すぐに微笑みを浮かべ、そう言ってくれた。

「わかったわ」

　フレドの忠告に、ラブラは深く頷いた。

　不安だが、今あれこれ考えてもしょうがない。

　実際イネルスに話してみれば、案外あっさりついてきてくれるということになるかもしれないし。

　そんなことを考えていると、再び観客席側が暗くなり、舞台のクモが晴れていく。

「第二幕が始まるな。ふう。まあ、あれやこれやは忘れて、今は純粋に劇を楽しもうぜ」

「ええ。そうね」

　ラブラは頷いて、再び、視線を横のフレドから前へと移した。





　　　　＊






　全ての演目が終わり、クモが閉じていく。

「素晴らしい。これぞ芸術だな」

　鳴りやまぬ拍手に加勢しながら、フレドは賞しよう賛さんを口にした。

「もおおおおおお！　何でみんな死んじゃうのよおおおおお！　もやもやするううううう！　誰か一人くらい幸せになりなさいよおおおおお！」

　ラブラはもどかしさをぶつけるように腕を高速でぐるぐると回す。

　そんな些さ細さいな仕草も愛らしい。

「悲劇というのはそういうものだ。──じゃあ、出るか」

　フレドはサイレンサーなどの機器を回収し、紐を引く。

「ご利用ありがとうございました。当劇場をお楽しみ頂けましたでしょうか？」

　しばらくしてからやってきたむくつけきボーイ──アベルが、野太い声で尋ねてきた。

「俺は大変興味深く観させてもらった」

　フレドは行きと同じような格好でラブラを後ろから抱きかかえつつ、満足感と共に頷いた。

　色々な検けん閲えつや制限を受けても、ここまで自分たちの業わざを進化させてきたプロフェッショナルたちに素直に敬意を表する。

　もし、いつかフレドの夢が実現し、彼らが自由に創作できるようなった暁には、さらに感動的な作品を見せてくれるだろう。

「私もおもしろかったけど！　色々かわいそうすぎ！　特に最初の女の子！」

「確かに、俺の主観だが、後のメインを張っていた女優よりも、魔女役の少女の演技の方が上手いように感じたな」

「新人ですが……。しかし、そう言って頂けると、演じたあちらの彼女も役やく者しや冥みよう利りにつきるかと思います」

　アベルはフレドたちをクモから地上へ抱え下ろしながら、顎で足下を示す。

　そこでは、出入口の両脇に並んだ演者たちが、観客へのファンサービスを行っていた。

　端の方に、第一幕で魔女を演じた少女もいて、観客との握手や雑談に応じている。

「へえ──ねえ、フレド。あれは、なにをやってるの？」

　ラブラが、観客から渡されたパンフレットに何かを記している少女を見て、尋ねてくる。

「うん？　あれはサインだな。今日の想い出に、自分の気に入った役者に名前とかを書いてもらうんだ」

「へえ！　素敵ね。私もあの子のサインが欲しいわ」

「気持ちは分かるが、これ以上劇場に手間をかけるのはな」

　フレドはちらりとアベルの様子を窺うかがった。

　当たり前だが、退出時も、天使族と冒瀆者の分離は徹底されている。

　つまり、天使族のラブラは、冒瀆者の役者である少女に話しかけることはできない。

「お客様、それでしたら、もしよろしければ、お客様がお嬢様の代わりにサインを貰って差し上げるというのはいかがでしょうか」

　フレドたちを運び終えたアベルが野太い声で呟く。

　ふむ。どうやらそれくらいならば、『セーフ』らしい。

　ならお言葉に甘えさせてもらおう。

「ああ、それはいい。ラブラ、パンフレットを貸してくれ」

「はい」

　ラブラが抱えていたカラフルなパンフレットを受け取り、少女へと近づいていく。

「この度はご観覧ありがとうございましたー！　どうでしたか？　楽しんで頂けました？」

　舞台の上とは真逆のはじけるような笑顔で少女が尋ねる。

「とてもよかったよ。ツレと二人とも、あなたのファンになってしまった。だから、よければサインをお願いできるかな。一つは、『ラブラ』へ。もう一つは『フレド』へ」

「はい。よろこんでー！」

　少女は、ラブラとフレドのパンフレットを受け取り、さらさらとペンを走らせる。

「はい。まずこちらです」

『ラブラ様へ　応援してくださってありがとうございます。あなたの真剣な眼まな差ざしと涙、確かに私は感じていました』

「ありがとう」

「はい。次はあなたに」

『フレドっちへ。七の鐘に猫のうんこで待つ。追伸：あんたもやるじゃん。妹ちゃんだけじゃ飽き足りないなんて、このエッチッチのチー』

「おい。お前──」

　瞬間、フレドは目を見開いた。

「はい。次の方どうぞー」

　声をかけようとするが、少女へと押し寄せる人波に流されて近づけない。

　どうやら、わずかの間に奴は、人気女優へと昇りつめやがったらしい。

　ここで軍の強権をちらつかせて逮捕させることもできなくはないが、それではフレドの計画は破は綻たんする。

　というか、こうして向こうから接触を図ってきたということは、逃げ道くらいは用意しているのだろう。

「フレド。サインは？　──どうしたの。そんな怖い顔して」

「後で話す。そうだ！　あのボーイ──アベルは!?」

　フレドはラブラにパンフレットを押し付けながら尋ねた。

「なんか、『それでは、私は次のお客様を誘導しなければなりませんので』とか言って、劇場に戻っていったわよ」

「チッ。遅かったか」

　あの新人女優がリエならば、自分を誘導したアベルはカインだと考えるのが自然な帰結だ。

「もう。独りで納得してないで、説明してよ！」

「場所を変えるぞ」

　ラブラの腕を引っ張って足早に劇場を出ると、路地裏に場所を移した。

　再びサイレンサーを張り、会話の漏ろう洩えいを防ぐ。

「ちょ、ちょっとどうしたのよ。いきなりこんな所に連れ込んで。だ、だめよ！　私がいくらあなたに恋をしてるっていってもこういうことはまだ早いっていうか、順序を踏んで欲しくて、でも嫌って訳でもないし、興味もあるにはあるんだけど──」

　ラブラが頰を両手で挟み、身をくねらせる。

　どうやら、脳内で妄想を爆発させているらしい。

「何を勘違いしている。任務だ。あいつらが接触を図はかってきた。あのボーイがカインで、第一幕に出てた少女はリエだ」

　ラブラに、現状を突きつける。

「えっ！　あれが？　全然、前に見たカインと違うんだけど!?」

　ラブラが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ああ。リエの方もそうだ」

　フレドは顔を歪ゆがめた。

　接触を誘発したのは自分とはいえ、主導権を向こうに握られてしまったのは悔しい。

「でも、そうか。カインは魔法の達人だから、あれくらいの変装はお手の物よね。身体強化と、幻想魔法の合わせ技かしら」

　ラブラが納得したように頷く。

「それで、リエの見た目もいじっていたのかもな。まあ、そうでなくても、あいつは化け粧しようとかで七しち変へん化げする化け物だ」

　リエとは、すなわち、モンスターよりも予測不能な不可思議生命体である。

「で、向こうはなんて？」

「七の鐘──三○分後に、あいつら指定の喫茶店『下しも々じもの星』で会おうと提案された」

『猫のうんこ』とは暗号──というほどでもないが、仲間内だけで通じるスラングのようなものだ。

　中立都市で有名な、草食い猫ハーブキヤツトの腸内で発はつ酵こうした木の実から作る、特殊なお茶を出す店のことである。

「会うのよね？」

「当然だ。俺はシズを呼んでくる。ラブラはイネルスの方を頼めるか？」

　皆で定めた集合時刻まではまだ二時間あるが、それでは先方が指定してきた時刻に間に合わない。

「わかったわ。イネルスを拾ったら、直接店に向かえばいい？」

「それで頼む。店は劇場の裏の目立つ位置にある。腹を掻かっ捌さばかれたハーブキャットが干してあるから場所はすぐにわかるはずだ」

「了解」

　二手に分かれて街を駆け出す。

　どうやら、フレドの計画も、今や佳か境きように入ったようだ。





　　　　＊






（街の端から聞き込みを始めたのなら、今頃、あの子は大体この辺りかしら）

　ラブラは急ぎ足で当たりをつけた場所に向かい、魔力を込めた口笛を吹く。

　少し場所を変えて、二、三回同じことを繰り返すと、馴な染じみのある質料の気配を感じた。

「はうー。お嬢様ー！　お待たせしましたー。ごめんなさい。裏切者たちの情報はまだ……」

　イネルスがパタパタと翼をはためかせ、空から降りてくる。

「いいのよ。だって──ああ、そうだ。周りに聞こえないようにしないと」

　ラブラはイネルスの手を握り、声を微弱な風の魔法に乗せて伝達する。

　フレドには骨こつ伝でん導どうがどうとか言われたが、ともかく、これで他の者に話が漏れることはない。

（お嬢様──？）

　イネルスが不思議そうな顔をしながら、同じ魔法で言葉を返してくる。

（今から言うことは、誰にも話しちゃだめよ。絶対に）

（は、はい。なんだかよくわかりませんけど、お嬢様のおっしゃる通りに）

　ラブラは、イネルスにフレドから聞いたことをそのまま伝える。

　フレドが、世界の外を目指していること。

　その方法は、具体的で実現できる可能性が十分にあること。

　そして、カインとリエも殺さずに連れていくつもりだということ。

（はうー。あのあのあの！　そんな大それたこと、急に言われても、なにがなんだか──）

　イネルスはラブラの口から放たれる情報の洪水に、目を白黒させた。

（ごめんなさい。本当はもっと考える時間をあげたかったけど、そうもいかないみたいだから）
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　この後、カインとリエに会うとなれば、当然その時に、フレドは計画を切り出すことになる。ならば、今、ここでイネルスに決断を迫るほかない。

（お嬢様……）

（ついてきてくれるのなら嬉しいけれど、もし、私についてくるのが嫌なら、そうね……。逃げられるくらいの時間が経ったら──明日にでも、私たちのことを上に報告しなさいよ。そうすれば、少なくとも裏切者として殺されることはないはずだわ）

　ラブラにはそう言ってやるのが精いっぱいだった。

　自分はフレドのように頭はよくない。

　情けないが、この短時間で彼女のために用意してあげられる選択肢はこの程度だ。

（そんなことをしたら、お嬢様が殺されてしまいますよ。ひょっとして、あの冒瀆者に騙だまされているんじゃないですか！　私、心配です！）

　イネルスが潤んだ瞳で、こちらを見上げてくる。

　フレドを悪く言うような物言いにカチンときたラブラだったが、よく考えるまでもなく、彼女のその反応は、天使族としては当たり前のものだった。

　もしかしたら、おかしいのは自分の方なのかもしれない。

　でも、忠告を受けてもなお、フレドを疑う気持ちはちっとも湧き上がってはこなかった。

（そうだとしても、フレドを信じると決めたのは私だから、後悔はないわ）

　ラブラはイネルスの手をぎゅっと握って、はっきりとそう宣言する。

（そうですか……。……。……。そこまでの覚悟がおありなら、私はお嬢様の従者ですから、最後までお供します）

　しばらく瞳を閉じて、考えていたイネルスは、やがて意を決したように口を開き、震ふるえる声で呟いた。

　怖いし、不安だろうに、それでもこの子は自分について来てくれるというのだ。

「そう！　よかった！　あなたがきてくれると、とても心強いわ！」

　感動に任せて思わず魔法を使うことも忘れ、イネルスを抱きしめる。

「お、お嬢様、苦しいですぅー！」

　イネルスがアップアップと細切れに息を吐き出す。

「ご、ごめんなさい。嬉しくて──じゃ、早速待ち合わせ場所に向かいましょう」

　ラブラはイネルスを解放し、その手を引いた。

「は、はい。でも、あの……」

「なに？　言いたいことがあるなら、今の内に言っておきなさい」

　何かを言いにくそうにもじもじするイネルスに先を促す。

「お、お、おトイレに行ってきても構いませんか？　びっくりするお話を聞いたから、緊張してしまって」

　イネルスが頰ほおを染め、小声で呟く。

「ぷっ。もう、なんだ、そんなこと。遠慮せずに行ってきなさいよ」

　何かもっと深刻な質問が飛んでくるかと思っていたラブラは、実際の答えとのギャップに吹き出す。

「すびませんー。──ふう。ふう。ふう。ピエッ。いたたたた。急がなきゃ」

　急いで駆けだして転んだ後、健けな気げに立ち上がってまた走り出す。

「もう。全くあの子は、大丈夫かしら……。でも、よかったわ」

　イネルスがついてきてくれるなら、もう、ラブラがフレドたちと夢を見ることに、何の障害もない。

　新しい運命が始まる予感に、ラブラは身体の芯しんが熱くなっていくのを感じていた。





　　　　＊






「──そういう訳で、『ブルーダイヤ』と『アルバトロス』の居場所の目星はついた」

　フレドは、連絡用の子機共鳴性クリスタルで呼び出したシズに、「符ふ丁ちよう」を交え、状況を説明する。

「全く。あの人らしいといえばらしいが……、そもそもお前もお前だ。機密は共有する人間が増えれば増えるほど、指数関数的に露見する確率が上がるっていうのに。どうしてボクの周りにいる奴はどいつもこいつも自分勝手なんだ。不幸だ」

　件くだんの『下々の星』に向かう道中、シズは息を吐くがごとく不満を並べ立てた。

　この段階で、フレドがラブラに計画を明かしたことが不満らしい。

　確かに、論理的にはシズの言う通りだ。

　でも、ラブラとの恋が成じよう就じゆしないと思った瞬間、自分でも信じられないほど素直に、洗いざらいラブラに心の内を明かしていたのだ。

　恋がこれほどままならないものなら、なるほど『罪』とされるのも納得である。

「ああ。自分でも愚かだとは思う。だが、それでも感情は止められない。こればっかりはな」

「はあ。随分幸せそうな顔だな。もしかして、これはあれか。もしかして、ボクが周囲を発情させるフェロモンでも出しているのか？　それとも、周りがボクの分の幸福を吸い取ってるのか？　いや、きっとそうだ。そうに違いない。ボクに近づくなああああああああああああ！」

　被害妄想じみた臆測を並べ立て、シズがフレドから距離を取った。

　もしかしたらシズは、姉と、フレドと、二人共恋をしているので、自分だけ仲間外れにされたように感じてすねているのかもしれない。

　意外とこいつはそういう幼稚なところがある。

「フレド！」

　そんなシズを適当になだめながら『下々の星』の前まで来ると、向こうから見知った顔が二人。

「ラブラ──と、イネルスもいるということは？」

「ええ。納得してくれたわ」

　ラブラがイネルスの肩を抱いて満面の笑みを浮かべる。

「そうか……。よかった。ちょうど時間だな。……危険な反応はないが。ラブラはどうだ？」

　フレドはほっとして緩みそうになる心を引き締め、アミを一瞥する。

「特には感じないわ。カインほどの質料があれば分かるはずだけど、多分隠してるのね」

　ラブラが目を細める。

「ふむ。まあこれ以上考えても仕方ないな。──入るぞ」

　いつでも抜けるように銃に手をかける。

　両開きのスイングドアを肩で押し開けた。

　パパパパパン、と小さな破裂音。

「ひゃ、ひゃあ。な、なんですか!?」

　イネルスが悲鳴と共に、頭を抱えてしゃがみこむ。

「罠かっ!?」

　フレドは咄とつ嗟さに床を転がり、銃口を視界に入った人影に向けた。

「おめでとちゃーん！　って、フレドっち、そんな物騒なものはしまってしまって！　ウチのダーリンがブチ切れちゃう！」

　いつか聞いた、軽薄で、でも耳を傾けずにはいられないような芯のある声──リエがテーブルの上に腰かけていた。

　今は劇場で見た時と違い、偽装ではなく本来の姿だ。

　服は、ホットパンツにキャミソールで、肌の露出が多い。

　身体のパーツのバランスはシズに似ているといえば似ているが、二回りほど小さいので、一見すると、むしろリエの方が妹に見える。

　髪も寝ぐせのまま放置しているようなボブカットのシズとは違い、軍規を無視して七色に染め上げられたロングヘアで、見るからに派手だ。

　極めつけは、その表情。

　長年陰気な顔をし続けてきたシズ。常に明るいを通り越して娼婦街の蛍光色の灯りのごとく、暴ぼう虐ぎやくじみた笑顔を振りまいてきたリエ。二人は骨格こそ似ていても、表情筋の付き方が違うのだろう。言われてみれば姉妹だと分からなくはない程度の類似性はあるものの、言われなければわからない程度の異質性を確保している。

「なんのつもりよ！　いきなりあんな音させたら攻撃だと思うでしょうが！」

　ラブラがフレドを庇かばうように前に出て、怒りを露あらわにした。

「なにって。お祝いっしょ？　ウチとダーリンと同じ、異種族同士の恋人カポーのお仲間ができたから、せっかく、わざわざ破裂フグの幼体祝砲を用意してあげたんだし。それなのになに？　真面目な顔して！　『罠か！』とか、バリウケるんですけど」

　リエが心外そうに頰を膨らませて、足下の破裂した小袋を指さした。

　ああ、この人騒がせな感じは、間違いなくリエだ。

「この後、劇団の打ち上げがあるから、今日はここ、貸し切りになっているんだ。リエが機転を利かせて、『先に行って先輩方のために準備をするから』という名目で時間を作った。一応、僕も人払いの魔法をかけてあるから、しばらくは心配しなくていい」

　カインと思おぼしき天使族の男がそう補足する。

　銀髪に、整った鼻び梁りよう、曇りなき純白の双翼。

　完全無欠の優やさ男おとこじみた風ふう貌ぼうに、ゆったりとした窒息の雲魔ホワイトクラウド製のガウンが憎たらしいほど似合っている。

　口元にはアルカイックスマイルを浮かべているが、リエを守るように半歩前に構えるその身のこなしには一切の隙がない。
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　彼が評判通りの強者であることは、疑いようもなかった。

「なんでお前はこの短期間でそこまで劇団に馴染んでるんだ。まさか、変な毒で洗脳とかしてないだろうな」

「失礼ね。見た目はダーリンの魔法と、化粧と変装とでいじってるけど、ちゃんとウチは正式にオーディションを受けて入団したし。ま、街で活動する身分が欲しかっただけだから、別に脇役でアリアリだったんだけどさあ。そこそこ真面目にやってたら、なんか、評価されちゃってね。いい役くれるっていうのに、断るの不自然っしょ？」

　リエはそう言って、あっけらかんと笑う。

「そうだな。姉貴は昔からそういう奴だよ。そのせいでボクは……」

　シズが自動的にネガティブモードに突入する。

　だが、この時ばかりは彼女に同情した。

　リエという女は、本当にどうしようもなく天才なのだ。

「僕の方も、見た目を偽りこそすれ、誰かの職や命を奪うような真似はしてないさ。ちゃんとボーイの仕事をしていたつもりだ」

　カインが穏やかに語る。

「まあいい。まずは、俺たちと接触を持つという決断をしてくれたことに感謝するよ。もし逆の立場だったら、躊ちゆう躇ちよしただろうしな」

「リエは、『フレドは上に喧嘩売りまくりのヤベー奴だし、妹もいるから大丈夫っしょ』って言ってたけど、僕は警戒していたよ。だから、申し訳ないけど、信頼できるかどうか、劇場で君たちを観察させてもらった」

「……そうか。じゃあもしかして、俺たちの会話も？」

　だとすれば話は早い。

　まあ、色々、恋愛感情の告白やらをぶちまけていたので恥ずかしい部分はあるが、話の手間は省はぶける。

「いや、そこは君がしっかり防衛策を取っていたじゃないか。それに、いくらなんでも、恋人同士の会話を盗み聞くような失礼な真似はしないさ。もっとも、透視の魔法で、二人の雰囲気は見させてもらったけど、それだけでも、君たちが本当に恋愛関係にあると分かったから、僕も信用することにしたんだ」

「……そうか。俺たちの状態は客観的に見ても、恋と言っていい状態だったんだな。よかった」

　フレドは頷く。

　自分の感情にもはや疑いはもっていなかったが、それでも第三者から認められると少し安堵感を覚えた。

「ええ。私たち、自分たちの感情が恋かどうか、確証がもてなかったもんね。──ねえ。あんたたちは、いつ恋だって気が付いたの？」

　ラブラが、興きよう味み津しん々しんな様子で尋ねた。

「んー？　そんなもん、簡単っしょ？　だって、ダーリンかっこいいし、戦場で会った瞬間に、『あっ。こいつがウチの彼ピッピだ』って理屈じゃなく思ったもん。最初は、急所外して攻撃して、捕まえてウチのものにしちゃえ、とかも思ったんだけどさ。これが、剣を振れない訳。不思議なことに。ウチにはダーリンを攻撃できない。だったら、一緒に逃げるしかないじゃん」

　迷いなくリエはそう言い切った。

　ぶっとんだ奴だが、こういう思い切りの良さは、正直、根が慎重なフレドには羨ましく思えた。

「僕は、彼女みたいに直感的には動けなかった。でも、天使族の義務だって自分に言い聞かせても積極的に殺す気になれなかったのは確かだよ。最初は、『リエと僕は実力が伯はく仲ちゆうしているから、全力で戦えば相打ちになる。だから、隙を見て、彼女を殺せばいい』という気持ちでついて行ってたんだけどね。何日経っても、やっぱり無理だった。僕はリエを殺せない。殺せないどころか、どんどん好きになっていくんだ。彼女のブレなさとか、えくぼとか、手の温もりとか、どうでもいいことまでね。後から考えれば、やっぱり、禁忌の言う、一ひと目め惚ぼれ、ということになるんだろう」

　カインは、憂うれいを帯びた表情で呟く。

　どうやら、彼はリエと違って割と現実的な思考をするらしい。

「殺せないか。そういえば、俺もラブラと初めて会った時、銃を抜けなかった」

「私もフレドをかみ砕いてやろうと思ったけど、できなかったわ」

　フレドとラブラは顔を見合わせて頷き合う。

「それ決まりっしょ。っていうか、私も舞台から見てたけど、あんたたちは間違いなく恋してるって。はあー、それにしても情けないわー。妹ちゃんさあ、フレドっちとあんなに一緒にいたのに、秒でかっさらわれてやんの。プギャー！」

　リエはシズをからかいながら、人差し指でその額を突いた。

「ボクとフレドは相棒だぞ！　それ以上でも以下でもない！　大体、無茶しすぎて、誰もフネでパートナーになってくれる乗組員がいなくなった姉貴よりはマシだ」

　シズがその手を払い、怨えん嗟さの籠った目でリエを睨にらんだ。

「いないんじゃなくていすぎるんですけど？　大体ウチの場合は、男と組むと向こうが発情して、上に生殖申請とか出しまくりやがるし、女と組むとやっぱりウチのこと好きになりすぎて、『性的な倒とう錯さくを誘発し、風紀を乱した』とか上にごちゃごちゃ言われるのよねー。結果的に、興味ない奴に絡まれてもウザいから一人でフネ回せるようになっただけだし。あんたの場合は、フレドくらいしか組んでくれるのがいなかったんでしょ？　全然違わね？」

　リエがシズの些細な反抗を、言葉の暴力で圧殺する。

「クソッ！　こんな時だけ正論を！　とにかく、早く任務の話をしろ！　ボクたちがこんな形で呑気に会合してるってバレたら終わりだぞ。大体、どこに軍の密偵が潜んでいるかわからないんだから

「こちら！　ヨーク警備隊だ！　引き渡し協定に基づき、脱走者二名を確保する！」

「覚悟しろ！　天使族の面汚しめ！」

　──って。え？」

　まるでシズの言葉が呼び水になったかのように、壁と天井の中心が轟音を立てて崩れた。

「伏せろ！」

　近くにいたラブラとイネルスを摑み、テーブルの下に滑り込む。

　そのままの勢いで、靴底でテーブルの底面を擦れば、仕込んでいたコカトリスの息硬化煙が噴出する。

　強化されるテーブル。

　即席の盾が完成する。

　頭上スレスレを通過していく弾丸と、天井から降り注ぐ炎の槍。

　確保と言いつつ、殺意に満ちた攻撃だった。

「ああ！　もう！　これじゃまるでボクがこの事態を呼び寄せたみたいじゃないか！　僕は不幸だけど、不幸になりたくて、不幸な訳じゃないぞ！」

　シズがなにやら哲学的な苦悩を漏らしながらも、芸術的なジャンプで斜め上に跳ぶ。

　そのまま、二口ヤモリの手潜入用吸盤のグローブを発動し、天井の隅に張り付いて、攻撃を回避する。

　さすがはフレドの相棒。

　見事な生き意地の汚さだ。

（開戦派か？　リエとカインの確保にかこつけて俺たちを消しに？）

　フレドは瞬時に思考を繰る。

　フレドのレーダーにも、シズの危機感知にも反応せず、カインとリエの施ほどこしていた隠いん蔽ぺい工こう作さくも突破した。

　それなりの装備と技術がないとできないことだ。

　ヨークの警備隊を名乗っているが、それならば、本来仲の悪い天使族と冒瀆者が共闘しているのは不自然だ。しかも、中立という名の事なかれ主義のヨークならば、本来は殺すよりも、『追い出す』方が優先されるはず。

　だとすれば、籍だけ借りた、もっと『上』が関わっているチームと考えるべきだろう。

「マジ？」

「……悪いけど、会談は中止だ。この早さ。僕としては、君たちの中の誰かが、情報を漏らしたとしか思えないな。残念だ。本当に」

　シールドを張って防御に徹していたカインが、こちらに疑いの眼差しを向けてくる。

「ちょっ。ダーリン？　こいつら、何か話があったっぽいけど？」

「ダメだ。リエの安全が最優先だ。もしかしたら、当たり障りのない会話で敵が来るまでの時間を稼かせいでいたのかもしれない──タイムグラビティ」

　カインがリエを抱き上げた──そう思った次の瞬間には、二人の姿はもう消失していた。

「おい！　どういうことだ！　鳥天頭使！　逃走手段は全部潰したって言っていただろうが！」

「黙れ！　やっていた！　豚の糞みたいな味がする非常食冒瀆者の気配がまじらなきゃ、こんなことには！」

　店内になだれ込んできた兵隊共が悪あく態たいをつく。

　一応形だけの連携をしていても、やはり仲はよくないらしい。

「ふ、フレド！　どうするの？」

「大丈夫だ。任せておけ──こちら、軍規２１条で保障された独行権により、任務対象者二名を追跡、確保に向かう！」

　フレドはラブラへ安心させるように頷きかけてから、これみよがしにそう宣言する。

　衆目の中でカインとリエを庇かばえば、フレドたちも反逆者扱いされてしまう。

　というか、現状でもここでじっとしていれば、難癖をつけられて殺されかねない。

　悔しさに奥歯を嚙みしめるが、そんなことをしていても何も問題は解決しない。

　だから──

（待たせたな。出番だぞ）

　右手で左胸のポケットを三回。

　ヨークの外に隠してあったフネ──ボクサーを起動する。

『警報！　外部より飛翔体あり！　住民のみなさんは屋内に避難してください！　繰り返します！　住民のみなさんは屋内に避難を！』

　時報とは異なるけたたましい鐘と共に、街中に響き渡る警告。

　今頃、ボクサーは集中砲火を浴びせられているだろうが、三○年ごとにしか更新されないヨークの時代遅れの装備で、最先端の最先端をいくフレドのフネは落とせない。

「もういい！　出来損ないのカタハネも反逆の疑い濃厚だ！　羽無し二匹と一緒にぶっころ──プギャ！」

　わずか一○秒ほどで、ごちゃごちゃぬかす天使族の兵士どもを押しつぶして、フレドの前にボクサーは着地した。

　頭を直撃してはいないから多分死んではないだろうが、もし死んでいても知ったことか。

「これは、我がヨークの自治権に対する侵害である！　治安維持法９条特記事項に基づき、我々には応戦の権利がある！」

　冒瀆者は天使族の兵士がダメージを受けたことをこれ幸いに、そう言い訳じみた言葉を繰りながら、市街戦用の小型フネの銃口をこちらに向けた。

「みんな、乗れ！」

　フレドはポケットから取り出したカプセルを床に叩きつける。

　たちまち舞い上がる妖精の鱗粉煙幕が、フレドたちの姿を隠した。

「くそっ。見えねえぞ！　計器もイカレてやがる！」

　冒瀆者たちが狼ろう狽ばいする。

　マニュアル操作に頼っている兵士ではその程度が限界だ。

　フレドはさらに混乱を煽あおるように、ニードルガンで牽けん制せいしながら、他の三人の乗船時間を稼かせぐ。

「フレド！　いけるわよ！」

　攻撃士の位置についたらしいラブラがブレードを振り回す。

　彼女が稼いだ寸すん毫ごうの時間を見逃さず、フレドもハッチへと身を投じた。

「おい待て！　お前たちには、反逆者との密会に関する事情聴取に応じる義務が──」

「どうやら『不幸な誤解』があったようだが、まずはカインとリエの確保が優先だろう。そして、先にも述べた通り、俺たちには独行権が保障されている。以上！」

　フレドは一方的にそう通信を打ち切ると、跳び上がって店の破壊された天井を抜ける。

　飛行ユニットを射出し、クモと城壁の間にある僅かの隙間をすり抜けて、外へと脱出する。

　上から魔法、下から砲撃が間断なく降り注ぐ。だが、モンスターの攻撃に比べれば軌道の予測しやすいそれを回避することは、フレドにとっては児戯に等しい。

（やはり、中立都市ヨーク全体の意向ではないな。一部の独断だ）

　フレドは確信を深めた。

　ヨークは要塞都市である。

　もし、本気でフレドたちに対抗しようとあらかじめ準備していたなら、こんなにぬるい攻撃なはずがない。

　防衛部隊の多くは、突然の戦闘に戸惑っているような感じさえ受けた。

「とんでもないことになっちゃったわね……これからどうするの？」

「プールの外に出るという大方針は変わらないさ。ヨークから出ると思われる追跡隊よりも前にカインとリエと接触し、再び説得した上で計画を続行する」

　不安げに言うラブラに、フレドは努めて冷静に答えた。

「ええっ！　そんなの、間に合うんですかー？」

「集団行動を取る軍隊よりも、個人の俺たちの方が速いのは自明だ。それに、このフネにはカモフラージュ機構を積んでいる。モンスターを相手にしながら進まなければいけない追跡隊よりは、圧倒的に有利だ」

　イネルスの問いに、フレドは即答する。

「……まあ、ボクが姉貴につけたマーカーもあるしな。現在はダルタロス火山方面を示している。もっとも、揮発性だから長くはもたないぞ。急げ」

　シズがぼそっと蚊の鳴くような声で補足した。

「あ、あんた。いつの間にそんなの仕込んだのよ」

「姉貴がボクにデコピンしてきてただろう？　あの時だ。ボクをからかう時はいっつもあんな感じだからな。事前に予測していれば無臭のモンスター性フェロモンを擦り付けるくらい造ぞう作さもない」

「リエはそういうところは無む頓とん着ちやくだからな。というか気付いていてもおもしろがってわざと無視するようなところがある」

　リエは天性のヒロイン気質というか、トラブルをトラブルとは思わず、誕生日かなにかと同じようなイベントとして楽しんでいる節がある。

　天才故に許される傲ごう慢まんだが、端からみればその生き方は危なっかしくてしょうがない。

　そういう意味では、カインがリエを放っておけず、庇ひ護ご欲よくを掻き立てられている様子なのも分からなくはない。

「本当に冒瀆者って色々な奴がいるわねえ……」

　ラブラがしみじみと呟いた。

「なんだ。その顔は。ああ。わかってるわかってる。こう言いたいんだろう？　姉貴は正々堂々宝石のように輝いているのに、どうしてこいつはゴブリンや毒ネズミみたいな後ろ暗い工作ばかり得意なんだろうって。そうだよ。どうせボクは一○○○年も地中に籠っていても、地上に出たら一週間足らずで死ぬ、ネクラチビゴミゼミのごとき日ひ陰かげ者ものだよ。くそがっ！」

　シズが呪じゆ詛その言葉を吐きながら舌打ちする。

「そんなこと言ってないでしょう。むしろ、感心していたわよ」

　ラブラが呆あきれたように呟いた。

「ふう。ともかく、計画は続行だ。目標、ダイタロス火山」
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　気き泡ほうの目立つ穴だらけの岩肌。

　急きゆう勾こう配ばいの斜面を、ボクサーが前傾姿勢で踏とう破はしていく。

　沼地や砂地に比べれば安定した足場──かといえば、そうでもなく、石ころに紛まぎれ、踏めば即昇天しかねない爆発系のモンスターが潜んでいることもあり、気は抜けない。

　雷鳴か、鳴き声かわからない、巨獣の咆ほう哮こう。

　隘あい路ろを塞ふさぐゴーレムを足場にすれば、鈍重ながらも必殺の一撃が数瞬前までボクサーのいた空間を通り過ぎていく。

　愉ゆ快かいな道どう程ていではない。

　飛行ユニットで一っ飛びすれば、楽は楽だろうが、それではモンスターにも、カインたちにも、的にしてくれと言っているようなものだ。

　カモフラージュ機構は有用だが、万全ではない。

　だから、モンスターを刺激しないよう、また、カインとリエに逃げられないよう、岩陰に隠れ、突発するゲリラ豪ごう雨うに紛れ、細心の注意を払って接近する必要がある。

「ボクの摑んでいる位置情報が確かなら、後、五分程度で姉貴に通信が届く圏内だ」

　シズがぽつりと呟く。

　噴ふん煙えんの上がる火口が近い。

　カインとシズの反応は、そこから少し外れた横穴から出ている。

　おそらく、かつての噴火でできた火か道どうであろう。

「了解。説得を試みるが、皆、不測の事態に備えてくれ」

「わかったわ」

　シリンダーに収まったラブラが小さく頷く。

「あ、あの、お嬢様、私、代わりましょうか？　ここ半日くらいずっと乗りっぱなしですし、もしものことがあったら危ないですし」

　積載スペースから顔を出したイネルスが、ラブラを上目遣いで見つめる。

「大丈夫よ。気持ちは嬉しいけど、いざという時にイネルスの質料じゃあ、足りないかもしれないわ。それに、同じフネに乗ってるんだから、危険度は変わらないでしょ」

「な、なら、私、外に出て戦います！　このままだとただの役立たずです！　外に出て戦えば、フネも軽くなるし、少しはお嬢様の役に立てます」

「外に出るって。こんなモンスターだらけの場所で？　あんた、カインみたいに力を隠す魔法は使えないでしょ」

「それは、そうですけど……」

「通信を打つ。集中してくれ」

『こちら、ボクサー。リエ、応答してくれ。お前たち二人ともを救う計画がある』

　……。

　……。

　……。

　反応はない。

　おそらく、通信を切っているのだろう。

　リエ本人なら無視は考えにくいから、カインが命令しているのか。

「ふう。ま、通つう信しん傍ぼう受じゆの可能性も考えれば当然だな」

　シズが小さくため息をつく。

「ああ。俺たちの機体と違って、リエの機体は、そっち方面の設備は弱いだろうからな」

　リエの機体は戦争の最前線から持ち逃げしただけあって、バリバリの戦闘型だ。通信機は必要十分のものでしかない。

　戦場では、情報関連の工作は別の支援機が行い、分業するのが常である。

「話ができないってこと？　どうすんの？」

「このまま接近するしかないな。用意した手紙を放り込むか、余裕があれば直接声をかける。フネのスピーカーで拡声することもできるが、それだと、モンスターを起こしてしまう可能性が高いからな──魔法でカインと接触することは可能か？」

　ダイタロス火山のモンスターは強い。

　特に、もっともエネルギーの強い火口付近でそれは顕けん著ちよであり、もし気付かれてモンスターに群がられたら、交こう渉しようどころではなくなってしまう。

「できないわね。だって、このフネ、魔法の力が外に拡散しないようにしてるでしょ？　まあ、仮にそれがなくても、今の私では、モンスターに気が付かれないようにしながら、カインに声を伝えるのは無理だわ」

　ラブラが小さく首を横に振る。

「そうか。なら、このまま接近するぞ」

　煙にまぎれ、歩を進める。

　一歩、二歩、三歩。

　目的の横穴まで、後、三○メートル。

「くる！　左二、土、下五、風だ！」

　フレドはボクサーをバックステップさせる。

　音もなく前方の地面がパックリと割れた。

「自然現象に見せかけた魔法。さすがね」

　落石に見せかけた轢弾をラブラがシールドではじく。

「……」

　いつの間にか、カインは横穴を飛び出し、空中に出現していた。

　その双そう眸ぼうがこちらを睥へい睨げいしている。

　顔には冷たい警戒の色が宿っていた。

「様子見だ」

「ええ」

　敵意のないことを示すため、ラブラがブレードを格かく納のう。

　フレドは、近づきたい意志を示すために、一歩下がり、一歩前に踏み出す動作を繰り返す。

　バシュ。

　バシュ。

　バシュ。

　しかし、カインは『一歩も近づくな』とでもいうように、高速のかまいたちで何度も警告を発してくる。

　一瞬、リエのフネがこちらの様子をうかがうようにちらりと頭を覗のぞかせたが、カインに睨まれてすぐに頭を引っ込めた。

　ラブラは流されやすそうな奴だと言っていたが、中々どうして、立派なガードだ。

　それがカインの本質なのか、恋が彼を変えたのか。

「ちっ。だめか──だが、やはり、リエの方は交こう渉しようの余よ地ちがありそうだ。こちらも牽けん制せいしながら距離を詰める。サイレンサー付きライフルを」

「わかってる。近づいて、穴までいったら、手紙入りの弾丸を撃ち込むのよね」

　ラブラが弾丸を発射する。

　カインは、羽をかすめた一撃に、一瞬驚いたように目を見開いた。

（そうだ。もう、ラブラはお前の知っていたラブラではない）

　フレドは、どこか優越感じみたものを覚えながら、踊るようにカインの繰り出す不可視のかまいたちを回避して進む。

　フレドが腕によりをかけ磨き上げたライフルに、強力なラブラの質料を込めて放たれる弾丸は、天使族の英雄様とはいえ、無視できるものではないだろう。

　フレドが理想とする冒ぼう瀆とく者しやと天使族の力の融合。

　その一いつ端たんが、ここに体現されている。

「どんどんいくわよ！」

　連射。

　カインはジグザクに飛行してそれを回避しながら、噴ふん石せきに偽装した炎弾を放ってくる。

　ラブラはシールドでそれを防ぐだけでなく、時にそれを弾く方向をコントロールして、攻撃に変換してみせた。

　カインが困惑したように眉み間けんに皺しわを寄せる。

　ボクサーを押し返すにはさらに強い魔法を使うしかないが、これ以上大きな音を立てては隠れている意味がない──そんなことでも考えているのだろうか。

　実際、ヤケになられるとこちらとしても困るのだが、結局、カインはそれ以上の攻撃はしてこない。

「ラブラ！　三秒後に跳んで穴を横切る！　マガジンを切り替える準備を！」

「ええ！　これで最後の一発よ！」

　ラブラの最後の牽制。

　渾こん身しんの弾丸は正確に捉えていた。

　カインの心臓を。

　明らかに牽制とはいえない砲弾を、横穴から飛び出してきたフネ──リエがブレードで弾く。

　彼女を称たたえる者が、鮮血の薔薇クリムゾンローズと呼び、忌いみ嫌きらう者が木偶の棒の尿結石トロルカルキユラスと蔑さげすむ、その真紅の機体が姿を現す。

　フレドたちのボクサーより一回り大きい、すらりとシャープな中型機。

　胴と脚は一体型で、空気抵抗を少なくするための流線形のフォルムをしている。

　腕は六本あり、その一つ一つにブレードが装着されていた。

　リエ本人の姿は見えないが、それでもフレドには、本来無機質なはずのフネから怒ど気きが立ち上るように見えた。

　フレドは咄とつ嗟さに横に転がり、崖がけのような急斜面を滑り降りる。

「え？　え？　イネルス！　どういうつもり!?」

　ラブラは愕がく然ぜんとした顔で、自身の腕に添えられたイネルスの手を見つめた。

「やはり。お前かっ！」

「くっ！」

　シズがホルダーから銃を抜く。

　しかし、次の瞬間には、イネルスは口に何かの液体を含み、その姿を消していた。

「気体化薬だと？　やはり、冒瀆者の開戦派も関わっていたか……」

　フレドはそう言って唇を嚙かむ。

　気体化薬は、冒瀆者の道具であり、一秒分でフネが買えると言われるほどの高級品である。

　とても市し井せいに出回るような品ではなく、軍用品の──それも一部の者しか入手できない類たぐいの品だ。

「え？　え？　どういうこと？」

「あいつが、ずっとボクたちの動向を、ボクたちを殺したい奴ら両種族の開戦派にチクっていたってことだよ。本当に一ミリも疑ってなかったのか？」

　シズが呆あきれたように吐き捨てる。

「そ、そんな！　な、なんで言ってくれなかったのよ！」

「事前に言ってたら、お前は信じたか？　むしろ、『こいつらは天使族に偏へん見けんを持っていて信用できない』とそう思わなかったか？」

　咎とがめるラブラに、冷たく返答するシズ。

　キメラに村が襲撃された時点で、犯人はある程度推測していた。

　だが、それをラブラに相談することは、できなかったのだ。

　ラブラと長い付き合いのある従者のイネルス。

　昨日今日会ったばかりの、しかも敵対種族であるフレドとシズ。

　どちらの言葉を信じるかは自明だった。

　もし、イネルスがラブラの不信に乗っかって猜さい疑ぎ心しんを煽あおり、ラブラが離脱してしまえば、その時点でフレドの計画は破は綻たんする。

　恋は一瞬だが、信頼は時間をかけないと得られない。

　そのことを見誤るほど、フレドは愚おろかになってはいなかった。

　冒瀆者と天使族の間に横たわる遺い恨こんは、それだけ深いものなのだ。

「うっ……。多分、そうしてたわ。してたかもしれないけど、でも、あの子が、どうして──」

　ラブラが、瞳を潤ませ、声を震わせる。

「──ラブラ。必ずしも、イネルスが俺たちを裏切りたくて裏切ったとは限らない。やむにやまれぬ事情があったのかもしれない」

　フレドは、ラブラを慰なぐさめて言った。

　あるいは、そうであって欲しいという願望も籠っていたかもしれない。

　恋をした相手が傷つく姿なんて見たい訳がないのだから。

（イネルスが嫌々やっていた？　裏切者のカインとリエ、開戦に邪魔な俺たち。両方を消せる最高のタイミングで仕掛けてきたのに？）

　自分の中の理性が訴えかけてくる言葉を、フレドはぐっと呑のみ込こむ。

「そ、そうよね！　あの子が自分から私を裏切るなんてありえないわ。だって、小さい頃から、ずっと一緒にいたのよ？　きっと、家の奴らに脅おどされたに違いないわ」

　ラブラが自身に言い聞かせるように叫ぶ。

「そのことを確認するためにも、今はこの状況を乗り切らなくちゃいけない。わかるな？」

「ええ！　あの子を取っ捕まえて、おしおきしてやらなきゃ！」

「よし、じゃあ、作戦通りに、カインとリエを無力化する」

　もはや、二人との交戦は不ふ可か避ひになった。

　望んだ結果ではないが、それでもなお、最悪の状況を想定して計画を立てているのが、軍人である。

（敵一。カイン：ガード型天使族。敵二。リエ：フネ、兵装空戦型白兵タイプ）

　リエは近距離だろうと遠距離だろうとそつなくこなすが、今回の場合は兵装が近距離型に固定されている。冒瀆者の英雄である彼女は、当時、天使族と最前線で戦い、味方を鼓こ舞ぶする役目を負わされていたからだ。

　一方のカインも万能型だが、ラブラたちの話だと、どちらかといえば守勢が得意なタイプらしい。

　その二つの事実から導き出される二人の攻撃スタイルは、リエが攻め、カインがそれを支援する、という形になる。

（つまり、真っ向勝負だ）

　一見、二対一だが、決して不利ではない。

　カインは、彼自身とリエのフネから力がもれないように偽装しているから、その分で余計な労力を割いている。大きな音を立てる訳にはいかないので、大規模な魔法は使えず、基本的にはリエのフネを強化する方向で立ち回るしかない。

「洞穴に入って、敵の攻撃面を限定する」

　フレドはボクサーを操り、目的地まで移動する。

　六本あるブレードの内、下二本をスキーのストックのように使って、斜面を滑り降りてくるリエ。

「なんであんなに速いのよ！　質料の力はこっちが数倍上のはずなのに！」

「羽の揚よう力りよくを推すい力りよくに変換している。搭とう乗じよう者しやの重量もこちらの三分の一だ。さらにカインの風魔法の支援を受けているとはいえ──さすがだ」

　フレドは素直にリエを称しよう賛さんする。

　本来空戦用の機体を、地上兵器のように扱うなど、並の兵士にできる運用ではない。

「斬ざん撃げきがくるぞ。三本は正面で、シールドを使って防げ。後の一本は──左に見せかけて、右に見せけて──左だ！」

　シズがリエの機体の微妙な予備動作を見切って叫ぶ。

「クッ！」

　ガキン！

　洞穴の前、刃と刃が合わさり、競せり負まけてボクサーが機体ごと弾き飛ばされる。

　押し込まれる形で突入した洞穴は、溶かしミミズデイゾルブワームと呼ばれるモンスターの造り上げた巣である。

　獲物を迷わせて食らうといわれるその巨大ミミズがつくりだす迷宮は、複雑怪奇に入り組んで、フネに繊せん細さいな足さばきを強しいる。

　所々にある酸溜まり。奈落へと続く落とし穴のトラップ。

　その全てを、フレドはボクサーを後ろ向きにしたまま避よけて進んだ。

　ここは自分の腕の見せ所だ。

「はあ。三人がかりで互角か。つくづく姉貴は化け物だなあ」

「ああ。だが、化け物は往々にして知ち恵え者しやに敗れる。とりあえず、カインの攻撃は封じた。射線上にリエがいるからな」

　はっきりいって、技術でラブラはリエに負けている。

　ボクサーは戦闘よりも隠密行動に特化しているから、戦闘用のリエの機体に対して不利だ。

　だが、こちらのフネの出力は、そのマイナスを補って余りある。

　リエとカインの連携が足し算なら、フレドたちのそれは掛け算だ。

　そして──

「段々、見えてきたわ！　ああ、そう。ブレードはそういう風に使えばいいのね！　カインの幻げん惑わくで分身？　中身がない空っぽの箱に騙だまされたりはしないわ」

　ラブラが、口角を上げる。

　それは、一秒ごとに成長を続ける自身に歓かん喜きするようでもあった。

　確かに、リエは天才だ。

　だが、それは『冒瀆者の中で』というただし書きがつく範囲の話であって、動体視力、反射神経、順応力、そのどれをとっても、天使族は本来生物としてのスペックが違う。

　戦略で覆したとはいえ、純粋な戦闘という意味において、冒瀆者が天使族を上回ったことは一度もない。

　ラブラは、リエの技を目で盗み、身体で覚え、本能で体現する。

　天使族の矜きよう持じと、ラブラの強さへの飢うえが、瞬またたく間まに絶望的な格差を埋めていく。

「よし。後は、ひたすら敵を左右に揺さぶれ！」

　戦局が互角から優位に傾きつつあることを見取って、フレドはそう方針を伝達する。

　出力の優位に任せて、フレドはボクサーをわざと大振りに動かし、リエのフネをあちらこちらに誘導した。

　いくら、彼女が天才とはいえ、本来ならば運用に三人以上必要なフネを一人で操っているのだ。九九・九％完璧だとしても、残りの○・一％にほころびがうまれる。

　それは、たとえば、機体の関節に泥がつまる、もしくは、酸溜まりの縁ふちを踏んで、飛ひ沫まつがかかるなどの、些さ細さいなものかもしれない。

　それでも、積もり積もれば、それはダメージであることに変わりないのだ。

「そろそろだな」

　フレドは確信を持って呟く。

　数秒後、気高き薔薇は、ガクン、とその膝を折り、フレドたちの前に跪いた。

「やったわ！」

　ラブラが快かい哉さいを叫ぶ。

　フレドの本領はメカニックだ。

　一目機体をみれば、それがどんな状況にあるかは、手に取るようにわかる。

　リエの機体は、逃亡後、一度もメンテナンスを受けてはおらず、整備不良の状態にあった。

　ましてや、空戦用の機体を地上で無茶に運用すれば、やがてガタがくるのは必然。

　さらに、飛行型のリエの機体の脚は、着陸とジャンプをするために存在している──つまり、上下の衝撃には強いが、左右へのそれは考慮されてないことを知っていれば、作戦の方針は自おのずから定まろうというものだ。

「油断するなよ！　姉貴はこっからが強い！　ひたすら弾丸を撃ち込め」

「わかってるわよ！」

　ラブラが躊ちゆう躇ちよなくリエに向けて弾丸を連射した。

　こうなってしまえば、後は簡単だ。

　ひたすらリエに攻撃を集中させれば、カインはそれをひたすらかばい続けるしかない。

　こちらに背中を向け、風の魔法で必死に弾丸をそらすカインの姿は見ていて痛々しい。

　こんな茶番は一刻も早く終わらせよう。

『「不殺ころさず」の名に誓って、お前たちの身の安全は保障する。こんなクソったれな世界から抜け出す方法があるんだ。聞いてくれ！』

　フレドは切実に通信を打つ。

『応じるわ』

　反応は早かった。

　通信に即答したリエは、フネの武装を解くと、ハッチから出てきて両腕を上げる。

「射撃を止めるわよ」

　ラブラは、しっかりとライフルの銃口は向けたまま、攻撃を停止する。

「リエ！　しかし、彼らは僕たちを殺そうとしたんだよ？」

「もしそうだとしても、このまま、カインがウチの前で殺されるのは見てらんない！」

「ああ、リエ！　なら、いっそこのまま二人で果てよう！」

　ひしっ、と抱き合うリエとカイン。

『勝手に盛り上がるな。殺さないっていってるだろうが。殺したいほどムカつく光景だがな』

　シズが毒々しい口調で吐き捨てる。

『……まずは、クリムゾンローズを穴の外に運び出すぞ。修理がてら事情を説明しよう』

　フレドたちはボクサーでリエのフネを牽けん引いんし、安全な穴の外まで出る。

　そのまま、リエたちが隠れ家としていた洞穴まで移動すると、フレドは早速、手持ちのパーツで、修理を始めた。

　そして、万全とまではいかないが、最低限の整備が終わる頃には、一通りの経緯を話し終えていた。

「つまり、ウチのローズフネが直ったら、後はフレドっちたちについていくだけで、ダーリンとラブラブできるって話っしょ!?　マジアガるー！　最高！　さっすがフレドっち。あったまいいー！　よっ！　世界一」

　リエがそんな調子のいいことを言って、フレドの頭を撫でてくる。

「フレドは私のよ！　気安く触んないで！」

　ラブラがすぐにその腕を払いのけた。

「ああ。リエは男女を問わず無意識的にスキンシップをしているようだが、今後は控ひかえた方がいい。お前の恋人が今にも俺を殺しそうな目でみているからな」

「そんな目をしていたかい？　まいったな──それにしても、イネルスくんが裏切りか。彼女は暗部だと聞いているし、色々複雑な事情があるのかもね」

　カインは気まずそうに苦笑して、そう話題を変える。

「え？　あ、あんた何言ってんの。暗部って、イネルスはただの従者よ？」

　カインのさりげない言葉に、ラブラが顔を引きつらせる。

「なんだ。知らなかったのかい？　カタハネの君はいろいろ辛い思いをしてきたかもしれないが、それでも貴種のラブラくんに、ただの従者はつけないよ。名家同士の抗争で暗殺されるような可能性もないではないし、もしそんなことがあれば、家の評判が落ちるからね」

「でも、あの子、ドジなのよ？　よく転ぶし、魔法だって、二回に一回は失敗するし、時々おねしょだって──。そんなあの子に、暗部が務まる訳ないじゃない！」

「これを言うのは非常に心苦しいんだけど、イネルスくんは演技をしていたんじゃないのかな？　ラブラくんは行動を制限されて、魔法がほとんど使えない状態だっただろう。……主人より、従者が優れている訳にはいかないから、色々と気を遣っていたんだと思うよ」

　カインがそう言って、視線を伏せる。

「そ、そんな。じゃあ、私が今まで見てきたイネルスは全部噓だったっていうの？」

　ラブラが口を開けて、呆ぼう然ぜんと呟く。

「今となってはどうでもいいことだろう。どんな事情があるとしても、あいつらがボクたちを裏切り、同士討ちさせようとした事実は変わらない。言っておくが、あの従者を探している時間はないからな。こうしている間にも、軍の連中がボクたちの下もとに迫ってる。近くに他の天使族の反応もないし、おそらく、イネルスは僕たちの位置を敵に知らせているだろう」

　シズが冷めた口調で言い放つ。

「残念だけれど、僕もシズくんに賛成だな。割とこういう感知は得意なんだけど、彼女の気配を感じないんだ」

　カインが小さく頷く。

「フレド──」

「……悪い。俺もこればっかりはどうしようもできない。もし、イネルスの方から助けを求めてくるなら、まだやりようもあるかもしれないが」

　助けを求めるようにこちらを見てくるラブラに、フレドはそう答えるのが精いっぱいだった。

「……ええ。そうよね。わかってる。わかってるわ。でも、もし、あの子と会えたら、少しだけ、ほんの一瞬だけでいいから、話をする時間をちょうだい。一言、お礼を言いたいの。たとえ、あの子が嫌々だったとしても、私はあの子に助けられてきたのよ」

　蚊の鳴くような声でそう呟つぶやくラブラの言葉を否定できる者は誰もいない。

　フレドたちはただ無言で頷うなづいて、黙々と脱出のための準備を進めた。





　　　　＊






　生まれた時から弱者だった。

　母親は名も知らない。おそらく、娼しよう婦ふか何かだろう。

　父親は下級の兵士だったらしいが、まだイネルスが物心つく前に戦争で死んでいる。

　まあ、どうでもよいことだ。どのみち、自分にクソみたいな質料の身体しか残さなかった二人である。考える価値もないゴミだ。

　ともかく、イネルスという存在は生まれ、実存に投げ出された。

　それだけが事実だ。

　優生主義の天使族において、イネルスの存在価値は無に等しい。

　いくら努力を積んで色を手に入れようと、質料の限られたイネルスが発動できる魔法は弱い。育てる価値はない。使い捨ての雑ぞう兵ひようにもならない。

　そんなイネルスに残された将来の選択肢は、三つほどしかなかった。

　一つは、実質的な奴隷階層である従者。

　二つ目は娼婦。

　三つ目が、暗部である。

　イネルスは迷わず三つ目を選んだ。

　消去法である。

　暗部とは、謀略を得意とする冒瀆者に対抗するために作られた情報機関で、天使族の中では比較的歴史の浅い職業である。

　圧倒的な力を以もつって、正々堂々敵を叩き潰すことを善しとする天使族の中において、暗部はやはり賤業であったが、それでも、情報が集まるところには権力が集まる。

　上にいくことができれば、名誉は手に入らないが、従者や娼婦よりはマシな生活が手に入るはずだった。

　努力をした。

　天使族に生まれながら、羽も持たない下等な冒瀆者の真似事をさせられる屈くつ辱じよくに耐え、色々な技術を磨いた。

　幸い、自分のねじ曲がった性しよう根ねは冒瀆者が得意とする卑ひ怯きよう事ごとを学ぶのに都合がよかったようだ。

　指定の教育期間を終える頃には、同輩の中でも三本の指に入るほどの実力を認められるようになっていた。

　危険はあるだろう。

　ものになる確率は低いだろう。

　それでも、わずかながら、あの時は、確かに未来に希望というものを抱いていたように思う。

　それが崩れたのは、全てあの、世間知らずのカタハネのせいだ。

　ある日突然、従者への変装を命じられ、他の暗部と一緒に、無む造ぞう作さに集められた箱入り娘の箱部屋で。

　たくさんの同輩の中から、ラブラはイネルスを選びやがったのだ。

　理由は分からない。

　イネルスが、他の女よりも背が低く、発育不良気味のラブラが親近感を覚えたからか。

　それとも、同輩の中でも殊こと更さら弱いイネルスの質料を本能的に感じ取り、与くみしやすいと思ったのか。

　ともかく、当時は今と違って引っ込み思案だったあのお嬢様が、指をくわえながらぎゅっとイネルスのスカートの裾を握った瞬間に、イネルスの将来は決定してしまった。

『危険のない後方でお嬢様の世話だけをしていればよいのだから、気楽なものじゃないか』

　中には、そう羨うらやましがる者もいたが、イネルスは納得できなかった。

　上は暗部としての任務だというが、従者の仕事をするならそれはやはり従者である。

　媚こびるのが仕事ならば、それは娼婦である。

　イネルスは、誰かに与えられるのではなく、自分の力でこの世に生まれてきた価値を証明したかった。

　だから、上から、新しい任務を与えられた時も、躊ちゆう躇ちよはなかった。

　冒瀆者の仕し業わざに見せかけて邪魔者であるラブラを消すと同時に、開戦の口実を作る。

　そうすれば、再び訓練を受け直し、報ほう酬しゆうとして最高の色を与えられ、前線に復帰できるというのだから。

　罪悪感はなかった。

　天使族全体のために必要とあらば、親でも殺すのが暗部である。

　しかも、今回は、そもそも、ラブラがカタハネであるという身の程をわきまえ、次代を育はぐくむ道具になることを受け入れていれば、回避できたはずのものであった。

　いわば自業自得である。

　イネルスには今回の任務が、偉大なる独立王アニマが、ラブラのせいで失われた未来を取り戻すために自分に与えた、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスにすら思えた。

　なのに──

（クソがっ！　クソがっ！　クソがっ！）

　想定外はいくつもあった。

　まず、冒瀆者側からの情報提供が十分でなかった。イネルスはフレドとシズについて、『ヘタレのクソ野郎』としか聞いておらず、実際、反乱者の処分という捨て石じみた任務を押し付けられるくらいだから、とんだ無能な冒瀆者がやってくるものだと思っていたら、現実はその逆だった。二人の冒瀆者は、手て練だれも手練れであり、一切の隙がなく、基本的にこちらが付け入って工作を仕込む暇はなかった。

　さらに、こともあろうにラブラは冒瀆者に好意を抱き、向こうも、本当に冒瀆者か信じられなくなるほど、こちらに対して紳士的だったため、仲なか違たがいさせ、冒瀆者にラブラを殺させる方法も使いづらい。

　冒瀆者が、『一匹で一○○○人は軽く殺せる』と偉そうにのたまった貪どん沼しようは役に立たず、事故に見せかけて殺そうとしたラブラはしぶとく生き残った。それどころか、貪沼は忌いま々いましい冒瀆者たちに瞬殺され、むしろ、ラブラと奴らの絆きずなを深めることに利用されてしまう始末。

　ついには邪魔者四人をまとめて始末できる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを教えてやったにも関わらず、上が用意した兵は、装備こそそこそこだが、質は二流の雑ざ魚こだった。

　最後の最後で機転を利かせて一発かますことはできたものの──

（ちっ。上手い事、奴らが刺し違えてくれればいいが、消しよう耗もうしてくれるだけでも御おんの字じか）

　ともすれば霧む散さんしそうな意識をつなぎとめながら、気体になったイネルスは死の山を下る。

　だが、自分に都合よく物事が運ぶと思っているラブラほど、イネルスは楽観的な性格ではない。むしろ、どちらかといえば運が悪い方である自覚はあった。

　早い所開戦派の友軍と合流し、とどめを刺す必要がある。

　やがて、薬の効果が切れ、実相を取り戻す肉体。

　戒いましめのように窮きゆう屈くつな従者用の服が、身体を締め付ける。

（ああ。息苦しい！）

　ボタンを引きちぎるように胸元を開け、太ももに仕込んでいた小型ナイフでスカートにスリット入れた。

　これで少しは動きやすくなった。

　さらに一○分程戻り、ようやくフレドたちを追跡中の一団を見つけた。

　天使族は五○体、冒瀆者はそれよりは数が多く、二○○体ほどのフネがあるだろうか。

　天使族は自らの羽で、冒瀆者共はフネに備え付けられたまがい物のモンスターの羽で空を飛んでいる。

『暗部か！　冒瀆者薄汚いネズミの真似事をした成果はあったんだろうな!?』

　先頭のリーダーらしき天使族の男が、風の魔法を利用した秘ひ匿とく通つう信しんで尋たずねてくる。

　近くにいる冒瀆者への情報の漏ろう洩えいを警戒してのことだろう。

（はっ。役立たずのくせに偉そうに言いやがって。おせーんだよ。クソが！）

『はい！　工作により、カイン・リエとカタハネの一味が殺し合うように仕向けました。今頃、相打ちになっているか、少なくとも双方のどちらかは片付き、もう一方も損そん耗もうしているものと思われます。私が戦線を離脱した場所は、死の山の山頂付近右方、『悪魔の耳たぶ』辺りの洞穴です』

　内心毒づきながら、それでも従者のままの口調で情報を伝達する。

　もはや身分を装よそおう必要はないが、この兵士たちがどんなに使えなくても、暗部の自分よりは立場が上なのだ。

『ご苦労。では、我々は早速現場に向かう。貴様はそこの羽ナシ共との連絡要員として、ゆっくり後からくるがいい』

『そんな！　私も連れて行ってください！　せめて、カタハネの遺骸だけでも回収を──』

『うるさい！　質料の低いお前がいても、足手まといにしかならん！』

「貴様ら！　なにをごちゃごちゃ話している！　手柄を横取りする気か！　俺たちにも情報を寄よ越こせ」

　冒瀆者のフネが、苛立たしげな声で要求を突き付けてくる。

「冒瀆者らしい下げ衆すな勘かん繰ぐりだな。ただ、我々はこのまま一足先に反逆者共を殺しに行くというだけだ。もたもたしていて敵に逃げられる訳にもいかない。ことは一刻を争うのだよ。それとも、そのまがい物の翼でお前たちも飛ぶかね？　気配を消す術を身に着けている私たちと違い、モンスターに襲われて死ぬだけだと思うが」

　天使族の男が、皮肉っぽい口調で言う。

「ああ!?　なら、てめえらが、俺たちに魔法をかければいいだけだろうが！」

「おいおい。なんでも、反逆者共はモンスターに擬ぎ態たいする術を身に着けているというじゃないか。それなのに、お前たちには、できないというのか。自分たちの準備不足を棚に上げて、我々を非難するな！」

「クソっ。この野郎！　出来損ない共をぶっ殺すまでは共闘するという約やく定じようを破るのか。鳥野郎とぶっ殺し合うのは望む所だが、てめえらの上は怒るだろうな！」

　冒瀆者の怒ど声せいが響く。

「我々天使族はお前たちのような卑ひ怯きよう者ものではない。約束は守るとも。そこのメイドを置いていってやる。奴に案内をさせるがいい。一人でもそちらに協力する者がいれば、それは『共闘』だろう？」

　天使族の男は、もったいぶった口調でイネルスを指さした。

「おいこら！　そんな詭き弁べんが通用すると──」

「精々頑張ってくれたまえ。もっとも、辿り着いた頃には全て終わっているかもしれないがね。ははははははは」

　高笑いと共に、天使族の戦士たちが死の山へと飛び去っていく。

（ちっ。こいつら、厄やつ介かいごとは全部オレに押し付けて、出し抜く気だ）

　わかっていても、どうしようもない。

　純粋な武力では、イネルスはこの阿あ呆ほう共どもにすら敵わないのだから。

　古こ人じん曰いわく、かつて、『天使』という言葉には『汚れなき無む垢くで正直な存在』という意味があったのだ──どこからか聞いてきた知識を、賢さかしらに語るラブラの顔が、なぜか一瞬頭をよぎる。

（ああ、確かにあんたは嫌になるほど純粋だったよ。お嬢様。だが、現実の天使族はこんなもんじゃねえか）

「くそがああああああああああああ！　任務が終わったら絶対にぶっ殺してやる！　おい、てめえ！　さっさと案内しやがれ！」

　冒瀆者が、今にも発砲しそうな勢いで銃口を向けてきた。

「わかりましたぁー。ついてきてくださいー」

　男どもが好みそうな舌足らずな声で囁く。

　冒瀆者の男は、天使族と比べても圧倒的に性欲が強いらしい。

　フレドのような種族を超えて欲情するような変態は、そうそういないと思うが、それでも、侮あなどらせておいた方が操りやすいはずだ。

　冒瀆者を先導して、山を登る。

　フレドたちの乗っていたフネのそれに比べると、幾分みすぼらしく思えるが、一応はこいつらも地形に紛れる程度の擬態機能はついている。

　目的地へ移動するくらいはなんとかなるだろう──

「ぐあああああああああ！」

「隊長！　一三番、地雷系モンスターにより行動不能！」

「助けてくれええええええ！」

「一二九番！　滑かつ落らくにより隊列を離れます！」

「大事のためには犠ぎ牲せいがつきものだ！　進め」

　そんな淡い期待は早そう々そうに打ち砕かれた。

（だめだ。こいつら、天使族のクソどもより無能じゃねえか！　オレは幻惑系の魔法は使えないっていうのに！）

　天使族は二流といえど、それなりの魔法を使える奴を揃そろえたが、この冒瀆者どもはお散歩すらできないらしい。

　戦争後の人材不足で、まともな冒瀆者は用意できなかったのか。

（それとも、こいつらが普通でボクサーあいつらがすごすぎたって？）

　認めたくないが、そういうことらしい。

「おい貴様！　何とかしろ！　先に行った鳥共みたいにモンスターのフリをする魔法を使えるんじゃねえか!?　出し惜しみしてるんなら、承知しねえぞ！」

「使えたら、みんなと一緒に行ってますぅー！　ちゃんと守ってくださいねぇー！　私が死んだら、案内する人がいなくなっちゃいますよぉー」

「ちっ！　ゲスが！」

　立場を利用して、冒瀆者のフネの陰に隠れ、安全を確保する。

　やがて、三割程のフネを失う損害を被こうむりながらも、何とか山頂付近にやってきた。

　といっても、まだ穴までは数キロの距離がある。

「おい！　情報班！　レーダーの反応はどうだ!?」

「反応がありません！」

「くそっ。先を越されたか!?」

「いえ、天使族共の反応もありませんから、おそらく、フレドのジャミング機構の影響かと。状況は不明です」

「おい、貴様！　敵の状況を教えろ！」

「はいー。少々お待ちください。ウォーターボール」

（なんでもかんでも頼りやがって。オレはてめえらのママかボケが）

　イネルスは、水の魔法を発動し、いくつかの厚みの違うレンズを作る。

　カインやラブラのように生まれつき質料に恵まれた者は、何もしなくとも自然と力を感じ取れる。もしくは良いモンスターを食らっていれば、探知系の魔法もふんだんに使えるが、イネルスはそのどちらもない。

　使っているのは、質料と色を節約するため、冒瀆者の望遠鏡とかいう道具を応用した、暗部で教わる視覚補助魔法だ。狭い範囲しか見えないのが難点だが、それでも視力を何倍にも強化できる。

（大体、あそこらへんだったよな）

　当たりをつけ、微調整を繰り返し、焦点を合わせる。

　やがて、輪りん郭かくを明らかにするその光景は──

（マジかよ──無傷だって？）

「は、ははは、ははははははは」

　演技することも忘れ、乾いた笑いが出る。

　カインとリエが潜伏していたらしい洞穴に、今はボクサーもいて、突撃する無策な天使族の戦士をいいようにあしらってる。

　ボロボロだったリエのフネも今は整備されたのか、動きがよくなっていた。

　つまり、それは、イネルスの考える限り、最悪の状況であることを意味している。

　今更この使えない冒瀆者の兵士どもを突っ込ませたところで、そんなものは焼け石に水だ。

　カインは、このレベルのフネ一○○体程度ならば一人で軽く相手ができる。

　リエもカインに匹ひつ敵てきする実力を持っていると仮定するならば、合わせればフネ二○○体程度は余裕だろう。

　それに加え、合体した貪沼を瞬殺したボクサー。ラブラが加わり、その力は何十倍にもなっている。

　なにせ、天使族の英雄と冒瀆者の英雄が力を合わせているのである。

　寄せ集めの雑兵では、敵わないのは明白だった。

（もう、終わりか……これで）

　任務の失敗は、すなわち死だ。

　このことを上に報告すれば、立場の弱いイネルスは真っ先に粛しゆく清せいの対象になる。

　今回のことも、上からの指示などなく、イネルスが勝手にやったと、蜥蜴とかげの尻尾切りをされる可能性が高い。

（どうすればいい。ヨークまで戻って助けを求めるか？）

　無理だ。

　そんなことしている間に奴らは逃げる。

　駐ちゆう留りゆうする兵士がイネルスの言葉を聞くとは限らないし、上から圧力をかけて兵を動かすにはさらに時間がかかる。

　そもそも、万が一それに成功したところで、イネルスの手柄にはなりはしない。

「おい！　なに固まってる！　早く報告しろ！」

「ふぁーい。わかりましたー。だめですぅー。ボクサーも、リエもカインもぴんぴんしてますよぉー。天使族はボコボコですぅ。あーあ。もう終わりですねえ」

　イネルスはその場にへたり込み、俯うつむきながら投げやりに呟く。

　腹いせに噓をついて、こいつらを死地に突撃させてやろうかとも思ったが、それすらも億おつ劫くうだった。

「そ、そんな。隊長ー！　無理ですよ。特破滅メメントモリ級のカインに、一○○○人斬りのリエに、ボクサーまでいる。どうしましょう。あれだけヨークで派手にあばれりゃあ、休戦派の連中も嗅ぎつけているでしょうし、このままじゃ、俺たち、処分されちまいます！　銃殺か、鉱山送りか、特攻要員か」

「まだあきらめるな！　直接討伐は無理でも、奴らの脱出口を塞ふさげば時間を稼げる。その間に援軍を呼ぶんだ！　──おい、貴様、フレドたちの逃走ルートを教えろ」

（ん？　こいつら、まさか、知らない？）

　イネルスは、ゆっくりと顔を上げる。

　イネルスはもちろん、ラブラから聞いた通り、フレドたちが火口から、『皇帝』のテリトリーを通り、外に出ようとしていることを、天使族の上層部に報告している。

　だが、どうやら、ここにいる冒瀆者は、フレドたちが世界の外に逃げ出そうとしているということ自体は知っていても、その具体的方策までは知らないようだ。

　どうやら天使族は、冒瀆者に情報を出し渋っていたらしい。

（まだ、諦めるには早いか。無能どもも一つくらいは良いことをする）

　イネルスの頭は再び急速に回転を始めた。

　この冒瀆者は雑魚も雑魚だが、こちらの方が情報的に優位にあるなら、まだできることは残っている。

（役立たずでも、導火線くらいには使えるな）

　それは、破滅的なアイデア。

　一○○％フレドたちの逃亡を阻止する代わりに、天使族も、冒瀆者も、多くが死に、世界に甚じん大だいな被害が及ぶだろう。

（だが、それがどうした？）

　そもそも、世界がイネルスに何をしてくれたというのだ。

　生まれてから、今の今まで世界というやつはイネルスに苦しみしかもたらさなかった。

　どいつもこいつも、自分を侮る。

　弱さを隠したいが故に虚きよ勢せいを張り、いきりちらす冒瀆者は、愚おろかだが理解できる。さっきの天使族の戦士のように直接馬鹿にしてくる奴はまだわかりやすい。イネルスが嫌いなのは、カインのような哀れみの視線を向けてくる強者だ。奴らは、無自覚にイネルスのような弱者を下に見ている。極め付きは、あのお嬢様だ。ラブラのように恵まれた立場に甘えながら、上から目線で『守ってやる』とほざく輩やからには虫むし唾ずが走る。

　天使族も、冒瀆者も、みんな死ねばいい。

　持たざる者の苦しみを知り、苦しんで死ね。

（生き残るのはオレだけでいい）

　このまま任務に失敗すれば、待つのは確実な死である。

　しかし、今イネルスが頭の中に思い浮かべている作戦が上手くいけば、ラブラを消すという最低限のミッションは達成できる。少なくともしばらくは世界が混乱し、イネルスの処分どころではなくなるだろう。

　その隙に逃げてもいい。もしくは、対立と戦乱に乗じて様子見をしていれば、またいつか出世や名めい誉よ挽ばん回かいの機会も訪れるかもしれない。

「逃走ルートは、火口ですよぉー。なんかぁ、フレドの師匠？　とかいう奴がー、見つけた抜け道みたいですぅー」

　イネルスは一瞬で思考を組み立てると、息を吐くが如く虚きよ言げんを弄する。

　いや、虚言ともいえない。

　イネルスが今言った言葉は全て事実だ。

　ただ、言うべき重要な事実を、一つスキップしているだけにすぎない。

「フレドの師匠？　──『万能』か。死んだと聞いていたが、あの化け物なら、そのような道を知っていたとしても、あり得なくはないな……」

　隊長と呼ばれていた男のフネから、思案げな声が漏れる。

「はいー。それでぇー。お言葉ですけどぉー、あの火口を全部封鎖するなんて今の戦力でできるんですかぁー？」

「くっ……短時間であの巨大な火口を封鎖するほどの戦力も兵装もない」

「あのー。でしたら、提案なんですけどー、封鎖なんて消極的な手段を使わずに、あいつらを殺しちゃいましょうよー。そうすればー、時間稼ぎどころか大手柄ですよねぇ」

　イネルスは、甘い声で囁く。

「殺す？　馬鹿を言うな！　そんなことができるはずがない！」

「そうですかぁー？　正面からなら無理でも、奇襲をかければ分かりませんよぉー。奴らが天使族と戦っている今なら、私たちの方が先に火口に入って、待ち伏せができますぅー。私が案内しますからぁー」

「奇襲をかけたとしても、奴らは一いつ騎き当とう千せんの強者だぞ。倒せる確率は限りなく低い」

　そう言いながらも、声こわ音ねには先ほどのような強硬な否定の色はない。

　もう一押しか。

「そこはー、ほら、天然の援軍がいるじゃないですかぁー。最悪、こちらの最初の一撃で、奴らの存在をモンスターに気付かせるだけでいいんですよぉ。要は、あいつらのカモフラージュを解いてやるだけでいいんですからぁー」

「……なるほど。モンスターに襲わせるか。火口付近のモンスターは強い。上手くいけば殺せる。そうでなくとも、時間は稼げるな」

「そうですー。そうですー」

　イネルスは我が意を得たりとばかりに何度も頷く。

「それにしても、随分都合のいい話だ。まさか、我々を騙だまそうとしているんではなかろうな？」

「えぇー。任務に失敗したら、殺されるのは私も同じなんですよぉー？　噓をついて何の得があるんですかぁー。私だって必死なんですぅー。仲間からも馬鹿にされてぇー、少しでも出世のチャンスを見つけようと頑張っているだけなのにぃー」

　疑念を孕はらんだ問いに、イネルスはそう言って、泣き真似してみせた。

「ちっ。まあ、いい。先頭はお前だ。俺たちに協力させる以上、リスクは負え」

「わかりましたぁー」

　イネルスは従順に頷いて、フレドたちがいるのとは逆方向──火口へと進路を取った。

　道中、さらに一、二機の脱落者は出たが、先ほどよりはずっと兵士のフネの動きがマシになっていた。

　死兵というのだろうか。

　後がないだけあって、実力以上の集中力を発揮しているようだ。

　やがて、噴煙立ち上る火口へと辿り着く。

「あの穴ですぅー」

　イネルスはいくつも空いた横穴の中から、煮えたぎるマグマから一メートルほど上にある洞穴を指さした。

「お前が先に行け」

「はぁーい」

　火口を飛び立つ。

　羽が焼けるほどの強烈な熱気。

　ジャバッ。

（っつ！）

　溶岩から飛び出してきた熱魚マグマテイルの吐き出してきた鉄砲溶岩を水の魔法で相そう殺さいする──しかし、なお防ぎきれず腕の一部が焼けた。

　それでも何とか、穴の中に体を滑り込ませることに成功する。

「お前ら覚悟を決めろ！　先についた奴は友軍の援護だ」

　火口から順繰りに冒瀆者のフネが飛び立ってくる。

　モンスターの犠牲になり、またさらに二割ほどの冒瀆者が死んだ。

（こっからは、運試しか）

　実のところ、イネルスはこれ以降の具体的な進路を把は握あくしていない。

　ラブラは詳細な地図をフレドから見せられたというが、イネルスにそれを確認している時間はなかった。

「こっちですぅー」

　しかし、そんな事情はおくびにも出さず、イネルスは自信満々に冒瀆者を導く。

「なんてことだ。信じられん。プールが近いのに、モンスターがこれほど少ないとは……」

　隊長らしき冒瀆者の男がぼそりと呟く。

　実際、奥に行けばいくほど、モンスターとの遭遇率は下がっていった。

　目標はすぐそこのはずだが……。

（クソっ。どこが『当たり』だ？）

　いくらイネルスの感知能力が弱いとはいえ、『皇帝』クラスほどの強いモンスターの気配となれば、察知することはできる。

　近くにいる。

　近くにいるが、気配が大きすぎて逆に場所を特定できない。

（早くしろ。早くしてくれ）

『皇帝』にとっては、イネルスたちなど、羽虫も同然であることは分かってる。

　だが、いくら羽虫でも、一○○匹が一気にたかってくれば、鬱うつ陶とうしく思い、手で払いのけるくらいはするはずじゃないか？

「……おい。貴様。さっきから、同じところを周回していないか？」

「そんな訳ないじゃないですかぁー。きっと勘違いですよぉー。ほら、地下では方向感覚が狂いやすぃって言いますしぃー」

「──誤魔化すな！　一体何をたくらんでいる」

　パンッ。

　隊長が威い嚇かくするように放った弾丸が、イネルスの頰を掠かすめた。

　パンッ。

　パンッ。

　パンッ。

　こだまする銃声と跳弾が、静せい寂じやくの洞穴にやけに大きく響く。

（アホが！　だが今はよくやった！　こんなところで銃を撃てば──）

　ザンッ！

　運命を分けたのは一瞬。

　つまる所、イネルスがそれを回避できたのは、『知っていた』からにすぎない。

　目の前の空間が、冒瀆者の半数ほどを巻き込んで、地面ごと消失する。

　突出する四角い台地。

　いや、これは、ドラゴンの口の一部だ。

「な、なんだ！」

「ち、地竜だ！　この反応！　軽く破滅級を超えているぞ！」

　突如出現した脅威に、慌てふためく冒瀆者たち。

（よしっ。死ね！　死んでオレが逃げる時間を稼げ！）

　イネルスは脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

　メイド服を裏返し、最弱のモンスターと呼ばれる、火ネズミの皮でできた布を表にして被る。

　元々、イネルスは弱い。

　それは、冒瀆者に弄もてあそばれている天使族の遺い骸がいよりもだ。

　彼らが動力源に使っている遺骸は、大幅にその力を減じたとしても、元は戦士だったのである。

　そして、羽なし共はイネルスをただのメイドだと思っているだろうが、あいにく隠おん密みつはこちらの得意技だ。

　自身を矮わい小しよう化かし、奴らを大きく見せる。

　そうすれば、皇帝が初めに襲うのは、より強力な力を放つ冒瀆者共だ。

「うああああああああああああ！」

「助けてくれえええええええええええええ！」

　冒瀆者共の断末魔の悲鳴と、無意味な銃声を聞きながら、イネルスはほくそ笑んだ。

（地竜か。想定していたほど強くない──ようやくオレにも運が回ってきたか！）

　地竜は、強きよう靭じんな鱗うろこによる防御力と、無む尽じん蔵ぞうにも思える体力、必殺の牙に、大地を自在に操る魔法をもつかいこなす、厄やつ介かいなモンスターだ。

　しかしそれでも、『皇帝』の格として考えるならば、『弱い』。

　本来のスタンピードの時期より、幾分早く覚かく醒せいさせられたからだろうか。

　もしかしたら、育ち切っていなかったのかもしれない。

　羽を持たない地竜からならば、きっとイネルスでも逃げ切れる。

（それでも、十分だ）

　あのクラスなら、天使族では名家が師団クラスの軍勢を引っ張り出さないと倒せない相手だ。

　いくらフレドたちが強くとも、あの程度の戦力では地竜を突破できまい。

　迷うことなく来た道を引き返す。

　潜入は、イネルスの得意分野だった。

　いくらさび付いたとはいっても、一度通った道を誤るほど、間抜けではない──と思っていたのだが。

（出口が、ない？）

　火口へとつながる穴があったはずの場所を、イネルスは呆然と見つめた。

　土砂崩れなどがあった様子もないのに、当たり前のように目の前には壁がある。

　確かめるように、壁に手を振れた瞬間──ボロボロボロ、と。

　土壁が剝がれる。

　やがて露わになるのは、毒蟲ポイズンワームにも似た紫色の血管。

「ひっ」

　目の前の壁は、おぞましいほどの肉感と熱をともなっていた。

　やがて立ち上る腐臭。

　古くなった皮膚を擦り落とすかのように、洞穴が狭まる。

「くそが！　くそが！　くそが！　くそが！　くそがあああああああああああああ！」

　全身を悪お寒かんがかけぬける。

　生を確保するため、わずかな隙間を目がけて、決死のジャンプを繰り返すが、そうしている間にも、どんどんイネルスの存在できる空間は狭くなっていく。

　やがて、その僅かな安あん堵どすらも奪うように突き出てくる無数の顎あぎと。

　さきほどの地竜が、上からも、下からも、横からも、無限に這い出してきて、ごちそうのように、剝はがれ落ちた土壁を──いや、『何か』の皮膚を食らっている。

「お、おい、もしかして、まさか、そんな──」

　イネルスの脳裏を最悪の想像がよぎる。

　もしかしたら、この穴は、『皇帝』にとって毛穴の一つのようなもので。

　先ほど、イネルスが、皇帝だと勘違いしていた地竜が、毛穴に巣食うダニのようなものに過ぎないのだとしたら──。

（ああ。これが本当の『絶望』か）
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　自分は死ぬ。

　だが、世界も死ぬだろう。

　自分を見み下くだしてきたアホ共も、その身をもってようやく知るのだ。

『理り不ふ尽じん』を。

　前菜を食らい終え、さらなる食欲を満たさんと、こちらへと群がってくる地竜。

（へっ。これでようやく終われるぜ）

　不思議なほどの満足感を抱きながら、イネルスは、その最さい期ごを、抗あらがうことなく受け入れた。





　　　　＊






「ああ！　もう！　邪魔！」

　ボクサーから放たれた弾丸が、今日何体目かの天使族の頭を貫く。

「ウチとダーリンのラブラブタイムを邪魔するとか、マジサガるんですけど！」

　リエのフネが巧たくみに魔法をかいくぐり、下から天使族の胴体を斬り上げる。

「これは、『不殺ころさず』の名は返上しなければならないな……。奴らが実力差を理解して、素直に退却してくれれば、俺たちも深追いしたりしてる時間はないというのに」

　フレドは、無策に洞どう穴けつに突撃してくる天使族を見て、軽い頭痛を覚えた。

『殺さないこと』と『殺せないこと』は別問題なのだが、どうやら、彼らはフレドが臆おく病びようで天使族との戦いを避けていたと勘違いしているらしい。

「多分、見み栄えじゃないかなあ。前は共闘していた冒瀆者の兵士たちの姿が見えないから、大方、独断で先行してるんだろうね。今引いたら、皆の物笑いの種になるのが嫌なんだろう」

　カインがリエを守りながら、ついでのように天使族の首を手刀で刎はねた。

「だとしても、自身の命がかかっている状況でプライドを優先するか？　退却して戦力を立て直すのが当然の判断だと思うが」

「その判断ができないから、彼らはいつまでも使い捨てられる下級の兵士のままなんだよ」

　カインはアルカイックスマイルを湛たたえたまま、残酷な真実をぽろっとこぼして、敵の翼を強引にむしり取る。

「ふう。残りは、二○体ほどだな。このペースだと、一五分後には掃そう討とうが完了する」

　シズが憂ゆう鬱うつそうに呟つぶやく。

「その先には、冒瀆者の兵士どもが待ち構えている可能性が高いけどな」

「おい。フレド。ネガティブはボクの専売特許だろう！　くそっ、そうだな。それだけで済むか？　例えば、中立のヨークの軍がボクたちを追いかけてくるなんてことも──」

　シズが張り合うように後ろ向きな思考を吐と露ろする。

　確かにその瞬間までは、フレドたちには軽口を叩き合うほどの余裕があった。

「耳を塞ふさぐんだ！」

　カインの叫び。

　刹せつ那な、状況は一変する。

　チカ、チカ、チカ　と、ボクサーの船内に灯ともる、緊急事態を示す赤色光。




　キィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！




　それは、まるで、産まれたての赤子がこの世に生まれたことを嘆なげいているかのごとき金かな切きり声ごえだった。

　ボクサーの防衛機構セーフガードが、自動的にノイズキャンセリングを発動しているというのに、それでもなお耳を手で覆わねばならぬほどの暴ぼう声せい。

　準備もなく、生身でそれを受けた天使族の残兵全てが、耳から血を垂れ流し昏こん倒とう。

　なすすべもなく地面に激突し、絶壁を滑り落ちていく。

　もはや、レーダーは意味をなさない。

　無数の巨大な点が、画面を塗り潰している。

　状況を確認しようと、洞穴からフネの頭部を出した。

　空が落ちてくる。

　光を遮さえぎり、陰いん鬱うつに世界を陰らせるモンスターが、刻一刻と地上に迫せまる。

　フレドたちのいる洞穴も、地震の前触れのように微動を始めた。

「フレド、これは……」

「スタンピード──だと？　このタイミングで」

「まさか、イネルスくんが皇帝を起こしたのか!?」

「はあ!?　ヤバくない？　それって、ただの自殺行為っしょ!?　今のヨークじゃ、スタンピードはもたないじゃん！」

　リエが剣先で地上を指した。

　空を埋め尽くすモンスターに先んじるように──いや、『強大な何か』から逃げ出すように、地竜の群れが砂煙を巻き上げてヨークへと殺さつ到とうせんとしていた。

　中立都市であるヨークは確かに独立した戦力を有している。

　しかし、それは独力でスタンピードに対処できるということを必ずしも意味しない。

　中立都市は、スタンピードが内地にまで侵入しないように、防ぼう波は堤ていとして時間を稼かせぐ意味合いで造られたのであり、戦争時には、両軍に対価を払って援軍を乞こうのがならわしだった。

　だが、今両軍は戦後まもなく、損そん耗もうを回復しきれていない。

　おそらく、満足な援軍は出せないだろう。

　そうなれば、ヨークは突破され、押し寄せるモンスターの災さい禍かは天使族、冒瀆者の別なく、世界を蹂じゆう躙りんする。

　そんな事態は、『開戦派』の意向に──いや、冒瀆者、天使族のどの派閥も問わず、誰もが望まない最悪の展開だというのに。

（判断を見誤ったか……。まさか、イネルスがそんな破滅主義的な奴だとは）

　イネルスは敵になったとはいえ、意に沿そわぬラブラの従者の仕事を長い間務める程だから、忍耐力がある性格だと思っていた。

　全く、心というやつだけは、いくら学んでも読み切れないものだ。

「ごめんなさい！　フレド！　私が！　私のせいでっ！　全部、めちゃくちゃに！　私がイネルスに喋らなければ！　そもそも、私がフレドに恋を──」

「それ以上は言わないでくれ。俺は、ラブラに恋をしたことを後悔してはいない。もしこの瞬間に死んでしまったとしても、お前への恋を知らずに過ごす生しよう涯がいよりは幸せだったと、自信を持って断言できる」

　唇をかみしめて、ボロボロと涙を流すラブラの言葉を、フレドは途中で制した。

「私だって、同じ気持ちよ！　でもスタンピードを起こしてしまったことは、許されないわ！　私のせいで、たくさんの命が失われる！」

「スタンピードはいつかは起きるはずだったものだ──と言っても、ラブラは納得しないよな。……責任を感じるなとは言わない。だが、少なくともその半分は、ラブラに恋をした俺のものだ。罪は一緒に背負おう」

「でも、これで、フレドの夢は、もう──！」

「まだ、終わっちゃいないさ。ボスモンスターがいるのは、なにもダルタロス火山だけじゃないからな。他のプールから脱出するという手は残っている」

　フレドはそう言って、敢あえて笑った。

　もちろん、現実が厳しいことはわかっていた。

　都合よくフレドたちが軍の監視からフリーハンドで動ける機会はそうそうやってこない。

　他のプールから脱出するなら、地図は一から作り直しだ。

　専用機体の準備に、装備も揃えなければいけないし、相当な時間がかかるだろう。

　だが、諦めない。

　一○年後だろうと、五○年後だろうと、必ずいつか実現してみせる。

　フレド自身が無理なら、それができる奴を育てたっていい。

　冒瀆者は死してなお、その知識を後世に残すことができるのだから。

　今のこの窮きゆう状じようが恋の罪だというなら──二つの夢を追い求めた代だい償しようだというなら、喜んで受け入れてやる。

「……わかったわ。あなたが諦めないなら、私も絶対に諦めない。約束する」

　ラブラが決然と頷うなづく。

「いいじゃんいいじゃん。ヘコんでてもしゃーないっしょ。ウチらと一緒に逃亡生活、やっちゃう？　結構毎日パーリナイトでアゲアゲな感じで楽しいから」

　リエが沈んだ空気を吹き飛ばすような陽気さで叫ぶ。

　彼女は開戦の準備をするように、フネのブレード同士を擦り合わせて、刀とう身しんにこびりついた汚れを払った。

「その前にまず生き残らないと。今、僕たちが取れる選択肢は二つだね。皇帝から逃げて、スタンピードに紛まぎれるか。それとも、スタンピードを避けて、皇帝と戦うか」

　カインが外と内を左見右見とみこうみして言った。

　一般に、ボスモンスターは他のモンスターを率いるといわれるがそれは正確な表現ではない。

　羊が犬に操られるがごとく、ボスモンスターの威圧感に追い立てられて、強制的に進路を固定されているのだ。

　逆に言えば、ボスモンスターと密着していれば、スタンピードに襲われることはない。

「スタンピードの物量でひり潰されては敵かなわない。ならば、まだ、ボスモンスターを何とかした方がマシだ」

　フレドは即答した。

「勝ち目があるのか？　確か前のダルタロス火山のスタンピードでは、ボスモンスターを倒すのに、冒瀆者の五個師団と、天使族の三つの軍団が必要だったと聞いているぞ」

　シズが首を傾げる。

「幸い、今回のボスモンスターはそれよりは弱そうだよ。覚かく醒せいさせられた時期が早すぎて、完全体ではないんだろうね。僕は赤ん坊の頃、スタンピードを経験しているけど、あの時感じた力の、大体八割くらいだと思う。それに、今回みたいに、本当の意味で天使族と冒瀆者の第一線が協力したことは今までの歴史でないはずだから、十分に勝機はあると思うよ」

「……ここまで敵が強ければ、二割減でももはや誤差レベルだと思うが。まあ、仕方ないか。もはやアレは回避するとかいう次元じゃないしな」

　シズは、モニタに空と地上で合流し、一つの濁だく流りゆうとなりつつなるモンスターの群れを映し出し、ため息をつく。

「ボスモンスターが完全に覚醒するまでに時間はない。付け焼刃かもしれないが少しでも戦力を強化しておく。カイン。悪いが、俺は天使族の遺い骸がいを使わせてもらうぞ」

　フレドは、そこら辺に転がっている天使族の死体を一いち瞥べつして呟く。

　どんどん強くなっていく揺れ。

　計器が、地下から途方もない熱量がせり上がってくるのを観測している。

「当然だろうね。どうやら、近くに行軍中にやられたらしいフネがあるみたいだから、僕も冒瀆者の死体を何体か頂くよ。失った質料を回復しないと」

　カインが頷いた。

　フレド自身も、カインも、すき好んで異種族を殺して回るタイプではない。

　だが、たとえ気が進まなくても、必要な時にやるべきことをやる。

　それが、戦場で生き残るということだ。

「え？　ダーリン。冒瀆者の死体食べるの？　まずそう。っていうか、魔法の力のない冒瀆者食べて何かいいことあんの？」

「ああ。実は、冒瀆者の中には、色はないけど、質料に似た物はあるんだよ。冒瀆者の言葉でいえば『器』かな。ただ、冒瀆者のそれは、僕たちの質料と違って、色と繋がる力がないんだけどね。とにかく、僕たちの中に取り込めば質料が回復するんだ」

「ふーん」

「リエ……軍学で習っただろう。基礎も基礎だぞ」

　カインの言っていることは、冒瀆者にとっても周知の事実だ。

　貴重な質料を回復する手段だったからこそ、天使族はかつてリスクを冒おかして冒瀆者を非常食として飼育していたのだ。

　冒瀆者にも質料に似た何かはある。ただそれは、冒瀆者自身には役に立たないゴミというだけだ。

「ん？　ウチそういうめんどいのは全部妹ちゃんに替え玉で受けさせてたからわかんなーい」

「全くクソ姉貴が！　そのせいでボクがどれだけ苦労したと思ってるんだ。替え玉とばれないようにすることにばっかり気を取られてまともに授業を聞けずに、ボクまで座学の成績がめちゃくちゃになったんだからな！」

「……カイン。もし余裕があれば、フネから武器をバラしてもってきてくれないか。ボクサーは戦闘用装備が貧弱でな」

　時と場所も選ばない姉妹喧嘩に辟へき易えきしつつ、フレドはカインに要請する。

「わかった。なるべく回収してくるよ」

「じゃ、ウチが死体をバラすから」

「頼む」

　ボクサーのハッチから出たフレドは、リエが解体して取り出した天使族の兵士の骨を加工する。

　フネの動力源にするのには結構な手間がかかるのだが、今回は使い捨ての武器にするので、さほど時間はかからない。

「取ってきたよ。何が必要かわからなかったから適当にだけど」

「助かる。十分だ」

　やがて戻ってきたカインが投げて寄よ越こした、バズーカ、ライフル、ブレード──種々の武器を直感とひらめきに従って連結していく。

　例えば、ボクサーのメイン武器は、バズーカを五本まとめたものにした。天使族の遺骸そのものを使った強力なエネルギー弾を発射できるようにした号砲だ。

　リエのフネは、同じく遺骸の弾丸の力を利用できるライフルと刀身を連結し、ガンブレードへと換装する。

　これくらいでないと、ボスモンスターには傷もつけられない。

「すごいな。冒瀆者の技術者はみんなこんなに手早く、強力な武器を作れてしまうものなのかい？」

「まあ、フレドっちは、特別っしょ。なんせ、『万能』センセーから見込まれたフネいじりマニアのヤベー奴だもんね」

「あまり褒められている気がしないが──そろそろ限界だな」

　急いでボクサーの船内へと戻る。

　ボスモンスターの脈動が、足越しに感じられた。

「飛ぶよ。魔法で気流を調整してみるけど、期待はしないでくれ」

　カインがフレドたちを先導し、洞穴の外に出る。

　フレドたちもフネの羽を広げ、その後に続いた。

　ドゥゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　大爆発。

　逃げ出したのか、投げ出されたのか。

　衝撃と共に、フレドたちは空中へと舞った。

　こちらから攻撃するなど、とても考えられない。

　熱波に翼を焼かれないようにするので精一杯になりながら、フレドたちは着地する。

　はるか高く見上げるボスモンスター。

　それは、ダルタロス火山そのものであった。

　かつて山頂だった部分は今や竜の顔となり、噴ふん煙えん渦巻く火口は禍まが々まがしい単眼となり果てた。

　翼と化した稜りよう線せんが羽ばたけば、光陰に積み重なった塵じん垢こうが土砂崩れとなって流れ出し、あるいは轢弾となって地上に降り注ぐ。

　その顎あぎとから殺意すらなく垂れ流される涎よだれはマグマ。

　それは灼熱の大河となって、流路に立ちふさがる不ふ遜そんを焼き尽くす。

　息遣いそのものが死。

　存在そのものが破壊。

　かつてのそれは、見渡す限りの高地だった一帯を、一夜にしてなだらかな荒野に変えたのだという。

　そう。

　昔は、わざわざ、地名に山をつけて呼ぶ必要なかった。

　今の平野だった部分が、ヨークと同じく、二○○○メートルに等しい高さを有していたのだ。

「やはり、竜型タイプドラゴンだね。弱点は知っているかな？」

　カインが魔法のシールドで轢弾を防ぎながら呟く。

「尻尾だ。あれで、地下からマグマエネルギーを吸い上げている。だが、まずは翼をどちらかだけでも斬り落とさないと、風圧で尻尾を狙うどころじゃないな」

　フレドは答えた。

　災害だと他ひ人とは言う。

　巡り合わせが悪かったのだと。

『神からの罰』だと、扇動の罪で処刑された病質者は叫んだ。

　甘んじて受け入れよ。それは、楽園を汚した我々の逃のがれ難がたき宿命である。

　否いな。

　否。

　否。

　フレドは決して認めない。

　災害は殺せず、神は見えないが、モンスターは所しよ詮せん、フレドたちと等しき一つの命にすぎない。

「ウチがあのデカブツの羽を斬り落としちゃっていい？」

「わかった。だが、鱗が固い。下処理は俺たちがやる」

「ならボクは援護か。本当はなるべくリエの側にいたいんだけどなあ」

　カインが飛び立った。

　躊ちゆう躇ちよなく、暴竜の前にその身を晒さらす。

「アイシクルランス！」

　射出される氷ひよう槍そう。

　ドラゴンの規模からすれば、針のごとき一撃。

　しかし、それでもなお、ドラゴンはカインを敵と認識した。

　見よ。

　彼こそが空を制する英雄である。

「あーん！　ウチのダーリンかっこよすぎィ！　フレドっち！　ダーリンの努力を無駄にしたら、ウチがぶっ殺すからね！」

「わかってる！　ラブラ！　剣も盾も使い潰していい！　何とか射程範囲まで砲ほうをもたせてくれ！」

「やってやるわ！」

「どうやら言葉で指示している時間はなさそうだ。信号でいくぞ」

　シズがフレドの肩に足を乗せた。

　言葉はなくとも、感覚だけで通じるのが相棒だ。

　ドラゴンの目と口に、忌いむべき灼熱の光が集約されていく。

　同時にほとばしる二つの熱線。

　刺とげ々とげしい翼が激しく羽ばたき、竜巻が巻き起こる。

　暴風に巻き込まれた岩々は、風と土の魔法によって意志を得て、万軍の斉射にも等しき弾幕となり、カインへと襲い掛かった。

「あいにく、かわすのは得意でね。──イリュージョニア」

　カインが曲芸のように美しい軌跡を描いて虚こ空くうを舞う。

　熱線の際きわ──その極限スレスレに密着し、炎えん石せきすらも溶かす業ごう火かから身を隠す遮蔽物とした。

　一撃で身を粉砕する大岩は、カインの手にかかれば質量を持った等身大の幻影となって、ドラゴンの視覚を翻ほん弄ろうする。

　空を知り尽くした英雄が、死力を尽くして成した全力の回避。

　風の鎧よろい。土の盾。

　守りに守り、それでもなお、無傷にはほど遠く、翼は焦げ、皮膚は切り刻まれる。

　そうまでして彼が作った決死のチャンス。

　ドラゴンが体面を上向けたことにより、翼の下面──揚よう力りよくと推すい力りよくの狭はざ間まで、わずか数秒だけ存在を許された台風の目。

　シズは的確にそれを見抜く。

　タ、タ、タ、タンと、フレドの肩に、シズからの出発の合図。

　ボクサーは荒れ狂う大おお海うな原ばらへと漕ぎ出した。

　その後に続くリエ。

（翼の角度が一ミリでもずれれば墜ちる）

　それでも、やるしかない。

「ああ！　もう！　邪魔邪魔邪魔邪魔！　この手！　もっと早く動きなさいよおおおおおおおおおおおお！」

　カインが陽動してもなお、ドラゴンがドラゴンとしてそこに在あるだけで生み出される、イナゴの大軍のごとき轢弾。押し寄せる脅威を、ブレードと盾で弾きながら、ボクサーはドラゴンの右翼の付け根へと肉迫する。

（くそっ。まだまだ、俺の技術も未熟だな）

　限界にまで振り絞られた出力の中で、確かにフレドはラブラとの力の繋がりを感じていた。

　生体動力源活用によるエネルギーロスの解消と、攻撃士と操縦士の直感的なリンク。

　その連携度は今までにないほど高まっており、誰にも瑕か疵しなどない。

　しかし、それでもなおもどかしいのは、モンスターのパーツ越しだからだ。

（いっそのこと、ラブラと直接繋がれれば──！）

　そんなことすら考えてしまう。

　フネがフネである以上、避けることができないわずかな、本当にわずかなエネルギー伝達のラグ。

　一○○○分の一秒にも届かないであろうそのズレですら、今は致ち命めい傷しようになりかねない。

　それでも諦めない。

　穴が開く翼。

　剝はがれていく装甲。

　多大な損害を負いながらも、ボクサーは辿り着く。

「行くわよ！」

　ラブラが損そん耗もうした盾を投げ捨て、その扁へん平ぺいで金属質な戦友に弾道を確保するという最後の役目を用意する。

　ドラゴンを相手にするにはあまりに矮小なボクサーで、不釣り合いなほどの大きな砲を構える。

　奪い取った天使族の命の輝きが、光弾となって射出される。

　ガギュキーン、とくぐもった音。

「くっ！　ごめん！　鱗をとばしきれなかった！」

　外してはいない。

　しかし、ベストとも言い難い一撃。

　鱗の一部が剝がれたが、それは、刃を振るうには不十分な面積しかない。

「問題ないっしょ！　ウチを誰だと思ってんの!?」

　ボクサーの横をすり抜けるようにして躍り出たリエのフネが、六本の剣先をわずかな傷口に突き立て、押し広げる。

　外科手術じみたその手腕で、突破口を確保したリエは、ドラゴンが痛みを感じる暇もないほどの神速で斬撃を繰り出す。

　大木を食らう天牛カミキリがごとく、かつて山だったその翼にはしる一本の直線。

「ぐっ！　もうこれ以上は──」

「ダーリン！　後、少しなのに！」

　残り三分の一ほどの長さを残し、それでもなお翼はそこにある。

「それくらいなら！　私たちでもいける！　フレド！」

　ラブラがボロボロになったブレードを構える。

「任せておけ！」

　フレドは大きく空に飛び上がった。

　防御を度外視したその行動に、ボクサーの翼は悲鳴を上げ、ついには剝がれ落ちる。

　代償に得るは、垂直落下の重力と共に繰り出される渾こん身しんの一撃。

「ナイス！　ウチが合わせるから！」

　上と下から、同時に斬撃が繰り出される。

　ミィエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ！

　鈍感なドラゴンも、ついに片翼を失う痛みに絶叫した。

　酷こく使しに耐え続けたボクサーのブレードが、ついに砕ける。

「もう機体がもたない！」

　翼の断面──ドラゴンの胴体を駆け下りながら、フレドは叫んだ。

「ウチもブレードがヤバいんだけど！」

「一発で決めよう！」

　ドラゴンの尾に、集つどう三さん傑けつ。

　今もマグマを吸い上げ続けるその太くて短い生命線に、全ての敵意が向けられる。

　フレドは、その瞬間、ボクサーの攻撃以外の全ての機能をオフにした。

　身体を弛し緩かんさせ、ラブラに全てを委ねる。

「吹っ飛べえええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

「リエちゃん究極奥おう義ぎ！　六ろく波は羅ら爪そう刃じん！」

「虚に還れイマジナリーゼロ」

　種族の壁を超え、絶望に抗う希望たちが繰り出す至高の一撃。

　度重なる災さい禍かをも超越し、連綿と続いた弱き命が育み続けた果実は、今ここに実った。

　ブオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　断だん末まつ魔まの咆ほう哮こう。

　行先を失ったマグマが地上に溢れる。

　バズーカ砲の反動と、圧倒的な熱量が起こす水蒸気爆発に、ボクサーは吹き飛ばされ、空中で瓦が解かいしていく。

　リエのフネも、六本のブレードごと粉砕されて　薔薇の花を散らした。

　緊急脱出装置が作動し、パラシュートと共にフレドたちを空中に投げ出す。

　ドラゴンの巨きよ軀くが、地上へと倒れていく。

「なんとか、なったな」

　フレドは小さく息を吐き出す。

　冷や汗が額を伝う。

「やった！　やったわ！　勝った！　勝ったああああああああああああああああああ！」

　ラブラが両手を挙げて叫んだ。

「もういやだ。まだ瞼まぶたに光弾が焼き付いている。ボクの不幸はどんだけ底なしなんだ」

　俯うつむきながら呟くシズ。

「ああもう！　イックううううううううううううう！　こんなの気持ちよすぎいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　リエが嬌きよう声せいと共に、身をよじらせる。

「え、エア……」

　カインが振り絞るような声で魔法を発動し、風の方向を制御しながら、斬り落としたドラゴンの翼の上へと軟着陸する。

「これからどうするの？」

「壊れたフネを探す。何とか一機くらいは、修復すれば使えるようになるのもあるだろう」

「ボスモンスター殺しの偉業を成し遂げたのに逃亡生活か。全く嫌になる」

「まあ、しばらくはスタンピードでどこもぐちゃぐちゃっしょ？　何とかなるなるー」

「とりあえず休んで質料を回復しないと、ボクはしばらく何もできないな」

　しばし、一同、その場で呼吸を整える。

　終わった。

　誰もがそう思ったのも束の間──

「──おい。これは何かの間違いだと思うんだが、いくら不幸なボクでもありえないと思うし、激戦のショックで視覚がおかしくなっただけなはずだが、スタンピードの群れがこちらに向かってきてないか？」

　初めに気が付いたのは、やはりシズだった。

「いや、間違いじゃないな。スタンピードがこちらに向かってきている。支柱のボスモンスターを失って無秩序に拡散しているという風でもない。これは……強つわ者ものに追い立てられている気配だ」

　フレドはポケットから片眼の望遠鏡を取り出して見み遣やる。

　ヨークの方に向かったはずのスタンピードが、一直線にこちらに引き返してきている。

「ね、ねえ。私、『皇帝』ほどじゃないけど『王』の気配を、三体くらい感じるんだけど……気のせいよね？」

　ラブラが震え声で呟く。

「いや。僕も感じるよ。確かに王だ。属性は、水と風と土。それぞれ、別方向の『世界の果て』からやってきたのかな」

「共鳴現象、か」

　フレドは顎あごに右手を当てて考え込む。

『スタンピードが脅威ならば、その中心たるボスモンスターが育ちきらない弱い内に狩ってしまえばいい』

　単純で、しかし、効果的に思えるそのアイデアをかつて実行した者がいた。

　その結果は──

「そ、それって、あれだろ？　昔、楽園派が滅ぼされる原因にもなった無茶な計画。未熟なボスモンスターが他の未熟なボスモンスターに助けを求めて一いつ斉せい蜂ほう起きして、冒瀆者の文明が一○○○年は後退したっていう──でも、あれって確かまだ幼体ベビークラスの奴を攻撃した時に起きる現象だろ！　ここまで育っててもアウトだなんて聞いてないぞ！」

　シズが駄だ々だをこねる子どものように手足を振り回す。

「今まで試す奴がいなかっただけだろ。俺の知る限り、こんなに中途半端に最悪なタイミングでボスモンスターを刺激した例はないからな」

「で、でも、おかしくない？　そいつらがやばいボスモンスターだとして、世界の果てから来たっていうなら、いくらなんでも着くの早すぎっしょ？」

　リエが首を傾げる。

「……可能性としては、先ほどのドラゴンが強力な空間移動の魔法を使っていたから、ということが考えられるかな。──それならば、僕たちだけでアレを倒せたことの説明もつく」

　カインが疲労の色が濃い声で呟く。

　ダイタロス火山のドラゴンは、本来、天使族と冒瀆者の文明が、総力を決して挑まなければ勝てない程の相手である。

　それを、フレドたちだけで倒せたのを、僥ぎよう倖こうというだけで済ませていいのだろうか。

　全力を出せてなかったと考える方が自然じゃないか？

「……勝ち目はあると思うか？」

「……残念ながら僕にはもう何も思いつかない。一体一体は、皇帝よりも弱いとはいえ、三体の王が合わされば、さっきの倍くらいの強さは覚悟しなくちゃいけないことになる。ボクも君たちも、戦力は全て失っている状況で、だ」

　フレドの問いに、カインは小さく首を横に振る。

「んじゃんじゃ、ダーリンがあのドラゴンを食べちゃえばいいじゃん！　そしたら、すっごい魔法が使えるんじゃない？」

「あのドラゴンの色は確かにすさまじいよ。でも、僕の質料はもう空っぽだ。それでは、魔法は使えない」

「……だったら、ウチを食べればいいじゃん。ねえ。そうしてよ！　そしたら、その質料っていうの？　回復するんでしょ！」

「なんてことを言うんだリエ。キミを殺すくらいなら、僕はスタンピードのおとりになって死んだ方がマシだ。──それに、無理だよ。仮に僕が万全の状態だったとしても、膨大すぎるドラゴンの色を扱うには、質料が釣り合わない」

「それでも、ダーリンが逃げるくらいの力が回復するなら、ウチはそうして欲しい」

「君のいない世界に僕一人生き残れというのかい？」

「う、ううううううう、ダーリン！」

　カインとリエが、お互いをきつく抱きしめる。

「ちくしょおおおおおおおお！　もう無理だあああああああああ！　今度の今度こそ終わりだなあああああ！　いやだああああああああ！　死にたくないいいいいいいいいいいい！　ボクは今までの不幸貯金の分だけ幸せになる権利があるはずなのにいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！　ばかやろおおおおおおおおおおおおお」

　シズが頭を抱えてしゃがみこみ、錯乱状態で喚き散らす。

（実際問題どうする？　今から捜索を開始して何とか逃走用のフネを確保できる確率にかけるか？）

「フレド」

（いや、それとも中立都市ヨークに戻る方策を探すか？　いや、そもそもどうやってあのスタンピードを乗り越える）

「フレド」

（……カインにリエを食べさせることは無理でも、俺を食べさせることなら可能か？　そうすれば、何とかシズとラブラを逃がすことは──）

「フレド！　私の話を聞いて！」

　気づけば、ラブラの顔がすぐ近くにあった。

　彼女の両手が、フレドの頰ほおに当てられている。

「あ、ああ。すまん。なんだ」

「私、あんたに約束したわ。どんなことがあっても、最後まで絶対あきらめないって。そうよね？」

　ラブラの視線が、瞳の奥底を射抜く。

　そのひたむきすぎる意志の力こそが、フレドを惹き付けてやまない。

「そうだ。諦めない。だから、今も、何とか一人でも多く生き残れる方法を考えていた。俺が死ねば残りは助かるかもしれない」

「ふーん。それがフレドの考えた最高のやり方？　随分、『普通』ね？　あんたらしくないわ」

　ラブラは退屈そうに言ってから、フレドを試すように挑発的な笑顔をみせる。

「なに？　なら、他にラブラはいいやり方があると？」

「ええ。──あのね。試したいことがあるの。今までに誰もやったことがないし、すごく危ないと思う。フレドを殺しちゃうかもしれない。とても『普通じゃない』やり方。それでもいいなら、勝てるかもしれないわ。どう？」

「やろう。俺は何をすればいい」

「目をつむって」

「ああ」

　言われるがままに瞳を閉じる。

「んむっ!?」

　瞬間、フレドの口内に、甘く生暖かい感触が侵入してきた。





　　　　＊






　ラブラはずっと考えていた。

　フレドの役に立つ方法を。

　恋をするということは、相手の全てを知りたいと思うことであり、フレドをより深く理解したいならば、フネを把は握あくすることは避けて通れない。
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　だからといって、せいぜい数ヶ月の間に、ラブラに冒瀆者の難しい知識を全て学ぶことなど不可能なことはわかりきっていた。

　結局、ラブラが分かったのは、フネというのは、天使族の身体を再現する装置であるということだけ。

　天使族が一つの身体で成していることを、三人でやるのだ。

　目はシズで、上半身がラブラ、下半身がフレド。

　なるほど。目と脚が勝手に動いてくれるなら、強いに決まってる。

　フレドがフネをあれこれいじっているのは、少しでも三人がズレなくくっつけるようにする作業。

　フレドはその作業において、冒瀆者の中で一番すごい奴ということなのだろう。

（でも、無理なのよ）

　フレドが天才で、どれだけ工夫をしたとしても、限界はある。

　フネを通じてラブラたちがつながるには、間にモンスターの身体を挟んでいるからだ。

　例えば、ラブラの質料を伝えるためのスライム。

　あるいはレインボーカメレオンの管。

　ゴーレムの骨格。

　邪魔だ。

　邪魔だ。

　全部邪魔なのだ。

　ラブラの本能は、より深く、フレドとつながることを望んでいる。

　そこで、発想を根本から変えた。

　フネは、ラブラとフレドがつながるための道具であって、つながれるならばそれがフネである必要はない。

　だったら、逆にしてみたらどうだろう？

　ラブラがフレドのやり方に合わせるのではなく、フレドにラブラの方へ合わせてもらったなら。

　天使族の遺骸を使ったフネが、生きたままのラブラを使ったフネに敵わないように、冒瀆者もまた、殺して食らうよりも、生かしたまま利用することができるのなら、新たな可能性が開けるのではないか。

　そう考えた瞬間、ひらめいた。

　天使族が『食べる』には──魔法的な意味で相手を捕食するには、なにも、相手の肉と骨をかみ砕いて胃に収めなくともよいのだ。

　必要なのは粘膜同士の接触であり、ラブラの身体の中である程度コントロール可能な部位はといえば、口である。

　つまり、フレドとより直感的につながる方法とは──

『……なんとか、言いなさいよ。せっかく、私の初めての接吻フアーストキスをあげたのに』

『え、ああ。その、なんだ。ごちそうさま？』

『ふふっ。なによそれ』

　つながったままで、ラブラはフレドと意思を交わす。

　言葉はもはや必要なかった。

　思考と肉体と精神。

　質料と色。

　二人の全ては共有物となり、瞬まばたき一つの間に億万の言葉を交わすよりも深く速く、お互いを把握する。

　彼の照れくささと、戸惑いと、喜びの入り混じったような感情が、ラブラ自身のそれと合流する。

『すまん。突然だったから──それにしても、俺にも手に取るようにわかるぞ。これが、本物の魔法の──質量と色を扱う感覚か。ここまで思い通りに動かせる道具があるなら、今まで学んできたフネの知識が全部無駄だったようにすら思えてくるよ』

『無駄じゃないわよ。フネみたいに長い間はもたないわ。結構──大変なのよ？　これ』

　貪むさぼりたくなる天使族としての本能を抑えながら、力を交流させるのには、尋じん常じようじゃない集中力を要する。

　今この瞬間も、フレドを殺してしまわないか心配だった。

『ああ。感じている。意識がぶっ飛ばない内に、早いところ王どもを蹴散らさないとな。作戦はあるか？』

『実は、なにも考えてないわ。こうすれば、後はフレドが何か考えつくと思って』

『ふむ……そうだな。なら、まずは、飛ぶか。ちょっとチクりとするぞ──縮メニケ』

　フレドは当たり前のようにそう言って、右手を下ろした。その指先が触れたのは、今、ラブラたちが足蹴にしている物──すなわち、ドラゴンの羽だ。

　ラブラを介かいしてフレドの魔法が発動され、物凄い勢いで、山ほどの大きさがあった羽が圧縮されていく。

　ラブラには表現できない膨大な学殖の奔ほん流りゆう。

　フレドの本質──錬れん磨まを重ね研ぎ澄まされた知性と技術、すなわち、彼の色がそれを可能にする。

　やがて等身大となったそれを、フレドは両手で拾い上げ、ラブラの右肩にそっと添えた。

　わずかな疼とう痛つう。

　そして、それを上回る圧倒的な高揚感。

　それだけじゃない。

　今、本当にラブラは空を飛んでいる。

　夢にまでみた、自分自身の翼で！

『フレド！　私に羽が！　本物の翼が！　飛んでるわ！　私、飛んでる！』

　その場で三回転宙返り。

　自由に舞う悦よろこびが身体を駆け巡る。

『おいおい。あんまりぬか喜びするなよ？　一時的につなげているだけものだ』

『それでも構わないわ！　あんたがいれば、私は、私は──！　ああ、そうか！　フレド。あんたが、私の『カタハネ』だったのね』

　ようやく悟った。

　自分が出来損ないのカタハネに生まれたのは、この瞬間のためだったのだと。

　カタハネはもう一つのカタハネを得て完全になるために在り、ラブラはフレドのもので、フレドはラブラのものだ。

　弱く賢い冒瀆者と、強くて愚かな天使族は、足りない所を補い合って、今、一つになった。

『喜んでもらえてなによりだ──次はドラゴン本体を活用するか。敵が多い。ちょっと距離もあるが、いけるよな？』

『任せて！　この翼なら余裕よ！』

　スタンピードは今や、世界の理不尽そのものを体現するような壁となって、フレドたちに迫っている。

　皇帝の敵かたきを討うたんとする三体の王──青、黄、茶の三色の竜が、死と破壊をまき散らしながらラブラたちをつけ狙っている。

　だが、それがどうした。

　今のラブラたちはこんなにも速い！

　ザ、ザ、ザン。

　王の吐き出したブレスが、スタンピードごとラブラたちを消し飛ばさんとする。

　だがそれは好こう機き。

　モンスターの壁に道が穿うがたれたことを奇き貨かとして、ラブラたちは突撃した。

　那な由ゆ多たの数の、ありとあらゆる種類の攻撃をかいくぐり、皇帝の爆砕された尾の付け根に、両腕を突っ込む。

　フレドの魔法により、指の一部を切り開かれ、ラブラの身体は皇帝と連結した。

『力がでかすぎて、中に全部取り込めば俺たちが死ぬ。ドラゴンの頭を砲ほう台だいとしてそのまま使い捨ててやろう。それ以外は食べてしまえ』

『わかったわ！』

　皇帝を食らう。

　ラブラだけでは耐えきれない圧倒的な色も、フレドと二人ならば何とかその身体に収めることができた。

『お嬢様……』

『……イネルス。あんた、死んだのね』

　見知った感覚を認識した。

　それは、もはや命なき者が残した残ざん留りゆう思し念ねん。

　あるいは、かつて自分を支えてくれた大切な彼女と話したいと願うラブラの、幻覚じみた妄想なのかもしれない。

『私はあなたが憎かった。現実も知らずに、無邪気に夢を語るあなたが。私の苦労も知らずに好き勝手に振る舞うあなたが』

　ラブラはイネルスの悪意に反論する言葉をもたない。

　そう。自分は何も知らなかった。

　クモの外の世界の広さも、イネルスの苦しみも、天使族と冒瀆者が抱く闇の深さも、なにもかも。

　でも、今ならわかる。

　フレドの夢は、イネルスのような、世界の理不尽を押し付けられる存在を生み出さないためにあるのだ。

　奪われた未来の可能性を取り戻すために、天使族も冒瀆者も勝手にできないと思い込んでいた限界を、根本から破壊する。

　本当の意味で、ラブラは、今、フレドの夢を共有していた。

『いいわ。好きなだけ憎みなさい。あんたの憎しみも一緒に、楽園まで連れていってあげる。大穴の底にいるこの壊れた世界を生み出した何かに、全部ぶつけてきてあげるから』

『ああ。お嬢様は強いですね。私は、そんなお嬢様が、嫌いで、嫌いで、嫌いで、嫌いで、嫌いで、嫌いで、嫌いで、嫌いで、でも、少しだけ羨うらやましかった』

　捕食を進める内、元から薄かったその意思は、煙が紛れるように消えた。

　いや、違う。

　イネルスは、ラブラの一部となったのだ。

　過去の因縁すら食らい先に征く。

　それが、生き残った者の義務。

　気高き天使族の在り方だ。

『くる！　ギリギリまで引き付けろ。何発も撃ってる余裕はない』

『フレド！　でも、足りないわ！　まだ、力が足りない！』

　皇帝の力を一とするなら、王三体の力は二。フレドとラブラの質料を加えても、スタンピードごと敵を吹き飛ばすには不足。

『足りなくない。力はすでにお前の中にある──分ナ解ノ』

　フレドはそう言って、ラブラの右脚を優しく撫なでた。

　わだかまりが解けていく柔らかな感覚。

　それはラブラが不完全だからこそ生み出された余あまり物もの。

　魔法の使用によって固着した高濃度の質料と色の混合物デブリ。

『ああ！　そうか！　無駄じゃない！　私の努力は無駄じゃなかった』

　屈辱も、痛みも、我慢も、悔しさですらも、全てが必然だったように思える。

　押しつぶされそうに苦しかったこれまでの生の全てを、ラブラは今なら肯定できる気がした。

『いくぞ！』

『ええ！』

　皇帝の頭部に、全ての力が凝縮していく。

　この一撃にふさわしい名前はなんだろう。

　考えるまでもない。

　それはかつて、ラブラが憧れた二つ名。

　絶望を照らす、万人にとっての等しき黎れい明めい。










『世界の理不尽ごと吹き飛ばせ──払暁の支配者ドーンルーラー！』










　その日、世界は忘れていたはずの太陽を思い出した。

　押し寄せる暴虐のスタンピードは、無双の一撃で灰かい燼じんに帰きす。

　三匹の王は、ある者は上体を、ある者は首から下の全てを、ある者は全身全てを失い、ただの肉塊と化す。

　合体したままの二人は頽くずおれる三体の間を飛び回り、すかさず色を食らい、使えそうなパーツを強引にラブラの身体へと連結する。

　皇帝と、三体の王の力を纏まとった今のラブラたちを止められる者はこの世界に存在しない。

『フレド。今なら、行けるんじゃない？』

『ああ。行けるな』

　ラブラたちはそのまま踵きびすを返し、世界の果てへと飛行する。

　行く手を阻むはずのプールは、圧倒的な強者の気配を前に、自おのずから道を譲った。

　一体でもおそろしいオーラを放つ存在が、四体分凝縮されていれば、それも無理からぬこと。

　皇帝の翼で羽ばたき、水の王の爪牙が生えた両腕に、地の王の脚、風の王の鱗をまとった異い形ぎようの支配者。その中心に、敵対種たる二匹冒瀆者と天使族がいることなど、モンスターたちの生存本能に比べれば些さ細さいなことだった。

「新しい伝説の始まりか。ヨークの劇場ではさぞかしロングランになるだろうね」

「ねえ、ダーリン。それはいいんだけど、あの二人、ウチらのこと忘れてない？」

「『二人の世界』に入らないとあれだけの偉業は成し遂げられないということだろう。僕たちもやってみないかい？　さすがにあの二人のように上手くはいかないが、質料を共有するくらいはできると思うよ」

「やーん。ダーリン。しゅきしゅきだいしゅきーラブラブちゅっちゅっするぅー」

　口づけをかわしあったカインとリエがフレドたちの後に続く。

「おい！　ボクはどうすんだよ！　ボクは！　いい加減にしろよ！　この恋愛狂い共おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　悪あく態たいをつく、今やラブラにとっても相棒のシズを、風の魔法で回収した。

「ああ！　ラブラ！　愛しい私の娘よ！　さすがは我が家の一員だ！　見よ！　私の娘が、かの独立王ですら成しえなかった偉業を成し遂げた！」

　空から無数のクモがラブラたちを追いかけてくる。

　その中には、ラブラの親族もいるようだ。

「何を言っている！　成し遂げたのは冒瀆者の英雄だ！　フレド君！　君を大将に推すい薦せんしよう！　この功績ならば、誰も文句はいえまい！　その際には、是非私を副官に！」

　ようやく出て来たらしい、地上の駐ちゆう屯とん軍ぐん。

　その中には、どうやらフレドの上司にあたる冒瀆者がいるらしい。

「何を世よ迷まい言ごとを！　冒瀆者に魔法が使えるか！　あれは天使族の真髄だ！」

「何を言う！　食らうことしかできんケダモノどもめ！　あのモンスターの利用法は冒瀆者の技術である！」

　過去たちが、何かを喚き合っている。

　この期ごに及んで、争うことしか知らない彼らにかける言葉があるとすれば一つだけ。

『そんなに自滅が好きなら、一生戦争してろ！　ばああああああああああああああか！』

　くだらない諍いさかいを無視して、フレドたちは前を向く。

　勢いに任せて、プールの外に飛び出した。

　残る力の全てを振り絞り、距離を稼ぐ。

　ラブラの身体に無理矢理くっつけていた皇帝と王のパーツが、段々と剝がれていく。

　それと時を同じくして、はるか後方に、敵対本能を思い出したらしいモンスターが道を塞ぎ、再びフレドたちのいた世界を閉ざすのが見えた。

　そこで、ようやく、フレドとラブラは唇を離す。

「フレド！　見て！」

　自由落下の浮遊感の中、ラブラは天を指さした。

「ああ！　これが、本当の『空』！　何て美しいんだ！　始まるぞ！　本当の世界が！」

　日頃は冷れい静せい沈ちん着ちやくなフレドが、興奮を全開にして叫ぶ。

　伝説としてしか知らなかった、本物の『蒼あお』がそこにあった。

　雲一つない晴天。

　本物の太陽がラブラたちの前途を祝福するように輝いている。

「何とか脱出できたか。フレドくんとラブラくんにお礼を言わなくてはね。僕たちだけじゃ、いずれ待っていたのは破滅だ。でも、少なくとも今は希望がある」

　フレドたちを風魔法で救いつつ、カインが地上に降り立つ。

「ああー。そんな謙けん虚きよなダーリンも素敵ィ」

　カインの腕にしがみついて頰ずりしながら、リエが甘ったるい声で呟いた。

「まあ、今は命が助かったことは素直に喜ぼう。でも、もし、ボクたちが目的を達成しても、戻る頃には故郷はアホどもの争いで滅亡してそうだな」

　この最高の状況でも後ろ向きな思考のシズが、沈ちん鬱うつな表情で呟く。

「そうかもな。だが、俺たちは、かなりの『余裕』を残してやった。それをどう使うかは、あいつらの自由だ」

　確かにフレドの言う通りだ。

　四方の皇帝も王も倒して、スタンピードも収めた。

　モンスターがかなり減って、天使族にも冒瀆者にも、新しい試みをする余力が生まれたことだろう。

　心理的にはともかく、天使族と冒瀆者が共闘する利点は、さすがのあいつらも認識したはずだけど──それでも争い続けるのだろうか。それは分からない。

　だけど、もはやそれはラブラたちにとってはどうでもいいことだった。

　今ここにいるみんなの『世界』の定義は、はるかに大きく広がったのだから。

「さあ！　行きましょう！　楽園に！」

「その前に、フネを作らないとな。基礎はボスモンスターのものを使えばいいが、動力部がなあ……。上手い事、使えるモンスターを狩れればいいが」

「もう、フレドまでネガティブなの？」

「冷静といってくれ。だが、ラブラはそんな俺が好きなんだろう？」

「そうよ。だから、早くしてよ！　できれば、また羽も作って！　今の私はワクワクがとまんないんだから！」

「わがままだな」

「ええ。わがままよ？　でも、フレドはこんな私が好きなんでしょう？」

「間違いない」

　微笑ほほえみ合あう。

　手と手を取り合って、ラブラとフレドは、未知の荒野へと新たなる一歩を踏み出した。






あとがき






　皆様、お久しぶりです。もしくは、初めまして。

波なみ口ぐちまにまと申します。

　この度は、拙せつ作さく、『恋こいせよ天てん敵てき。いずれ二人ふたりが過か去ことする永えい戦せん世せ界かいにて』をお手に取ってくださり、まことにありがとうございます。

　本作は、王道のボーイミーツガールを目指した作品です。空から落ちてきた女の子と一緒に、様々な障害を乗り越えて世界を救う。誰もが一度は憧あこがれたシチュエーションではないでしょうか？　もちろん私もその一人です。もっとも、本編を読んでくださった読者の方々の中には、もしかしたら先に書いたようなのとはちょっと違ったニュアンスを感じられた方もいらっしゃるかもしれません。確かに一部、ほんの少しだけエグめなエッセンスも注入されていないことはないのですが、基本的には夢をたっぷりつめこんだハッピーな内容ですので、是ぜ非ひご一読ください。

　さて、それでは早速ではございますが、ここで関係者の方々への謝しや辞じに移らせて頂きます。

　まずは、この度、拙作を出版する機会を与えてくださったファミ通文庫編集部の皆様に感謝を申し上げます。特に担当編集者の佐々木様は、企画段階から親身に相談に乗ってくださり、おかげ様でこうして拙作を世に出す機会を頂ける運びとなりました。これからも、何なに卒とぞよろしくお願い致します。

　そして、拙作のイラストを担当してくださった茨し乃の様には、作品の世界観を見事に描写した、美び麗れいなイラストを頂きました。おかげ様で、作品の魅力が何倍にも増したように感じております。本当にありがとうございます。

　最後に、なによりも、この本を手に取ってくださった読者の皆様に心からのお礼を申し上げます。

　ちょっと不ぶ器き用ような二人の恋こい模も様よう、もしくは世界を救うかもしれない企てに、少しでも興味を持って頂けたなら、作者としては望ぼう外がいの喜びです。

　さて、物語はまだまだプロローグ。未来はどうなるか誰にも分かりませんが、もし機会がございましたら、また次巻でお会いできる日を楽しみに、今回はこの辺りで失礼致します。
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